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錦町の文化財





凡　例
１．本書は、錦町所在の指定文化財、登録文化財、未指定文化財を紹介する冊子である。

２．本書には、平成２８年３月現在の指定・登録文化財及び未指定文化財を掲載している。

３．�掲載の順番は有形文化財次いで無形文化財とし、西地区、一武地区、木上地区の順
で、解説の量に応じ錦町第１～２６区の順とした。

４．�各文化財の解説は、錦町文化財保護委員、錦町教育委員会が執筆し、錦町教育委員
会が編集した。なお、委員氏名は下記のとおりである。

５．�掲載した写真は錦町教育委員会及び錦町役場企画観光課が保管する資料の他、関係
機関から借用した。

６．�索引の都合上、上一丸、上黒辺田野、下黒辺田野、上大鶴、下大鶴、上井手の口、
下井手の口、上松里、下松里、上平岩、下平岩、上本別府、下本別府、上福島、下
福島、上平良、下平良、上十日市、下十日市の各集落においては、上下の標記を外
して記載した。

７．�掲載文化財一覧表に記載している緯度・経度の計測は、携帯電話内蔵のGPS（位置
情報計測システム）機能を利用した。

８．文化財所在地図には錦町全図（平成２７年９月作成）を使用した。

９．本書の刊行にあたっては、平成６年作成錦町文化財調査台帳を参考とした。

　執筆者・確認者　　　　　　　　　　　　　　　錦町文化財調査台帳　作成者
　平成２７年度　錦町文化財保護委員　　　　　　平成６年度　錦町文化財保護委員
　　　　　　　　委員長　　松岡　忠義　　　　　　　　　　委員長　　簑田　俊和
　　　　　　　　副委員長　久保田　順　　　　　　　　　　委員　　　西野　三喜男
　　　　　　　　委員　　　片野坂　勲　　　　　　　　　　委員　　　笹淵　豊
　　　　　　　　委員　　　鳥飼　正人　　　　　　　　　　委員　　　田村　伸二
　　　　　　　　委員　　　簑田　清男　　　　　　　　　　委員　　　鳥飼　正人
　　　　　　　　委員　　　東　一美　　　　　　　　　　　委員　　　松岡　忠義
　錦町教育委員会　
　　　　　　　　参事　　　手柴　智晴

　協力者
　　各文化財所有者及び管理者



ご　あ　い　さ　つ

　平成２７年度に、旧西村、旧一武村、旧木上村が合併して６０年
を迎えました。町政の施行から半世紀を経て、人でたとえると還暦
という記念すべき節目の年を迎えることができましたのも、合併以
来、住良い郷土の建設のため融和と英知を持って、幾多の困難を乗
り越えてきた先人、そして町民の皆様のご協力の賜物であります。
　錦町には多くのすばらしい有形無形の文化財があり、それらを含
む人吉球磨地域の文化財が「相良７００年が生んだ保守と進取の文
化～日本で最も豊かな隠れ里　人吉球磨～」として平成２７年４月
２４日に、熊本県で初めての日本遺産に認定されました。また、町
内においても、平成２７年度に新たに８件の文化財を町指定文化財
に指定いたしました。
　これらの文化財は、長年の風雪に耐え、先人たちの英知を現在に
伝えており、私たちはこの英知を大切に守り、次の世代へと伝え“文
化を育む豊かな町”をつくらなければなりません。
　本冊子が、町民の皆様をはじめ、郷土の歴史や文化財を愛する皆
様のお役に立つことをご祈念申し上げるとともに、今後多方面にご
活用いただければ幸甚です。
　最後になりましたが、本冊子を刊行するにあたり、錦町文化財保
護委員会をはじめ関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　平成２８年　３月吉日

錦町長　森　本　完　一



は　じ　め　に

　錦町合併６０周年を記念し、錦町文化財保護委員会で平成６年度
に作成した錦町文化財台帳を基に、錦町では初めて指定・未指定を
含めた２３８件の文化財を紹介する冊子を刊行することとなりまし
た。平成９年に刊行した『錦町の文化財』では指定文化財が２５件
でしたが、１９年を経て、国登録文化財を含め指定文化財は４２件
に増加しています。特に本年度は、西地区で彫刻２件、一武地区で
彫刻１件、木上地区で建造物５件の計８件を新たに町指定文化財に
指定いたしました。
　なお、本冊子では掲載文化財一覧表に緯度、経度の記載をし、車
のナビゲーションシステム及び携帯電話端末機を利用するにあた
り、それぞれの文化財への案内の向上も図っています。それぞれの
文化財がどのような位置にどのように立地しているか、当地に立っ
ていただき、文化財を作った人々の思いや、当時の社会へと思いを
馳せていただければと思います。
　本冊子が、文化財愛護の理念のもと、多くの方々の当町の文化・
歴史を学習される際の資料として大いに活用されることを祈念いた
します。
　最後になりますが、本冊子を刊行するにあたり、各文化財の所有
者並びに管理者、町民の皆様には多大なご理解とご協力をいただき、
心から感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　平成２８年　３月吉日

錦町教育長　小　田　定　則　
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１．天下神社

　本殿は三間社流造の瓦葺です。拝殿は切妻造、妻入、瓦葺で間口３間、奥行４
間です。天下神社の祭神は、阿蘇神社同体、又は高千穂神同体 (『西村誌』) とも
云われています。また『日本書紀』で「景行天皇が熊襲親征の時立ち寄った地」
とも云われています。創立・年紀不祥ですが、『球磨神社記』には、天文年間(１５３２
～５４) に当地に遷座したとあります。
　同神社記に、この山を“天下山”と言い、近くに塚があり昔経文を埋めた所で
ある事から“経塚”と言う、とあります。八坂神社の祭神は、山城国八坂神社 ( 京
都市八坂神社 ) 同体です。“祇園社”と称していましたが明治元年、神祇省の通達
により、八坂神社と改称されました。創立・沿革等は不祥で昭和２７年４月天下
神社と合祀されました。
　神社境内参道の東側に建立されている阿弥陀堂は、切妻造の平入、トタン葺の
間口・奥行共に９１㌢の祠です。仏像は木造阿弥陀如来坐像で、総高５８㌢、定
印を結んだ彩色像です。
　境内には３基の石灯篭があり、明和６年 ( １７６９) 銘には「奉寄進・明和六丑
年九月吉日」、寛政４年 ( １７９２) 銘には「奉寄進・甲斐權右衛門・寛政四壬子
年四月朔日」、天保２年 ( １８３１) 銘には「奉寄進・天保二辛卯六月吉祥日・緒
方人左ヱ門」とそれぞれ刻まれています。
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　鳩胸川下篠の滝の淵近く、井堰の近くに鎮座しています。
　社殿は切妻造、妻入、瓦葺、間口２７６㌢、奥行４７６㌢、向拝１間です。境
内にある石灯篭の、安永七年（１７７８）銘には、「奉成就・安永七戌九月吉日・
一丸・奥右衛門」、文化二年（１８０５）銘には、「奉寄進・七九衛門」、右側面に「文
化二丑六月吉日」、天保三年（１８３２）銘には「奉寄進・天保三壬辰年十月吉祥
日・田山金助・同辰弥」とそれぞれ刻まれています。近年、痛みがひどく荒れ果
てていた社殿を、平成２１年４月に新築落成しました。また、散乱していた石灯
篭も整理され、それぞれセメントで固定されています。
　祭神は不明ですが、『西村誌』には歯痛・安産の神様と記録されています。井堰
を造った時に創建したのではないかと云われています。この井堰は“一丸田”と
呼ばれる下流の水田を潤しています。下篠の滝の下流にある淵には美しい娘が大
蛇にさらわれたという伝説もあります。安永７年（１７７８）銘の石灯篭が奉納
されているところから、神社はそれ以前に鎮座していたものと思われます。
　また神社から２０～３０㍍下流の土手には、明治５年に立てられた、高さ
１５０㌢ほどの「魚道開鑿碑」が建立されています。

２．明神社
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３．久保宇野の地蔵堂

　お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口２８７㌢、奥行３４５㌢です。仏像は総高５０㌢、
像高３４㌢、石造地蔵菩薩坐像です。頭部は欠損し、刻銘もありません。いつ頃
頭部が無くなったのかは不明ですが、国道工事の際、土の中から地蔵の頭そっく
りな丸い石が出て来たので、集落の人が持ち帰り地蔵の首に載せ、コンクリート
で固定したところ、その夜から載せた人の首が動かなくなり、病院へ行っても痛
みの原因が分からず家族の皆が心配していると、子供が「地蔵の首をコンクリー
トで付けたからでは」と言うので、地蔵からその石を外すと、嘘のように痛みが
なくなり動くようになった。と伝えられている地蔵です。現在丸石は地蔵の横に
置いてあります。
　堂の裏に、庚申塔が２基建立されており、それぞれ総高８４㌢、碑高５３㌢、
碑の正面に「庚申参塔・西田」。碑高５５㌢、「元禄六（１６９３）癸酉九月吉日・
願主元智師□并□□結衆」と刻まれています。
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４．柴立地蔵

　お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口・奥行２間です。元は六地蔵碑として、別々
に祀られていたものと思われます。２基を重ねた総高は１６５㌢、六角の石柱に
は各面に一躰ずつ地蔵菩薩立像が刻まれ、四角の石柱には正面に３躰、他の面に
は２躰ずつ地蔵菩薩立像が刻まれています。正面と側面に明応七年（１４９８）
と元禄七年（１６９４）の紀年銘が刻まれています。六角石柱（六地蔵碑）は高
さ５１㌢あり、各面に地蔵菩薩立像が刻んでありますが、風化が進んでいます。
四角石柱（六地蔵碑）は高さ１１４㌢です。正面に「奉造立地蔵大菩薩安座・預
修宣福功徳・主道悦禅門・妙薫禅尼・明応七年戊午九月二十五日各□」、右側面に
「古来無堂當村講衆・新建浄空副一木像・安座供養如棟悉知・元禄七甲戌六月廿四
日・盧山傳燈書」、左側面に「念仏六千六万返・現世安穏後生・善處以道受楽」と
刻まれています。
　当初、京の峰集落の高尾に祀られていましたが、乱暴な地蔵で集落の人々が刀
で切りつけても暴れて仕方がないので、祀る場所が気に入らないのではと、今の
場所に移し祀ったとされています。
　地蔵の前の道路は、国道が開通するまで、人吉方面へ行く唯一の道であったと
されます。なお、この地蔵は山中の最も険しい坂道の途中にあったので、ここを
通る人々は一休みして、周りの雑木の小枝（柴）を手折って供えお参りしていた
ことから、いつの頃からか“柴立地蔵”と呼ぶようになったということです。



7

有
形
・
西

５．新宮寺

　宗派：黄檗宗　　山号：延命山（現在は大雲山）　　本尊：阿弥陀如来坐像

　応永１２年（１４０５）新宮氏の建立で、開山は神光芳州禅師です。『球磨郡誌』
によれば、天文３年（１５３４）に新宮頼綱によって再興されましたが、天正４年
（１５７６）に火災に遭い、焼け跡から黄金仏が発見されたことから、新たに六観音
の造立が天正５年（１５７７）から寛永７年（１６３０）の期間に造像されました。
寛文１３年（１６７３）には、東林寺二世伝燈和尚によって再興されましたが、翌
年、延宝２年（１６７４）台風で、お堂や尊像等が著しく損傷したため、東林寺を
開山した天瑞和尚が再興しました。（独集覧・球磨郡誌）現在の本堂は明治３９年
（１９０６）に再建されました。本堂には本尊の他、普賢菩薩立像２躰、地蔵菩薩立像、
牛頭天王立像、韋駄天立像、天瑞和尚椅像、その他尊像１７躰が安置されています。
仏像の中には、墨書銘が記録されたものもあります。
　境内の古塔には、天瑞和尚の碑で、延宝２年（１６７４）銘、高さ１４６㌢の
神光塔と、傳燈和尚の碑で、享保１１年（１７２６）銘、高さ２１２㌢寺照塔が
あります。
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６．新宮寺六観音堂 町指定文化財　昭和４１年９月１６日　日本遺産構成文化財

　相良３３観音巡り３２番札所です。天正４年（１５７６）２月（４月２１日の説も）
火災により全焼しました。焼け跡から６寸（3寸との説も）ほどの金色の仏像が
見つかり、１８代相良義陽が新たに６躰の観音像を造立することを、清原頼忠に
発願しました。観音像は天正５年（１５７７）から寛永７年（１６３０）の５３
年間の間に彫像されています。
　①十一面観音菩薩坐像　天正五年（１５７７）　仏師回月
　②如意輪観音菩薩坐像　天正六年（１５７８）　同上
　③千手観音菩薩坐像　　天正六年（１５７８）　日高民部藤原秀永
　④聖観音菩薩坐像　　　天正七年（１５７９）　作者不明
　⑤准提観音菩薩坐像　　天正十四年（１５８６）大神金策
　⑥馬頭観音菩薩坐像　　寛永七年（１６３０）　尾方大学
　お堂は昔は現在の位置に在り、一時期本堂西側に移したものの、昭和１２年に
再度現在の位置に戻されました。年代を追ってそれぞれ違った仏師たちが、観音
像を彫像していることは珍しいことです。
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７．今山の毘沙門堂

　元、今山寺の跡と伝えられており、天正１４年（１５８６）今山寺の住職は人吉・
願成寺で営まれた伝法灌頂の際に唄師をつとめる、と『願成寺文書』にあります。
　お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口３間、奥行２間です。仏像は総高１００㌢、
像高７５㌢の木造毘沙門天立像です。『九州相良の寺院資料』によると、昔、山伏
が背負って来て祀ったと伝えられています。また高さ４５㌢の石造不動明王像も
祀られています。鰐口は径２３㌢、「昭和七年寄層　園田嘉市」の刻銘があります。
　境内には数基の五輪塔があり、内 1基に元和七年（１６２１）銘の塔があり、「奉
為妙□禅定尼・元和七年五月十三日」と刻まれています。また、延宝五年（１６７７）
銘の南無地蔵菩薩碑（逆修碑）の高さは１３４㌢あり、「南無地蔵菩薩・願以此功
徳普及及於一切・我等衆生皆共成仏道・施主・三界□名格雲浄信士・久林妙保信女・
俗名今山村六七右衛門・干時延宝五丁巳十月初八日」と刻まれています。お堂か
ら３～４㍍程離れた南側に像高９５㌢、半肉彫の石造青面金剛立像が祀られてい
ますが、紀年銘・銘文はありません。
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８．西乗寺

　宗派：真宗本願寺派　　山号：大空山　　本尊：木造阿弥陀如来立像

　本堂は入母屋造、瓦葺、平入、間口３間、奥行７間です。親鸞上人の坐像と本
如上人（西本願寺８世）の坐像の軸があります。明治１２年（１８７９）今山の
守永氏宅を仮説教所とし、翌１３年那須半七・喜市両氏の敷地の寄付を受け、西
林寺掛所として設立されました。大正６年、和歌山県日高郡にあった西乗寺の移
転願を提出し、大正７年２月に許可を得て現在地に移転しました。大正８年４月
に本堂の建築を起工し、翌９年６月に落成しました。大正１３年４月には開宗
７００年記念として鐘樓・山門・石塀の起工、同年９月に梵鐘が寄付されたものの、
昭和１８年太平洋戦争により供出され、昭和２９年９月に同志会の熱意により寄
贈されました。境内にある総高４７５㌢、碑高２１５㌢の記念碑には「西乗寺草
創記念・明治十三年設立・大正七年二月寺号移転・大正九年六月本堂建築・大正
十三年四月鐘楼及山門並石塀建設」と刻まれています。
　山門は四脚門の入母屋造、瓦葺、大正１３年３月の建立です。
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９．休円坊の墓

　黒辺田野下原地区の道路三叉路脇にある、お堂の中に墓碑が安置されています。
休円坊は、江戸時代中期の享保年間（１７１６～３５）にこの地に庵を結び、人々
の病気を治す祈祷などをして行を修める山伏か修行僧であったとされます。享保
年間は全国的に天災や地震が多く、庶民の生活は苦しく各地で一揆などが起きま
した。球磨郡でも同様の天災が多く、「家中士分の生活を脅かし・・・」（『相良文書』）
と記録されています。黒辺田野周辺でも同様であり、人々の暮らしの困窮、疫病
に苦しむ人々を目の当たりにした休円坊は心を傷め、人々の苦しみを一身に受け、
自らを犠牲にしようと願をたてました。そして１７日間の荒行を行い、自らを“生
き埋め”させ、７日目に命が絶えました。その日が享保１２年（１７２７）２月
２８日であったと云われています。
　その後、墓碑とお堂が建立されました。墓碑は、高さ１８５㌢、「享保十二年二
月二十八日伝燈正光建金剛位吸海休円一卯（霊）・奉寄進立之当村中結衆紺屋町」
と刻まれています。
　お堂の裏には法界塔が建てられています。自然石を用い、高さは９８㌢、紀年
銘はなく、「善男子・善女子・法界□（霊）　菩提」と刻まれています。
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10．新八幡神社

　錦町立西小学校の西、駐車場の傍に鎮座しています。祭神は相良治部少輔治頼。
旧社殿は一間社、瓦葺、平入、正面２００㌢、奥行２９０㌢で壁下半分はブロッ
ク積みです。新社殿は平成２６年１２月に竣工しました。周囲より低地に建つ旧
社殿は、大雨の度に浸かっていたため、一段高い場所に球磨工業高校の協力によ
り新築移転されました。神殿は球磨地方では初めての１００㌢の“むくり屋根（起
り屋根）”で覆屋は亜鉛板葺の流造風、正面・奥行２１０㌢、向間１間です。
　創立は、天文１８年（１５４９）と云われています。石造の鳥居は明神造で高
さ２０２㌢、柱間２７２㌢、天保５年（１８３４）銘があり、額に右から「新八
幡宮」「奉寄進・天保五甲午年八月吉祥日・願主・村山朴右衛門」と刻まれていま
す。境内には石造灯篭が二基あり、延享５年（１７４８）銘で「奉寄進・延享五
戊辰年六月吉日・早田彦七」と刻まれています。
　沿革は、『嗣誠獨集覧』によると、「西野村吾平に新八幡宮は天文十八年晴広公（相
良十七代）、御夢想御建立とあり、同廿三年因徊禄、同廿四年晴広公依御願により
四郎太郎頼房公（１８代義陽公）再興、山辺出羽国忠命により造立、治頼霊社の
最初也」とあります。治頼は１２代相良為続の弟左近将監頼泰の二男長弘の子で、
天性器量人に勝り、武技に長じ、兵法にも委しく、芸能の嗜みも深い人物でしたが、
１６代相良義滋に叛いて破れ豊後佐賀関に逃れ、天文１５年（１５４６）５月病
気により３３歳の若さで亡くなりました。
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11．大王三条の弥勒堂 木造弥勒菩薩坐像：町指定文化財　平成２８年３月１日

　１９．の北、約２００㍍の三叉路にあります。郡市で弥勒菩薩を祀ったお堂は
珍しく、“おめろくさん”と呼ばれています。
　お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口・奥行３２０㌢、向拝１間です。仏像は高さ
９４．９㌢、舟形光背の木造弥勒菩薩坐像で、桧材の寄木造で漆箔像です。享禄５
年（１５３２）銘で、像の胎内に「檀那清原・前住源文智僧成房・成唯・享禄壬
辰九月五日安置了・佛師慶薫僧」とあり、その他にも多数の銘文が書かれています。
また、鰐口は銅製で明和三年（１７６６）製です。
　敷地内にある庚申塔は自然石を用い、高さ１５５㌢、正徳２年（１７１２）銘
で「庚申塔・正徳二壬辰十月吉祥日・大王村中善男女等」と刻まれています。ま
た六地蔵石塔は元石幢と思われ、台石の上に六角の塔身（各面に一躰の地蔵が刻
まれています）の上に六角の笠、その上に五輪塔の火輪が積まれています。高さ
が１１１㌢あり、風化が進んでおり刻銘もあったと思われますが判読できません。
その他、境内には五輪塔や石塔などが多数立てられています。
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　５．の向かいの山に鎮座していま
す。『球磨郡神社記』に新宮権現とし
て、紀州熊野神社と同体であるが、草
創年紀は不明で明徳年中［北朝年号］
( １３９０～９３) に再興され、「享禄三
年 ( １５３０) 庚寅十二月六日清原成眞
が修造し、球磨郡熊野三山内当山を新
宮に準じた故にこの名がある」と記録

されています。なお新宮城没落の時、当社も延焼したとも云われています。
　社殿は切妻造、瓦葺、妻入、間口３間、奥行２間です。神殿は奥１間を一段高くして、
神殿としてあります。
　石灯篭が参道の中程と、社殿の前に１基ずつ建立されています。灯篭の高さは１７５
㌢で、「奉寄進　新宮氏・天明三 ( １７８３) 癸卯年・□月吉日」と刻まれています。

13．京ヶ峰横穴群　県指定文化財　　昭和３４年１２月８日

　球磨川と川辺川が合流する左岸の阿
蘇溶結凝灰岩の崖面に所在する南限の
装飾古墳です。墓室形状から人吉市大
村横穴墓に後出する６世紀後半～末に
かけての築造と想定されます。
　全５基から構成され、現在では１号
墓、２号墓の２基が確認できます。１
号墓の墓室は奥行、幅ともに約２．６㍍

の正方形プランで天井高約１．８㍍、壁面には軒の表現が確認できます。２号墓は入口
部分が崩落しています。装飾は 1号墓に集中し、向かって右に大小の靱、左には剣と盾、
車輪状文が浮き彫りにより表現されています。さらに、浮き彫り後に赤い顔料を用い、
線を引くなどの絵画的表現を施し、一つの模様に彫刻と彩色による二つの表現技法を用
いるのは全国的にも非常に珍しい例です。また、多くの装飾古墳で単純化される武器類
が非常に写実的に施されているのも特徴です。装飾古墳という非常に地域色が強い墓制
をもつ被葬者の存在と、当時全国支配を進めていたヤマト政権との関係を持つ亀塚古墳
の被葬者との関係性に注目されます。

12．新宮神社
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　祭神は池王大明神です。社殿は一間社流
造、銅板葺、間口・奥行１間、向拝１間、
北向きです。神像は彩色された、像高２３
㌢の木造の男神坐像です。立烏帽子を被る
形に頭部を刻み、神躰下部は丸木のままの
素朴な姿に造像してあります。背面に「池
王大明神・元禄十五年（１７０２）・十月廿
八日・施主・仙砂・社人」の墨書があります。

　当社は幕藩時代、相良藩の受刑者が処刑場に連行される途中に参詣する“お別れ神社”
として、寛永十七年（１６４０）に一丸に建立され、その後慶応元年（１８６５）に無
田原に遷座したと伝えられています。その後再び元の一丸に移され、明治時代中期まで
祀られていました。国道の開通に伴い地区民が移動したため、再び現在地の無田原に移
転し、平成６年２月、町道拡張工事に伴い神社は解体され、近くの阿弥陀堂に客座した
ものの、平成７年９月に神社を再建し、現在地に遷座されました。

15．黒辺田野の薬師堂と三界万霊塔

　元は茅葺のお堂でしたが、老朽化により
平成２１年１１月に新しいお堂を新築しま
した。切妻造、瓦葺、平入、間口８５６㌢、
奥行３８０㌢、向拝１間です。仏像は総高
７０．７㌢、像高４３．５㌢の木造薬師如来
坐像、向かって左の脇侍に総高６３㌢、像
高４４㌢木造菩薩立像、右の脇侍に総高
６１㌢、像高４０．５㌢の木造菩薩立像が

祀られています。いずれも一木造の彩色像です。像背に「逆修道本爲也・天文十七年
（１５４８）戊申」と墨書があり、それぞれ室町時代の作とされます。十二神将は１２
躰揃っています。像高はほぼ同じくらいの高さで、十二神将立像の内、総高３５．５㌢、
像高２４．５㌢の木造因達羅大将像は一木造の彩色像で、像背に「因達羅大将　大□□・
（種子）安倍□□□・同□□」、台座に「天文拾七（１５４８）戊申年三月・廿九日・当
院主・善斎・生年四十二歳」と墨書があります。
　お堂の北側に、高さ１４５㌢の三界万霊塔が建立されており「三界万霊等・延宝九歳
（１６８１）辛酉・七月十日造立之　六市」と刻まれています。

14．池王神社
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16．黒辺田野の観音堂

　以前は茅葺の大きなお堂であったと云われ
ており、現在のお堂は切妻造、トタン葺、平
入、間口・奥行１６５㌢です。仏像は彩色さ
れた、総高６０㌢、像高３７㌢の木造子安観
音坐像です。元禄十二年 ( １６９９) 奉補修
飾の銘があります。なお、境内には以下のよ
うに数基の古塔碑等が存在しています。
①山伏金蔵坊の墓　自然石を用い、総高

２００㌢、延宝４年 ( １６７６) 銘があり「梵字 ( バン )・非因非果下一卯霊・山伏金蔵
坊六十三留住・延宝四丙辰天九月二十四日」と刻まれています。
②無縫塔　大法師猷傳の墓で総高１０５㌢、寛政２年 ( １７９０) 銘があり「梵字 ( ア )・
大法師猷傳不生位・寛政二庚戌天・五月十二日」と刻まれています。
③石灯篭　総高１７６㌢、正徳２年 ( １７１２) 銘があり竿石に「奉寄進・正徳二壬辰年・
□月吉祥日・高橋五助」と刻まれています。
　他にも、境内に「正保三年 ( １６４６)」銘、「寛文十年 ( １６７０)」銘、「延宝二年
( １６７４)」銘などがあります。

17．八幡神社

　祭神は宇佐八幡宮同体です。（応神天皇・
比売大神・神功皇后）社殿は一間社流造、拝
殿は地区の集会所と兼用です。創立は不祥で
すが、高柱川に堰が造られたのが正保３年
（１６４６）と云われており、同時期に当神
社も創建されたと考えられています。馬の塑
像が１体ありますが、風化が進んでいます。
また以下の４面の鏡が存在します。

①八角鏡：径１８㌢、宇佐八幡大菩薩の浮彫りがあります。
②�鏡像：径１８．５㌢、地蔵菩薩坐像を半肉に槌出し、像の細部は線刻と毛彫りで刻ま
れています。
③�杢村因幡守重義銘の銅鏡：径１４．５㌢、裏面に「杢村因幡守重義」と刻まれています。
④銅製古鏡：径９㌢、他は不祥です。
　境内に五輪塔が９基ありましたが、平成６年の調査時には紛失しています。９基のう
ち３基には「弘治２念（１５５６）」、「天正９年（１５８１）」、「天正１１年（１５８３）」
と刻まれていました。
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18．井手の口の薬師堂
　

　相良新四国８８ヶ所・第５５番札所
になっています。お堂は入母屋造、瓦
葺、妻入、間口４７６㌢、奥行４５６
㌢、南向きに建てられ平成５年１１月
に改修されています。仏像は彩色され
た、高さ１１２㌢の木造薬師如来坐像
で、貞享五年（１６８８）修理・東林
寺の天瑞和尚開眼の銘があります。脇

侍は彩色され、高さが共に５６㌢の木造日光菩薩立像、木造月光菩薩立像です。また木
造十二神将立像、１２躰も彩色像です。他に３躰の尊像が祀られています。天文十八年
（１５４９）銘の銅鋳御正体の破片が残っています。明治２６年（１８９３）再興の棟
札に「西村善福寺は云々」とありますが、室町末期には衰亡したとあり、天瑞和尚が再
興したものと考えられます。
　お堂の周辺には、天保５年（１８３４）銘、宝暦元年（１７５１）銘の五輪塔や古墓
等が１０数基立っています。

19．西村神社
　

　『球磨郡神社記』に西野村の地主神也
とあり、一説には関東秋良の大王を勧
請するとも云われています。祭神は不
祥です。本殿は三間社流造、拝殿は瓦
葺、正面４間、奥行５間です。創立者
及び創立年代不詳です。本殿内に木造
男神像８躰、木造女神像３躰、木造天
狗面２面が祀られています。応永元年

（１３９４）清原氏元実再興。大永年中（１５２１～２８）修造、元禄七年（１６９４）
里民協力して造替、明治元年（１８６８）大王社を西村神社と改称し、明治五年（１８７３）
に村社となりました。
　石造鳥居があり、額には「大王社」と有ります。鳥居の高さは２６７㌢、柱間は
２４１㌢で、天明６年（１７８６）銘があり、「大王社・奉寄進・氏子中・天明六丙午
年十月吉祥日」と刻まれています。１１月１８日が例祭日で、往古の祭礼には米一石一
斗を供したと云われています。
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20．忍成寺

　宗　派：真宗本願寺派
　山　号：法悦山
　本　尊：木造阿弥陀如来立像

　開基は錦町の一武土屋の出身の尾方逸心和
尚です。明治２３年に説教所創立し、明治
４２年２月下益城郡隈庄町光徳寺内にあつた
寺株を移転し、大正５年１２月新築されたの

が忍成寺です。本堂前の記念碑には大正６年６月とあります。四脚門は切妻造、瓦葺（大
正八年五月竣工）です。鐘楼は入母屋造、瓦葺、一間四方で基壇の上に建っています。また、
十王の掛軸が十巻保管されており、春・秋の彼岸に展示されています。
　明治２５年、下須に仮説教所創立の際の功労者として、原市次氏以下２４名の方の氏
名が『西村誌』に記録されています。

21．陳宮神社

　祭神は紀州熊野座神社同体です。社殿は一
間社流造、瓦葺、平入、南向きです。創立
は不祥ですが、『球磨郡神社記』に「阿井良
地頭杉本氏某草創」とあります。天文１７
年（１５４８）回禄、１８年宮殿再興とあり、
昭和４１年１２月に改修されています。神像
は像高５５㌢、立烏帽子をつけた腰掛けた木
造神像で、底に「干時寛延二（１７４９）己

巳八月吉祥日・陳宮権現奉造立・善神王二躰・氏子中より寄進之・作者人吉梅花若宮祠
官永田左京大神惟興中年四十歳・当村司緒方善助・同狛犬二疋作者同人」と墨書されて
います。また、同じ姿で像高３５㌢の木造神像は風折烏帽子をつけています。背面に
「求磨郡西之村吾平陳宮三所大権現本地千手観音進心神主山辺氏国重敬白其時享禄二年
（１５２９）己牛（丑）十一月廿四日」と墨書されています。他にも像高５５㌢の椅子
に腰かけた木造神像があり、「八月十二日彼岸初日迂宮地也」と墨書してあります。
　像高４６㌢の木造狛犬が１対、長さ１０７㌢、幅３６㌢の木造机があります。机の裏
に「天正二年（１５７４）甲戌彼岸・作者山辺正市助・陳宮三所大権現之前机・山辺三
吉五郎・山辺国良」とあります。
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22．四足神社

　久保地区の氏神で、地元では“四足堂”と
呼ばれています。社殿は台風による被害のた
め、平成１２年３月新しい社殿に造り替えられ
ました。切妻造、瓦葺、妻入、間口３８５㌢、
奥行４７８㌢、東向きです。沿革・創立年紀
不祥ですが、永禄年中（１５５８～７０）回録、
元亀２年（１５７１）地頭廣田某が再興、貞享
２年（１６８５）社殿を改造したと『球磨神社

記』にあります。祭神は、紀州熊野座同体で「西村誌」に伊邪那美神・速玉男命・事解男
命の三神とあります。像高３４㌢が２躰、３６㌢が１躰の神像の坐像が祀られています。
　昔、一武の土屋城の殿様が鎮守の森の参詣に来た際、突然馬が暴れ出し殿様は馬もろ
とも神社の裏の底無し池に沈み、その遺体はついに上がらなかったが、馬の死体は村人に
よって引き上げられ、社を建てて祀ったという伝説がある神社です。

23．久保の大日堂と庚申塔

　昔、浜城があった所と云われ、遍照寺
跡に建立されています。創建は永仁３年
（１２９５）と『西村誌』にあります。遍照
寺の創立は不明ですが、正和５年（１３１６）
に再興、天正５年（１５７７）山口藤左衛門
重則夫妻が施主となり、仏師廻月が大日如来
を彫作しています。

　お堂は入母屋造、瓦葺、平入、間口５４０㌢、奥行４０５㌢です。仏像は総高１６０㌢、
像高１０２㌢の木造大日如来坐像で、一木造の彩色像です。像内に「藤原回月・□□□・一躰・
球磨郡一分□一同・□□□法印學恵・□左衛門同女房・天正五年□□日敬白」と墨書があり、
台座の心棒には「久保□□ノ住平室久・久・大仏師廻月（花押）・天正五年□吉日」と墨書
されています。また、鎌倉時代末期の作と云われる、彩色された一木造り、像高７６㌢の木
造不動明王立像、像高９０．５の㌢の木造毘沙門天立像も祀られています。
　庚申塔が大日堂の入口に南向きに建立されています。自然石を用い、高さ１４５㌢、
元禄１２年（１６９９）銘「庚申塔・元禄十二己卯暦九月吉祥日・結衆四十・・・」と
ありますが、下部は地中に埋もれており判読できません。境内には、数基の珍しい墓碑
が建立されています。

木造大日如来坐像、木造毘沙門天立像、木造不動
明王立像：町指定文化財　平成２８年３月１日
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24．大王三条の庚申堂

　黄檗宗慈眼庵の跡と云われています。延宝九
年（１６８１）僧貞元は宝林山慈眼庵を開基し、
元禄１１年（１６９８）頃には廃庵となってい
るようです（『元禄１１年寺院帳』）。お堂は寄棟
造、瓦葺、平入、正面４７１㌢、奥行２７１㌢
で西向きに建立されています。昭和５３年９月
に新築されました。仏像は高さ４３㌢、貞享３

年（１６８６）銘の木造青面金剛立像で、他に高さ２７㌢～２９㌢の尊名不詳の立像４躰、
高さ２８㌢の頭部が欠損した石造地蔵菩薩坐像が祀られています。
　敷地内にある庚申塔は自然石を用い、高さ１２５㌢、元禄１３年（１７００）銘「庚
申塔・上報四恩下資三有・壽福長久諸願成就・当隣諸村信善衆・所修元禄十三年庚辰秋
彼岸・導師門洲」と刻まれています。その他にも、延宝九年（１６８１）銘の結界石・
享保１５年（１７３０）銘の岩操禅師之塔・当庵第３代住、覺翁信老和尚の墓・年代不
詳の南無陀羅尼菩薩塔・三界萬霊塔・無縫塔などがあります。
現在でも地区の人々によって“庚申祭り”が行われている珍しいお堂です。

25．亀塚古墳群
１号墳：県指定史跡　昭和５１年３月２３日　２号墳：町指定史跡　平成元年２月１０日

　球磨郡では唯一の前方後円墳で、南限を構成
する前方後円墳でもあります。全３基から構成
されます。
　１号墳は古墳群の最も北に位置します。全長
約４５㍍、後円部径約２３㍍、主軸は北―南で
す。出土遺物に直刀、鐙、土器などが伝えられ
ていますが、現在では行方不明です。２号墳は

古墳群の最も西に位置します。全長約４５㍍、後円部径約３０㍍、主軸は北―南です。
３号墳は最も南に位置し、国道２１９号線に隣接しています。全長約５０㍍、後円部径
約２５㍍、主軸は西―東です。
　いずれも、出土遺物の詳細が不明のため、明確な築造時期は不明です。前方後円墳は
極めてヤマト政権との密接な関係性を示す墓制であり、同じくヤマト政権との関係性を伺
わせる多量の鉄器を副葬する宮崎県えびの市の地下式横穴墓群、銀鍍金鉄鏡などの多様
な副葬品を持つあさぎり町才園古墳、装飾古墳といった地域色強い墓制を持つ京ヶ峰横穴
墓という、それぞれの豪族の関係性に注目されます。
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28．一丸の安心の供養碑

　３０．から少し離れた場所にあり、『西
村誌』に「肥薩線架設当時石を求めて来
たけれども、この岩は由緒あればとの理
由で渡さず」と記録されています。２１
代相良頼寛の供養のために、安心和尚が
刻んだ１番目の供養碑で、自然の大岩を
用い高さは３１０㌢あります。延宝３年
（１６７５）銘、「教理行果」「因教顕理依
理・起行由行克果・隔夜当百日・接待・
安心五十六・延寶三乙卯天・十二月十日」
と刻まれています。

27．一丸の馬頭観音堂 

　お堂は昭和２３年４月７日に造立され
た切妻造、瓦葺、平入、間口１５３㌢、
奥行１３６㌢です。祠の中に、総高は
１５７㌢の石造馬頭観音菩薩坐像が祀ら
れています。
　観音堂の広場は、もと牛馬の運動場・
品評会場だった為、牛馬の健康と安全の
祈願に、馬頭観音を祀りお堂を建てたと
考えられます。

26．一丸の地蔵尊

　花立から久保宇野への道路（北側）脇に、
トタン葺のお堂の中に南向きに祀られてい
ます。お堂は切妻造、トタン葺、平入で、
板塀で囲ってあります。間口・奥行１間です。
仏像は像高８１㌢の石造地蔵菩薩半跏像で、
銘文などは見当たりません。
　お堂の前に、高さ１３３㌢の石灯篭が建
立されており、安永４年（１７７５）銘、「奉

寄進・安永四乙未年十二月廿四日・善助・田上幸助・富永喜七・文六」と刻まれています。
お堂の裏に高さ１０８㌢の五輪塔が１基ありますが無銘です。
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29．一丸の首切り千人地蔵

　総高９５㌢の半肉彫の立像です。造立
年代は不詳で、両手先が欠失しています。
この地蔵尊は、現在地の南の“新城原”
から移されたものと云われ、新城原は江
戸時代の末期まで、相良藩の処刑場（仕
置場）があったと云われています。ここ
で処刑された人々の霊を弔うために建立
されたため“首切り千人地蔵”と呼ばれ
るようになったと伝えられています。こ
の処刑場について『西村誌』によると、
明治以前、相良藩最後の仕置があり、人
家に放火した罪で打首された女性の話が
伝わっています。

31．くま川鉄道球磨川第四橋梁　国登録文化財　平成２６年１２月１９日

　熊本県内最大の球磨川に架かる橋梁
で、旧鉄道省湯前線開業時の大正１３年
（１９２４）に建造されました。１４連のデッ
ク・ガーダー構造の桁で構成され、橋台面
間長３３０㍍と、くま川鉄道施設において
最長の橋梁です。当時の設計における時代
的特徴が表れているとともに、架設時には

操重車を利用するなど、最先端技術を積極的に取り入れ、効率よく経済的に施工されま
した。当初は全１４連中湯前方面の１０連が建設され、昭和４８年（１９７３）に人吉
方面に４連が増築され、現在の姿になりました。

30．一丸の南無塔

　延宝４年（１６７６）銘で、元は池王
神社の入口に立っていたものと思われる
と『西村誌』に記録されています。また
橋の西側の山には、寺跡らしきものがあ
り、あるいは神社の跡か、石段、石塔等
が残るとも記録されています。塔の高さ
は１３０㌢で、「南無・福生神・命生神」「薬
師瑠璃光仏・普賢菩薩・阿弥陀仏・大勢
至菩薩・薬王菩薩・釈迦牟尼佛」「延寶四
年□辰九月七日・菩薩・□□江戸□・・・」
と刻まれています。



23

有
形
・
西

32．無田の原の阿弥陀堂
　

　元のお堂は、平成１１年９月の火災で焼
失しました。お堂は切妻造、トタン葺、平入、
間口３間、奥行２間でした。新しいお堂は、
平入、ブロック積み、高さ７６㌢の台上に、
正面１１６㌢、奥行８８㌢のセメント造り
です。仏像は彩色された、総高７０㌢、像
高５０㌢、定印を結んだ木造阿弥陀如来坐
像です。元の仏像はわずかに形をとどめる
“焼け仏”として祠の中に祀られています。

33．無田の原の庚申塔
　

　３２．の右横に建立されています。自
然石を用い、高さ１５６㌢、中央に梵字
「ア・バン・ウーン」、「庚申供養・畢・後
生善処」「寛永十七年庚辰」「當村中・奉
再興、慶応元年、九月」と刻まれています。
寛永十七年（１６４０）に建立された塔
が破損したためか、慶応元年（１８６５）
の９月に再度建立されたものです。
　又、庚申塔の左横に高さ５９㌢の角柱
石が建立されており、「奉寄進・傳明・明
治三年十一月吉日」と刻まれています。
阿弥陀堂に奉納されたものか、近くに鎮
座している池王大明神に奉納されたもの
か判然としていません。

34．荒平神社
　

　木揚集落の南西の、小纚川の崖に北向
きに鎮座しています。社殿は切妻造、瓦葺、
妻入、間口３間、奥行３．５間、向拝１間
です。奥１．５間を一段高くして神殿とし
ています。祭神、沿革、創立年代は不祥
ですが、文化７年（１８１０）に鎮座さ
れたという説もあります。鳥居はセメン
ト造りの昭和１４年建立で荒平神社の額
は旧鳥居のものを使用しています。高さ
は２５０㌢あります。鳥居の脇には石造
地蔵菩薩立像が安置されており、舟形光
背の浮き彫りで像高は３７㌢です。同じ
く昭和１４年建立のセメント造りの灯篭
（２基）があります。
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35．黒辺田野の金剛塔

　西側道路端の一段高くなった所に建立さ
れています。
　川原石を積んで基礎とし、自然石を用い、
高さは１５４㌢、元禄１６年（１７０３）
銘「金剛宝見塔・元禄十六癸未年・二月彼
岸日」と刻まれており、下部に「内山半平・
九八・落合喜助・□右衛門・中山氏栄心・
大□房・傳八・蔵六・助六・太七・傳右衛門・

佐吉・忠介・元吉・□介・七六・権七・貞女・又七・八庄六・□左衛門」と２１名の名
前が刻まれています。

36．黒辺田野の地蔵堂

　お堂は切妻造、トタン板葺、妻入、間
口２７０㌢、奥行３６０㌢です。屋根改
築の板書きがあり、「屋根改築上棟・昭和
４７年８月２日」と墨書があります。仏
像は像高６０㌢の石造地蔵菩薩坐像です。
台石に「宝暦四（１７５４）甲戌八月吉
祥日」と刻まれています。

37．黒辺田野の出雲守塔
　

　３６．へ向かう途中の南側、畑の中の
椿の根元に建立されています。
　笠塔婆で宮殿風の笠付の塔で、総高
１５３㌢、塔身高８２㌢、天文１５年
（１５４６）銘です。前面に宝珠、仏像２
対が刻まれていますが、線刻のため摩滅
し尊名は確認できません。右側面に「右
願主　皆越出雲守貞則　敬白」、左側面に
「旹　天文拾五季丙午十月廿四日」と刻ま
れています。
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39．井手の口の地蔵尊

　６２．と並んでいます。像高７２㌢の
石造地蔵菩薩半跏像で台石の上に座して
います。台石の前面に「原口清助・吉田
儀平・尾方善八・岡三四・� 」とあり、
続いて「願以此功徳・一切・・・・・」
等と刻まれていますが、摩滅しており詳
細は不明です。裏面に「田町・石工・忠七」
と刻まれています。

40．あまどんの墓と庚申塔

　尼の墓は、“あまどんの墓”と云われ、宝篋
印塔の笠石と思われる石、層塔の塔身と思わ
れる四仏を浮き彫りした石など、七段に積ん
だ塔の他に三基の塔が同じ場所にあります。
　庚申塔は尼の墓前に東向きに建立されて
います。自然石を用い、高さ１１６㌢、寛永
２１年（１６４４）銘で「上部に梵字（ア・
バン・ウン）を刻み、「奉庚申供養・寛永廿

一年十月□日」とあり、下部に「千介・金□介・又市・助之亟・濱田監物・□・・・早
田吉右衛門・□右衛門・弥□・落□三之□」他に名前があるようですが、判読できません。
　以前は、付近に“尼が土手”と云われる居館跡の土手がありましたが、現在は消滅し
ています。

38．大鶴の阿弥陀堂

　永野村より移築されたもので、石造物
も一緒に移転されたと伝わっています。
お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口・奥行
３２６㌢です。仏像は総高９０㌢、像高
６５㌢の木造阿弥陀如来立像です。また、
総高３４㌢、像高３０㌢の木造毘沙門天
立像、総高４９㌢像高２７㌢の木造観音
菩薩坐像とその他にも６躰の仏像が祀ら
れています。正徳２年（１７１２）の再
興棟札があり、その意趣文に「長野村西
福祥寺本尊再興記」「一武領長野村西福寺」
と書かれています。
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43．大王三条の庚申石塔

　町内で一番高い庚申塔で東向きに建立
されています。自然石を用い、高さは
３０４㌢、明歴２年（１６５６）銘「庚
申石塔・明暦□申年・２月彼岸・奉・・・
□三十六人也」と刻まれています。その
他にも刻銘が有りますが、打ち砕かれて
いて判読できません。石碑を石でたたい
て、その粉を薬に混ぜて飲むと効くとい
う“カッチン信仰”によるものと思われ
ます。

41．中福良の観音堂

　４０．の南、２１．への入口の角に建立
されています。お堂は切妻造、瓦葺、平入、
正面１８５㌢、奥行２６１㌢です。仏像は
高さ４７㌢の木造如意輪観音菩薩像で、台
座の裏に「文政三年（１８２０）八月廿八
日・江口弥市作・島津本立・明治廿四巳（卯
の誤）修理彩色・昭和三十一年五月廿一日
庚子」と墨書銘がありましたが、平成６年
７月、盗難に遭い、墨書銘の記された台座
のみが残っています。

42．石走唐渡神社跡

　『麻郡神社記』によると石走唐渡神社が、
西八幡（現中福良集落）にあり、「石の神像、
石造物の残欠の跡あり、他は不詳」とあ
ります。山伏姿の石造坐像で、像高５０㌢、
４７㌢、３９㌢の３躰、瓦、垂木を刻ん
だ笠石の破片が数個残り、１つに「文化
十 ( １８１３) 癸酉四月吉日」と刻まれて
います。昔は社殿があり、“乳の神様”と
呼ばれ参詣者も多かったということです。
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46．くま川鉄道第一高柱川橋梁
　国登録文化財　平成２６年１２月１９日　

　球磨川の支流小纚川に架かる橋梁
で、旧鉄道省湯前線開業時の大正１３年
（１９２４）に建造されました。４連のデッ
ク・ガーダー構造の桁で構成され、橋台
面間長４０．２㍍の橋梁です。極めて合理
的に作られた、近代鉄道橋梁設計の典型
的なものです。

47．くま川鉄道第二高柱川橋梁
　国登録文化財　平成２６年１２月１９日

　球磨川の支流小纚川に架かる橋梁
で、旧鉄道省湯前線開業時の大正１３年
（１９２４）に建造されました。６連のデッ
ク・ガーダー構造の桁で構成され、橋台
面間長６０．９６㍍の橋梁で、くま川鉄道
橋梁中３番目の長さがあります。極めて
合理的に作られた、近代鉄道橋梁設計の
典型的なものです。

44．一丸の庚申塔
　

　鳩胸川左岸、新一丸橋の西側、旧道沿
いに、東向きに２８．３０．と並んで建
立されています。自然石を用い、高さ
２２８㌢、元禄１６年（１７０３）銘「庚
申塔・元禄十六天・八月彼岸・□全」と
刻まれています。

45．京の峰の庚申塔

　個人宅入口に東南向きに建立されてい
ます。自然石を用い、高さ２０７㌢、宝
永３年（１７０６）銘で、わずかに文字
に朱が残っています。「庚申塔・宝永三丙
戌天・八月廿□日・當村結衆六十三人」
とあり、横に「文政十一天七月二十八日」
とあることから、この時再興された庚申
塔と考えられます。
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48．久保宇野の庚申塔

　東向きに建立されています。自然石
を用い、高さ１３８㌢、享保１３年
（１７２８）銘「庚申塔・享保十三年戊申・
八月彼岸・講中十二人」と刻まれています。

50．黒辺田野の庚申塔

　自然石で、塔は中央から折れており刻
銘・紀年銘等は不明です。銘文は「享元
甲子年・塔・二月彼岸」のみ確認できます。
『西村誌』には貞享元年（１７４４）と記
録されています。

49．木揚の庚申塔　

　用水路の脇に南向きに建立されていま
す。自然石を用い、高さ１７２㌢、宝永
５年（１７０８）銘「庚申塔・宝永五戊子・
二月吉祥日・當村貴賎・二十二人」と刻
まれています。

51．黒辺田野の庚申塔

　西向きに建立されています。自然石を
用い、高さ１２９㌢、正徳３年（１７１３）�
銘「庚申塔・正徳三癸巳・二月到彼岸・
黒部田朴木野村・講衆三拾壱人也」と刻
まれています。
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54．大鶴の逆修碑

　碑高４１㌢、永正１２年（１５１５）
銘の山伏の逆修碑です。上部の○の中に
「開」、下に「逆修永正十二乙亥天・沈□
山伏」、左側面に「基」、裏側に「當」、右
側面に「庵」と刻まれています。

55．大鶴の庚申塔

　自然石を用い、高さは１１４㌢、元文
５年（１７４０）銘「庚申塔・元文五庚
申八月二十四日・高柱　村□」と刻まれ
ています。

52．鍋山の庚申塔　

　鍋山墓地の道路十字路の角に西向きに
建立されています。自然石を用い、高さ
１４９㌢、寶永三年（１７０６）銘「庚
申塔・寶永三年丙戌之秋・八月到彼岸吉辰」
と刻まれています。

53．永野の庚申塔

　かつては、永野集落から上大鶴への道
路であったろうと思われる山の中に、北向
きに建立されています。高さ１１０㌢、享
保５年（１７２０）銘「庚申塔・享保五庚
子天・二月當彼岸・講員衆十六人」と刻ま
れています。この碑から、２～３㍍の場所
に五輪塔と古墓が１０基程建っています。
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56．大鶴の庚申塔
　

　３８．の道向かい（南側）に建立され
ています。自然石を用い、高さ９５㌢、
宝永４年（１７０７）銘「庚申塔・宝永
四丁亥年・十月吉祥日」と刻まれています。

57．大鶴の石灯篭

　高さは９３㌢、安永９年（１７８０）
銘「奉寄進・安永九庚子天・八月吉日・
永ノ村・・・平蔵・□池半六・丸尾次□」
と刻まれています。火袋は紛失していま
す。

58．大鶴の阿弥陀堂
　

　調査時の記録により堂名が様々です。
八幡神社の西、道路脇三叉路に祀られて
いますが、仏像はありません。ブロック
造のお堂で、間口１８０㌢、奥行１８０
㌢です。

59．井手の口の庚申塔

　三叉路に西向きに建立されています。
自然石を用い、高さは１７８㌢、明和２
年（１７６５）銘「庚申塔・明和二乙酉
年八月吉祥日」と刻まれています。平成
１７年の台風により、破損し３つに折れ
上部２個は接続し下部は後ろに立てかけ
てあります。
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63．井手の口の地蔵尊

　南向きに安座している露座の地蔵尊で
す。像高４８㌢、明和２年（１７６５）銘で、
高さ５６㌢の台石の上に祀られた石造地
蔵菩薩立像です。「明和二乙酉年・十月廿
四日・施主早田彦七・山口儀右衛門」と
刻まれています。

62．井手の口の庚申塔

　３９．と並んで南を向いて建立されて
います。自然石を用い、高さは１５８㌢、
元禄１６年（１７０３）銘「庚申塔・元
禄十六年癸未二月吉日・施衆當村・男女
百十二人」と刻まれています。

61．井手の口の庚申塔

　この庚申塔は、現在地の南、国道の南
側の農地構造改善に伴い移設されました。
西向きに建立されています。自然石を用
い、高さは１１０㌢、享保８年（１７２３）
銘「庚申塔・享保八癸八月彼岸・當村結衆・
六拾壱人」と刻まれています。

60．井手の口の庚申塔

　西向きに建立されています。自然石
を用い、高さは１５５㌢、正徳４年
（１７１４）銘「庚申塔・正徳四甲午年
九月吉祥日・當村善男善女等・結衆・
四十五人」と刻まれています。
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64．井手の口の石灯篭

　高さ１４５㌢、明和元年（１７６４）
銘「奉寄進・明和元甲申年十二月吉日・
西村御馬□・平左衛門」と刻まれています。

66．下須の地蔵堂

　道路際に西向きに建立されています。
お堂は切妻造、瓦葺、妻入、間口２７７㌢、
奥行３６５㌢です。奥の壁を間口１０４
㌢、奥行８５㌢張り出し仏殿とし、高さ
７７㌢の石造地蔵菩薩半跏像をお祀りし
ています。
　お堂の右前に、自然石を用い火袋まで一
石で造られた珍しい灯篭が立っています。

65．下須の庚申塔と地蔵尊

　道路南側、以前の湧水地に、西向きに
並んで建立されています。庚申塔は自然
石を用い、高さは１３２㌢、宝永５年
（１７０８）銘で「庚申塔・宝永五戊子天
閏正月廿八日・講之結衆二十人」と刻ま
れています。地蔵尊は像高５０㌢、定印
を結んだ石造地蔵菩薩坐像です。銘文な
ど刻銘はありません。

67．くま川鉄道内門橋梁
　国登録文化財　平成２６年１２月１９日　

　旧鉄道省湯前線開業時の大正１３年
（１９２４）に建造されました。I ビーム
単体の構造で、橋台面長２．８２㍍のくま
川鉄道橋梁における同形式の中では中規
模のものです。極めて合理的に作られた、
近代鉄道橋梁設計の典型的なものです。
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70．中福良の地蔵尊

　集落から田に降りる途中の湧水地に祀
られています。スレート葺の鉄骨立ての
建物の中に、高さ６１㌢の石造地蔵菩薩
坐像が祀られています。地蔵尊の台石の
裏側に「文化二（１８０５）・乙丑年八月
十四日・井上村・中」と刻まれています。

71．内門の安心の萬人講碑

　内門のバス停近くの個人宅内に南向き
に建立されています。自然石を用い、高
さ１６０㌢、元禄２年（１６８９）銘で「元
禄二年・南無萬人講結衆養・観音大菩薩・
往歳・安心・七十・三月吉日」と刻まれ
ています。

68．中福良の庚申塔

　道路三叉路北側に西向きに建立され
ています。自然石を用い、笠付で高さ
１８０㌢、寶永８年（１７１１）銘「庚
申塔・寶永八辛卯天二月吉祥日・當村結衆・
二十五人」と刻まれています。

69. 中福良の地蔵碑

　６８．の道向かいに、西向きに建立
されています。自然石を用い、高さは
１５６㌢、延宝９年（１６８１）銘「（地
蔵菩薩を陽刻）・延宝九辛酉天・三月吉祥
日」と刻まれています。
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　相良三十三観音、第３１番の札所です。土屋城の下に東向きに建立されています。
　お堂は入母屋造、瓦葺、平入、間口・奥行４１７㌢、向拝１間です。本尊は木
造聖観音菩薩坐像で、鎌倉時代後期の作と云われていました。また本尊と共に安
置されていた、木造地蔵菩薩立像は平安時代末期の作と云われていましたが、平
成１６年に盗難に遭い、現在不在です。現在の仏像は、以前の聖観音菩薩坐像を
模して作られた像が祀られています。
　文安５年（１４４８）に人吉城の乗っ取り事件が勃発し、１０代相良堯頼は現
在の伊佐市菱刈に避難しました。この時、伴をしたのが永国寺の大蟲和尚でしたが、
堯頼が急死したため大蟲和尚は人吉に帰り、一武樅木園に草庵を結びます。その
後土屋小槙山の麓に一乗寺を建立します。この一乗寺は明治維新頃まで続きまし
たが、維新後廃寺となり現在は観音堂だけが残っており、これが土屋観音堂です。
（『求麻外史、九州相良の寺院資料』）
　境内には８８．１３２. の他、五輪塔、古墓等数１０基が現存しています。中に、
　１３代もしくは２０代相良長毎の五輪の供養塔があったと云われますが、現在
所在は不明です。

72．土屋の観音堂　町指定文化財　平成８年６月３日　日本遺産構成文化財
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73．小川の阿弥陀堂

　国道２１９号線の畜協前より、一武駅への道を少し行った西側の高くなった所
の裏側に、南向きに建立されています。お堂は切妻造、瓦葺、妻入、間口２２４㌢、
奥行２８１㌢です。仏像は彩色された、総高６５㌢、像高４１㌢の木造阿弥陀如
来坐像です。右手は補修されており、左目に傷があります。
　境内に古墓（板碑）が５基ほど建立されており、内１基に「栄岳宗繁信士／寛
文７丁未年（１６６７）７月２日」と刻まれています。なお他の４基の銘は風化
のため判読できません。また、境内に五輪塔が１０数基ありますが、いずれも古く、
内４基に寛正４年（１４６３）、文明５年（１４７３）、文明１４年（１４８２）、
文亀３年（１５０３）などの年号が刻まれています。
　その昔“広大寺”が在ったところと云われ、宝徳３年（１４５１）１１代相良
長続が薩摩牛屎院（現伊佐市）に出陣している留守に、人吉赤池の地頭斎木但馬
守は逆心を抱き赤池城に拠ったが、長続の軍に急襲され一武覚井（小川）の“広
大寺”に逃れ、この寺で自刃したとあります。（『九州相良の寺院資料』）この阿弥
陀堂と覚井の薬師堂は“広大寺”に関係しているのではないかと思われます。
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74．丸目蔵人佐の墓　町指定文化財　平成元年２月１０日　

　切原野の閑静な森の中に南向きに建立されています。墓碑の五輪塔は、総高
１３９㌢、塔高１２３㌢「雲山春龍居士／寛永六（１６２９）天己巳二月七日」
と刻まれています。切妻造、瓦葺、妻入、間口・奥行１６４㌢の覆屋が架けられ
ています。
　墓前には、灯篭２基が奉納されており、右前の灯篭は総高１８９㌢、竿高８４
㌢、「奉寄進／宝永四（１７０７）丁亥年二月七日・施主當村中」と刻まれていま
す。左前の灯篭は総高１５７㌢、竿高７４㌢、「奉寄進／尊前／寛政六（１７９４）
甲寅年・三月良辰・藤原光豊再拝」と刻まれています。
　蔵人佐は、天文９年（１５４０）八代郡に生まれ、少年時代からたくましく育
ち１６歳にして初陣し戦果をあげました。１７歳の時、天草本渡城主天草伊豆守
の下で２年余にわたり兵法の修業をしています。その後京都の新陰流の達人上泉
伊勢守信綱に師事し、伊勢守門下の四天王の一人として新陰流の免許状を授けら
れました。後に新陰流崩しの“タイ捨流”を考案しました。藩へ帰った後は２０
代相良長毎へ仕え、相良藩の武道発展のため尽力しました。晩年は徹斎と号し一
武切原野に地を賜り苦労しながら開墾し、寛永６年（１６２９）５月７日、９０
歳で没しました。田畑を潤すために造った水路も現存しています。
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75．桑原家住宅　国指定文化財　昭和４８年２月２３日　

　熊本県南部特に人吉球磨地方に多く見られた鉤屋（かぎや）型の民家で、建築
年代は江戸時代後期（１８１５年頃）と云われています。母屋は“ざしき”、“あ
らけ”、“なかのま”の３部屋が一列に並ぶ棟と、これに鉤型につながる“だいど
ころ”、“とうじ（土間）”の２部屋がある棟から構成されています。客間である“ざ
しき”は前面に玄関を構え、床の間をもつ整ったもので、居間の“あらけ”の前
にも玄関が設けられており、接客用に格式を整えた武家屋敷らしい趣がみられま
す。“だいどころ”には囲炉裏が切られ、家族の食事部屋として用いられました。
　建物の周囲には、後世の増築部分があるものの主体部は当初の部材（主に杉・
ヒノキ）をよく残している貴重な文化財です。母屋は桁行６間半、梁間２．７５間、
“だいどころ”、“とうじ”の棟は桁行６間、梁間２．５間あります。相良藩においては、
武士の家造りは梁間３間以上の使用を禁じられており、その範囲に収める工夫が
みられます。
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76．円鏡庵跡　町指定文化財　昭和４１年９月１６日

　薬師堂は平成２年６月３日に改築され、切妻造、瓦葺、妻入、間口・奥行３６３㌢、
向拝１間、西向きです。仏像は総高１２０㌢、像高６６㌢の木造薬師如来立像、
脇侍に高さ３４㌢の日光菩薩立像、高さ３７．５㌢の月光菩薩立像が祀られていま
す。また像高各２４㌢ほどの十二神将立像は台座の底に「大願主藤原実冬／明応
七年（１４９８）十月十八日」とあります。その他にも総高６０㌢、像高３７㌢
の木造不動明王立像、総高３０㌢の木造弘法大師坐像、総高４８㌢の合掌印を結
んだ石造地蔵菩薩立像、他に尊像２躰が祀られています。仏像以外には、「奉掛鰐
口壱個犬童三郎左衛門藤原重行・延宝五年（１６７７）丁巳五月初八日諸願成就
二世隠所也」と刻まれた鰐口、梵字（ア）を浮彫りした径３７㌢の円額鏡があり
ます。なお、境内には１１３.や１３８.といった多くの墓碑等が建立されています。
　慶応３年（１８６７）廃寺となった円鏡庵で、開祖は安心和尚です。安心は山
江村山田の生まれと云われ、元禄元年（１６８８）頃、円鏡庵に１年足らず居住
し郡内各地を巡錫し仏教の教義を説き、郡内各地に２０基あまりの供養碑を建立
しています。安心は正保年中（１６４４～４８）伊勢の文性上人に随って真言律
法を学びます。万治三年（１６６０）藍田村に転生院を建立し、延宝年中（１６７３
～８０）転生院境内に２１代相良頼寛の供養のため仏堂を建立すると共に、延宝
３年（１６７５）から“３年隔夜”の参詣を始め百日毎に供養碑を建立しています。
転生院は真言宗に始まり臨済宗を経て真言宗となり、一時期来迎院と改称した後
再度転生院となっているようです。安心は一向宗（かくれ念仏）の布教をしてい
たとされますが、これを肯定できる石碑が、人吉市浪床町の東林寺の南の墓地か
ら先年発見され、「見性院脱骨跡・釈・安心合掌」と刻まれています。
　例祭日は２月１日と秋彼岸の入りの日です。
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77．八大龍王神社

　中原集落の南方の田園の中に、広い社地を持つ、間口・奥行１間程の社殿が建っ
ています。地元では“大王社”と呼ばれていた“八大龍王神社”です。昔の神社
は立派な神殿を持つ大きな神社でしたが、昭和３０年頃火災に遭い、納めてあっ
た多くの資料と共に消失してしまいました。翌年に小さな“社”を作り焼け残っ
た神像をお祀りしていましたが、その後台風被害に遭い昭和５９年現在の社殿に
建て直されました。“龍”を祭神とする神社は極めて珍しく『麻郡神社私考』によ
ると青井神社本殿東脇にあった“龍王神社”と、人吉市田代龍山にある“龍大明神”
の２社が記録されており中原地区の神社の記録はありません。
　例祭は、毎年１２月初めに行われ、現在は中原地区の６軒の家々が受け継いで
います。祭日の前日には、男衆だけによる赤飯炊き出し、翌日の本祭で６軒分の
御幣、しめ縄と共にお祓いを受け、女衆が料理した煮しめなどと一緒に直会に出
され、それぞれの家に分配されるという珍しいお祭りの風習が伝承されています。
もち米は、神社所有の田で作られたもので、座主が作る習わしです。
　この神社は、“水の神様”、“水田耕作”の神様としてお祀りし、翌年の五穀豊穣、
無病息災を祈願するものです。
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78．一武八幡宮

　くま川鉄道一武駅の東南、内村集落にあります。本殿は三間社流造、銅板葺です。
拝殿は、入母屋造、瓦葺、平入、西向きです。神供所は雅楽殿共用になっています。
祭神は応神天皇、神功皇后、玉依姫命がお祀りされています。創立は年紀不明で
すが、地頭小田氏某が当村小川に勧請鎮座し、嘉吉４年（１４４４）清原氏某が
今の地に遷座せしめました。天文２４年（１５５５）、慶長７年（１６０２）、正
保４年（１６４７）に各々修造され、昭和５年１月１４日御大典記念として大改
築し、近年、本殿屋根を銅板葺に葺き替えられました。
　境内左側には祇園社があり、ブロック基礎の上に、入母屋造、トタン葺、平入
の小祠に、木造牛頭天王立像２躰と木造馬頭観音坐像が祀られています。牛頭天
王立像２躰は、内村、福島の境の道上の祇園社より、福島集落にあった年神社の
ご神体である銅鏡も安置されていましたが、現在銅鏡は存在していません。
　祇園社の奥に墓碑群があり、その中に宝永４年（１７０７）銘「当院開基大法
師敬信」と刻む墓碑と、享保４年（１７１９）銘「権大僧都法印源秀」供養板碑
があります。一武の八旗に成就院があったとの記録があり、一武八幡近くに成就
院が存在したと思われます。北方の福島からの参碑があり「当院二代法師覚山」
の刻銘があります。源秀は深田の勝福寺、覚山は水上の生善院、敬信は人吉の成
身院に住職名があります。
　例祭日は、１１月２０日で戦前は大祭の日には相撲、神楽、弓道等が行われ賑
わいを見せていました。
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　旧国道の原田川バス停より、東方集
落の道を５００㍍程行くと道の右脇に
建立されています。社殿は切妻造、桟
瓦葺、間口・奥行１５０㌢で昭和５２
年６月５日上棟とあります。祭神は不
詳ですが、霧島神社系統とも云われて
います。懸仏の打ち出し仏と思われる
如来形一体と菩薩形一体、他に天部像
と思われる２躰が祀られています。

　創立は不詳で、元一武八幡宮に合祀してあったものを分離して祀られています。
　傍らには、寛永１６年（１６３９）銘の一武地区では最古の、六地蔵を彫った８１．
も建立されています。
　例祭日は、以前は旧暦の１１月初午の日でしたが、現在は集落の人々が清掃、花を供
えてお参りされています。

　

　７９．より更に北に進むと畑の端に
鎮座しています。雨宮神社及び祇園社
を合祀して祀られており、一武八幡宮
の飛び地境内社です。社殿の中に、板
葺、平入の宮殿が２棟並び、右が雨宮社、
左が祇園社として祀られています。
　雨宮神社の祭神は、天之水分神（あ
めのみくまりのかみ）で、像高２９㌢
の木造男神像、２３㌢、２２㌢の木造

女神像２躰、木造地蔵菩薩像が祀られています。創立は不詳ですが、灌漑を掌る神で雨
の神として雨乞いの行事があります。平成５年の台風１３号で社殿東側の樫の大木が倒
れ社殿を壊したため、平成６年４月１０日に新築落成されました。例祭日は旧暦１１月
初丑の日、毎年東方集落、浜川集落の交替で行われ、祭日は男衆が赤飯など手料理でお
客を接待する行事が残っています。
　祇園社の祭神は、牛頭天王で、像高３０㌢、黒塗りの木造牛頭天王坐像が祀られてい
ます。

79．一宮権現

80．雨宮神社
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　７９．の社前に建立されている六地
蔵笠塔婆です。
　寛永１６年（１６３９）銘で、総高
１５７㌢、塔身高１００㌢、幅３４㌢
あり、「奉造立庚申待供養石佛立作／千
時寛永十六己卯三月初五日／為現世安
楽後生善世之也／敬白」、その下段に「一
武。深水□□良・窪田□市・深水助四
良・愛甲八介・中嶽忠兵衛・窪田千介・

丸尾喜之助・川邊弥太六・窪田善四良・緒方良太良・窪田彦兵衛・右田新七」と１２名
の人名が刻まれています。
　※側面と後面の３面に、各２躰ずつ地蔵尊が彫られています。
　刻銘の中に「一武」とあるのは珍しく、一武地区では最も古い庚申塔で、今から約
３７２年前の３代徳川家光の時代に建立されています。

　８０．へ行く途中の左側に南東向
きに建立されています。元は、切妻
造、瓦葺、平入、間口５４８㌢、奥行
２８９㌢のお堂でした。平成５年の台
風により被害を受け、倒壊寸前の状態
でしたが、平成１０年に現在のお堂を
新築落成、仏像も同時に遷座されまし
た。お堂は一間社流造風、瓦葺、平入、
間口１４０．５㌢、奥行１２０㌢、向拝

１間です。仏像は彩色された総高４５㌢、像高３２㌢の木造観音菩薩坐像と、総高２６㌢、
像高２２㌢の木造如来形立像が祀られています。
　隣接するブロック塀造りの屋根付きの祠の中に、１２９．と地蔵尊が並んで建立され
ています。

81．東方の庚申塔（六地蔵の石塔）

82．東方の観音堂
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83．浜川の地蔵堂

　１０５．から５０メートルほど道な
りに北へ辿ると道端に、建立されてい
ます。お堂は切妻造、瓦葺、妻入、間
口６５㌢、奥行６０㌢です。仏像は総
高４９㌢、像高１０㌢の石造の地蔵菩
薩坐像です。また、この地蔵像と一緒
に、洪水の時流れ着いたと伝えられる
尊名不詳の木造が１躰祀られています。
浜川集落は、堤防が完成するまでは球

磨川の洪水で氾濫し、お堂など幾度か冠水や流失に遭っている場所です。
　お堂の左側には、総高は１２６㌢、幅は３４㌢の濱川橋改修碑が建てられており「濱
川橋改修碑」、「大正十一年十二月健（建）設／石工角田鶴吉／吉村喜平（他１６名の名
が刻まれています）」と刻まれています。濱川橋は“もぐり”橋です。

84．平岩の庚申塔群　

　８５．の東、道端に２基の庚申塔
と五輪塔が西向きに建立されていま
す。１基は、高さ２５４㌢、正保５年
（１６４８）銘「正保五年戊子二月中旬」
と刻んであり、正面に「庚申石像（地
蔵菩薩を陽刻してあります）」左面に「緒
方源右衛門・内山田小右衛門・緒方次
郎衛門・行介・井口傳兵衛・緒方平右
衛門・与市兵衛・金藤兵衛・藤井助兵衛・

緒方二右衛門・十郎左衛門・出雲・萩原久兵衛・□五郎七・権右衛門・丞吉助・小田冶
部右衛門・北崎六右衛門・与助・喜右衛門」と２０名の名前が刻されています。もう１基は、
高さ１５９㌢、宝永２年（１７０５）銘で正面に「梵字（ウーン）庚申塔」、左面に「宝
永二乙酉天／正月吉祥日／施主平岩村中」と刻まれています。
集落の人たちが全員で建立した庚申塔です。
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85．平岩の毘沙門堂

　上平岩集落への東側からの入口に、
西向きに建立されています。お堂は入
母屋造、瓦葺、平入、間口１７０㌢、
奥行１９５㌢です。仏像は総高９５㌢、
像高７０㌢の木造毘沙門天立像、総高
３０㌢、像高１７㌢の頭部を欠損して
いる石造地蔵菩薩坐像です。昭和２９
年１２月３日のお堂改築の棟札に「欽
奉棟上毘沙門天堂宇、昭和二十九年

十二月三日　昭和二十年敗戦に道義心頽廃（たいはい）し為に堂宇の荒廃甚だしく部落
民十九戸相寄り改修の議を建てる、祖先を崇拝し子々孫々に至るまで親睦を保ち人の世
の悠久を思慕するお祈念し茲に本堂宇を改築する。一武村上平岩」と墨書されています。
　境内には、８４．道向かいには１２５．右側に１２６．も建立されています。
　例祭日は旧暦の６月３日です。

86．平岩の観音堂

　球磨川の堤防（左岸）の下に南向
きに建立されています。お堂は切妻
造、瓦葺、平入、間口１９１㌢、奥
行３５３㌢、壁は下見板張りで、昭和
６２年１１月２４日棟上げの棟札があ
ります。仏像は彩色された、総高６２㌢、
像高４６㌢の聖観音菩薩立像です。水
田の基盤整備の時、水田の中に在った
ものを現在地に移設したということで

す。対岸の木上十日市の水田の中に１９７．が建立されていることから、昔はこの辺が“渡
し場”のあった所ではないかと推測されます。
　例祭日は旧暦の６月１８日です。
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87．報恩寺

　宗　派：浄土真宗本願寺派
　山　号：清水山
　本　尊：阿弥陀如来立像

　初めは明治１３年一武村に設立され
た説教所でしたが、信徒の増加により
明治２６年に分離して一つは西迎寺の
前身となり、一つは報恩寺となりまし
た。明治３０年、泉州寺門村（現在：
大阪府和泉市）にあった報恩寺の寺号

移転認可を得て公称するに至っています。その後１０数年住職なく、他寺の兼務となっ
ていましたが、大正９年９月から稲垣氏が正住職となりました。
　境内には、五輪塔３基、無縫塔２基、板碑１基が所在しており、五輪塔の一つには、
永禄３年（１５６０）銘「千時永禄三天（庚）申九月廿二」と刻まれています。

88．一字一石塔

　７２．の境内、石段を上がった左側
に西向きに建立されています。享保
１７年（１７３２）銘「大乗妙典一字
一石塔／享保十七壬子二月十六日／願
以此功徳／普及一切／我等興衆生／皆
共成仏道／智玄書之」と刻まれていま
す。
　“一字一石”とは、河原石に経文の一
字が書かれた埋納経の一種で、複数の

文字が書き写されるものもあります。普通は墨で書きますが、朱で書かれたものもあり
ます。鎌倉時代末期以降に見られ、礫石経とも云われています。埋納も様々で、直接土
坑内に納めたものや、甕に入れて埋めたもの、土坑内の石室に納めたものなどがありま
す。埋納された場所には碑や塔などが建てられます。（『日本考古学用語辞典』）
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89．一團塔

　覚井の民家の石垣に埋もれてお
り、東向きに建立されています。高さ
２００㌢、宝永３年（１７０６）銘「一
團塔／宝永三丙戌歳／三月吉祥日／當
村結衆／九十二人」と刻まれています。
元は少し北の方に在ったものを現在地
に移設したということで、移設の際、
塔の下より“お経”の巻物が出土した
ということですが、“お経”も再埋納さ
れているのかは判明していません。

　一團塔は、人吉・球磨地方にはこの１塔のみです。沖縄、鹿児島、宮崎地方に見られ
る“石敢當（イシガントウ又はセキガントウ）”が、“イシガントウ”と伝わり、“一團
塔”と転化した可能性や庚申塔の一種とも考えられます。なお“お経”が埋納されてい
たことから“かくれ念仏”に関係した石塔ではないかとも推察されます。いずれにせよ、
９２人という大勢の人々の祈りが込められた石塔であることには変わりありません。

90．覚井の薬師堂　木造薬師三尊像、木造十二神将立像：町指定文化財　平成２８年３月１日

　国道２１９号線消防署東分署前の十
字路を覚井集落への道路下に南向きに
建立されています。お堂は切妻造、瓦
葺、妻入、間口３６２㌢、奥行３５５㌢、
向拝１間です。仏像は彩色された、総
高６８㌢、像高４５㌢の木造薬師如来
坐像です。像の脇の部分に「大願主聡
芳／知蔵禅師／檀那藤原朝臣兼秀／仏
師慶薫／天文元年（１５３２）壬辰季

十月十二日開眼敬白」の墨書があります。脇侍は、木造日光・月光菩薩像立像で２躰あり、
右の像は総高５５㌢、像高４３㌢、左の像は総高５３㌢、像高４１㌢で共に彩色像です。
また、像高が平均高約３０㌢の木造十二神将立像９躰が残存しています。
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91．元忠ケ原の地蔵堂

　消防署東分署の交差点から南へ、約
１００㍍行った右側に東向きに建立さ
れています。お堂は切妻造、瓦葺、平
入、間口３００㌢、奥行４００㌢、向
拝１間です。３躰の仏像が祀られてお
り、中央に、総高５５㌢の石造地蔵菩
薩坐像、右側に総高６５㌢、像高１９
㌢あり舟形光背をつけ合掌印を結び、
「昭和六十年吉日／寄贈者／前原昭吾・

香月俊充」と刻まれた石造地蔵菩薩立像、左側に頭部が欠損した総高６４㌢、像高４１㌢、
台石の右面に「参州蔵人」とあり、正面に「蔵法十一世妙安翁大和尚／叢禅義林信士／
文化十一龍舎（１８１４）甲戌」左側に「説眼貞法信女／秋八月初九日」と刻まれた石
像地蔵菩薩坐像が祀られています。また、頭部が欠損した石造大師像も祀られています。

92．西迎寺　

　宗派：浄土真宗本願寺派　　山号：清尾山　　本尊：阿弥陀如来立像

　元八代郡和鹿島村（現在：氷川
町）にあったものを、明治３０年４月
１５日県庁の許可を得て現在地に移
転されました。天正年中（１５７３～
１５９１）大友宗麟の家臣佐伯勘解が
肥後国八代郡種山村（八代市東陽町）
で剃髪して了道と号して光林寺を建て
ました。了道の三男の正岸は、この光
林寺の境内に別堂を建立し、西迎庵と

代々承継してきましたが、明治１０年の西南の役の戦火で焼けた為、同郡の和鹿村に移
転し、明治１２年８月西迎寺と改称し、その後現在地に移転されたものです。
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93．下原の地蔵堂

　下原公民館の東に鎮座していま
す。お堂は切妻造、瓦葺、妻入、間口
１３５．５㌢、奥行１６２㌢、四方吹き
抜けの造りで、南向きです。昭和５８
年１０月４日改築の棟札があります。
仏像は総高１２１㌢、像高９６㌢の石
造地蔵菩薩坐像（半跏踏み割り像）です。
台石に「寛延二（１７４９）己巳年三
月十四□／五日町作右衛門作之」と刻

まれています。石造花立には前面に「昭和十二年旧正月吉日／免田村／三浦輝清・仝政清・
仝繁清」と刻まれています。
　例祭日は旧暦６月２４日です。

94．別府の観音堂

　三叉路に南向きに建立されていま
す。お堂は切妻造、瓦葺、妻入、間口
２８２㌢、奥行２２８㌢、向拝１間です。
仏像は総高６０㌢、像高４０㌢、舟形
光背の木造馬頭観音菩薩坐像、総高
６５㌢、像高４０㌢の木造地蔵菩坐像
です。いずれも彩色像です。馬頭観音は、
牛馬の息災と旅の安全を守り、牛馬の
病を治すと云うことから、牛馬にかか

わる庶民信仰の対象として祀られています。頭上に馬頭を戴く観音様で憤怒の形相をと
る異教的な変化観音像です。六観音を六道に配置するとき、畜生道に相当し、畜生道の
苦を取り除く働きをすると云われています。（『仏像の知識・仏像のすべて［主婦と生活
社］』）
　境内には１３７．も建立されています。
　例祭日は、観音祭が旧暦６月１６日、地蔵祭が旧暦６月２６日です。
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95．下り山神社

　９６．へ行く途中の北に鎮座していま
す。社殿は切妻造、瓦葺、間口５間、奥
行２間、奥壁に間口１５３．５㌢、奥行
１０７㌢を送り出して神殿としていま
す。祭神は大山祗神です。“山の神”の
御神体は７躰あり、６躰は木造の神像で、
１躰は窯道具もしくは窯壁の一部と思わ
れる灰釉のかかった陶質の物体であり、
地域の人はこれを“がらんさま”と称し

ています。年代・創立者不詳で、従来無資格社でしたが、昭和２１年２月２８日宗教法
人の届出をし、昭和２８年２月１８日宗教法人となっています。狩政集落民により永々
として守り続けられ、昭和１７年大東亜戦争（太平洋）一周年を記念して御神木の杉を
使って改築し、その後増築しています。
　例祭日は旧暦６月１６日・新暦１１月２７日です。

96．下り山須恵窯跡群 　町指定史跡　昭和４１年９月１６日　

　７５．から約１kmの山の中腹にあ
ります。昭和４１年（１９６６）の春、
山火事をきっかけに発見され、同年夏
９基が発掘されました。９基のうち３
基は山の斜面に沿って、地中にトンネ
ルを掘って作った地下式、他は天井の
部分だけ別に付ける半地下式の窯です。
奈良・平安時代に営まれ、多くの須恵
器片と、「宇土郡」と刻まれた欠片も出

土しており、当時の交易の広さを知ることができます。付近には原料の粘土、ほどよい
谷川、燃料にする薪をとる山、工人たちが住む屋敷など良い条件がそろっています。製
品を作るには、一昼夜以上かかって窯を焚き続けます。炎は山のあちこちに数メートル
も立ち上がったことに由来するものか、この付近を今でも“火口出（ほくて）”と呼ん
でいます。
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97．切原野の地蔵堂

　７４．の西側からの入口左側に、南
向きに建立されています。お堂は切妻
造、瓦葺、妻入、間口・奥行２８３
㌢、向拝１間です。仏像は総高７３
㌢、像高５６㌢の木像地蔵菩薩立像で
両手が欠損しています。台座裏に「隅
州恰羅郡溝辺住僧貫周敬修補／延宝二
（１６７４）甲寅十二月二日」と墨書が
あります。なお、仏像は近くの切原野

公民館に安置し祀られています。以前は約２０㌃の地蔵田があり、そこからの収益で祭
りの費用が賄われていましたが、今は切原野公民館脇に僅かに休耕田として残っていま
す。
　お堂の前には、総高７０㌢、寛政６年（１７９４）銘の笠石のない石灯篭の他、数基
の古墓が立っています。
例祭日は旧暦６月２３日です。

98．中原の庚申塔

　県道４３号線錦湯前線の西側２０㍍
ほどの所に９９．が建ち、お堂の境内
に２基の庚申塔が建立されています。
　１基は、高さ１３０㌢、正徳３年
（１７１３）銘「庚申塔／正徳三癸巳／
二月彼岸／當村善男女等結衆四十二人」
と刻まれています。現状で２つに折れ
ています。もう１基は、高さ１６６㌢、
元禄５年（１６９２）銘「庚申妙塔／

現世安穏後生善所／元禄五壬申二月彼岸辰」と刻まれていて、下部に「（一列目に）木
□衛門・市兵衛・庄左衛門・傳吉・徳右衛門・佐次右衛門・□衛門・三右衛門・六兵衛・（二
列目に）矢兵衛・彦右衛門・市郎衛門・市右衛門・□□・次右衛門・忠右衛門・金右衛門・
（三列目に）助右衛門・助兵衛・□左衛門・坐當・大鏡・市助・赤女・松女・乙畏・諸畏・
赤女」と女性を含めて２７名の人名が刻まれています。
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99．中原の阿弥陀堂

　県道４３号線から少し西に入った
道の脇に南向きに建立されています。
お堂は入母屋造、瓦葺、平入、間口
３７５㌢、奥行３８２㌢、向拝１間です。
仏像は総高７５㌢、像高５５㌢、舟形
光背で上品下生印を結んだ木造阿弥陀
如来坐像と、総高５５㌢、像高２０㌢
の木造薬師如来坐像、総高５５㌢、像
高２８㌢の木造観音菩薩坐像が祀られ
ています。いずれも彩色像です。

　棟札があり、「堂・阿弥陀・元茅葺なりしが、明治四十四年火災に罹全焼せしを以て
大正元年九月弐拾五日新築し同年拾月拾三日落成をあぐ」と墨書されています。
　例祭日は春祭・夏祭等が行われているそうです。境内に９８．１１９．１２０．も建立
されています。

100．横山の阿弥陀堂

　県道４３号線を西に入ると、横山集
落センターの西の角に東向きに建立さ
れています。平成６年に新築されたお
堂は、入母屋造、瓦葺、妻入、間口
２２８㌢、奥行２９４㌢、向拝１間で
す。祀られている木造阿弥陀如来立像
は、総高９５㌢、像高８６㌢、上品下
生の印を結んでいます。総高７３㌢、
像高２９㌢の木造聖観音菩薩坐像、総

高３２㌢、像高２１㌢の木造地蔵菩薩坐像は裏に「多年依破損・奉修幅地蔵菩薩・観世
安穏後生・宝永三年（１７０６）丙戌六月二十四日、自性院敬選依・千時寛永十九年
（１６４２）壬午・作者・安倍保与・施主蓑田□佐衛門・十月二十一日」銘があります。
総高２７㌢、像高１５㌢の木造釈迦如来坐像は、台座まで一木造です。総高２４㌢の祇
園神は一木造です。
　例祭日は祇園祭が旧暦６月１５日、堂祭が（観音と阿弥陀祭も一緒）旧暦６月１８日、
地蔵祭が旧暦６月２４日です。
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101．横山の禅休の供養碑

　南向きに建立されています。高さ
６７㌢、元禄５年（１６９２）銘「南
無阿弥陀佛／一千日隔夜成就／壬申天
／八月廿九日／禅休立之」と刻まれて
います。人吉市宝来町の公園内に元禄
５年壬申年の禅休の隔夜供養の碑があ
り、本碑はその時の隔夜供養碑と思わ
れます。以前、供養碑の周囲は墓地で、
昭和５３年に古墓を集め現在地に祀り

供養されているということです。なお所在地の“インノキド”とは、“院之木戸”と考
えられます。
　その他に、阿闍梨敬信の墓、地蔵菩薩坐像、古墓等が建てられています。

102．丸目受宰の墓

　国道２１９号線から１２５への道を
行った、東側の山の中に２基建立され
ています。高さ５０㌢の墓碑には「丸
目受宰／享保十六年（１７３１）辛亥・
四月初九日」と刻まれ、裏面に「宮原
戸兵衛建之」と刻まれています。高さ
４６㌢の墓碑の表面にも同様の銘文が
刻まれていますが、裏に銘文はありま
せん。

　丸目蔵人佐には３人の弟がいて、寿斎、頼蔵、吉兵衛の３人で、それぞれ５０石を給
せられていたと云われ、いずれも“タイ捨流”の使い手であったと云われています。寿
斎の子孫は一武の宮原十四郎家、頼蔵の子孫は久米の丸目定間家、吉兵衛の子孫は木上
の丸目敏家です。なお、享保１６年は、丸目蔵人佐が逝去して１００年目にあたります。
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103．平岩の庚申塔と水神塔

　８６．の東側に、２塔並んで南向きに
建立されています。庚申塔は高さ１５４
㌢、享保１０年（１７２５）銘で「庚申
塔／享保十乙巳天／講中／三月吉祥日／
中津留・濱川・五反田・府津原」と刻ま
れています。水神塔は、高さ６１㌢、延
宝４年（１６７６）銘「水神／延宝四丙
辰／四月十五□」と刻まれていますが、
以下は地中に埋まり判読できません。

104．平岩の地蔵堂
　

　下平岩集落の西端に東向きに建立され
ており、集落の守り神として信仰が厚く、
上平岩集落の８５．と共に、地域の安全
を見守っています。お堂は切妻造、瓦葺、
平入、間口・奥行２９０㌢です。仏像は
彩色された、総高５５㌢、像高２７㌢の
木造地蔵菩薩立像です。地域の人々に愛
されている証拠に何時も、お顔はきれい
に化粧されています。
　例祭日は旧暦６月２４日です。

105．浜川の薬師堂

　浜川集落の南からの道端に、東向きに
建立されています。平成１５年５月現在
のお堂を新築し安置されました。お堂は
切妻造、瓦葺、平入、間口２８２㌢、奥
行２４５㌢、向拝１間です。４躰の仏像
が安置されており、総高８４㌢、像高は
７２㌢の木造薬師如来立像、総高８４
㌢、像高７２㌢の木造毘沙門天立像、総
高８５㌢、像高１３㌢の木造天部形立像、
総高２４㌢、像高１７㌢の木造弁財天像
が祀られています。いずれも彩色像です。
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107．土屋の庚申塔

　７２．より北へ約１００㍍行くと、報
恩寺へ曲がる道角に西向きに建立されて
います。塔の約３分の２は地中に埋没し
ており、現在は「庚」の文字のみが確認
できます。埋没前の高さ１４０㌢、現在
の高さは５８㌢、宝暦６年（１７５６）
銘「庚申塔／宝暦六丙子年／十一月吉祥
日」と刻まれています。

108．中忠ケ原の地蔵堂

　地区の中央、道路に面した所に北西向
きに建立されています。お堂は切妻造、
瓦葺、平入、間口１９４㌢、奥行９０㌢、
壁は高さ７９㌢のブロック造です。仏像
は総高６０㌢、像高４３㌢の石造地蔵菩
薩坐像です。詳細は不明ですが、地域の
安全を祈願しお護りする地蔵様として、
例祭日には盛大にお祭を実施しています。
　例祭日は７月２０日頃です。

106．佐藤一斎の書　町指定文化財　平成８年６月３日　

　縦３５㌢、横８９㌢、厚さ４㌢の板
に「直養榭」と陽刻し、右に「辛亥季
春月」左に「一斎藤担」と刻まれてい
ます。幕末の相良藩家老田代政鬴の小
榭（道場・家塾）に掲げられていたも
のです。佐藤一斎は安永元年（１７２２）
岐阜県に生まれ、のちに昌平坂学問所
の教授を務めた江戸時代末期の朱子学
者、名筆家であり、当時学会の最長老
の人物です。



56

有
形
・
一
武

109．下忠ケ原の淡島社

　一武小学校の北、道向かいに鎮座し
ています。社殿は切妻造、トタン板葺、
平入、間口１３３㌢、奥行１８２㌢です。
御神体は鏡と言うことですが定かでは
ありません。宮崎県一ッ葉の淡島神社
を勧請したという説、また山伏の墓と
も言い伝えられています。昭和初期に
現在の社殿に建て替えられました。
　例祭日は新暦の１１月初巳の日。腰
から下の病に御利益があると云われて
います。

110．丸目蔵人佐遺品
　町指定文化財　昭和４１年９月１６日
　

　戦国時代から江戸時代にかけて活躍し
た剣豪である丸目蔵人佐が使用していた
道具や、書状、肖像画です。
　太刀２振り、短刀２本、鉈１丁、八角棒、
木剣、伊勢守書状、足利将軍感状、タイ
捨流関係文書（個人蔵）

111．下原の釈迦堂
※堂は現存せず

　現在、釈迦堂は無く仏像は全て、下原
公民館に安置され祀られています。仏像
は総高８１㌢、像高２１㌢、舟形光背の
木造釈迦如来坐像、彩色された総高９６
㌢、像高７９㌢の木造毘沙門天立像、彩
色された総高５７㌢、像高３１㌢、板舟
光背の木造文殊菩薩坐像、総高１４㌢の
誕生仏（金銅製）です。
　例祭日は春彼岸、花祭、地蔵祭（毘沙門・
文殊も同様）、秋彼岸です。
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113．安心の墓 

　７６. に立地する薬師堂の西に建立され
ています。高さ１１５㌢、幅２９㌢、厚
さ１９㌢です。「安心寂吽律師　元禄二
己巳（１６８９）天　九月二十九日入寂
七十歳」と刻まれています。安心は当時
禁制されていた一向宗の布教に務めたと
されます。その根拠に人吉市浪床町民家
にある「釋　安心」、東林寺墓地で確認
された「釈　安心」と刻まれた石碑があ
げられます。なお、人吉球磨には安心の
２５基、弟子の禅休の８基の石塔が確認
されています。

114．本別府の地蔵尊

　１４０．から北に行くと道の北東に建
立されています。お堂は無く露座です。
仏像は総高７６㌢、像高４０㌢、蓮台高
１２㌢の石造地蔵菩薩立像です。台石の
前面に「享保十九（１７３４）甲寅／三
界萬霊／二月十五日」と刻まれ、左側面
に「圓鏡庵無運」と刻まれています。“無
運”とは、円鏡庵に関係がある僧と思わ
れます。

112．狩政の薬師堂

　狩政公民館の横を東に行くと、突き
当り三叉路に北向きに建立されていま
す。お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口・
奥行３１５㌢です。仏像は総高５０㌢、
像高３３㌢の木造薬師如来像でしたが、
平成６年に盗難に遭い、現在は台座の
みが残されています。
　お堂前のセメント造りの祠の中に、
半跏踏み割りの石造地蔵菩薩像が安置
されており、昭和５５年８月の銘があ
ります。



58

有
形
・
一
武

115．本別府の山神社

　戸平谷入口の１１６. の道を登りつめ
た所に鎮座しています。社殿は入母屋
造、トタン葺、妻入、間口３１０㌢、奥
行４０４㌢、向拝１間です。祭神は山神
で総高２７㌢、２６㌢の木造神立像２躰、
径１２㌢の銅鏡１面が祀られています。
昭和５８年２月１３日復修工事の板書き
と、文化９年（１８１２）「奉再興山神
社／文化九壬申年／二月十六日／渋谷三
郎左衛門尉」と墨書された板書がありま
す。

116．本別府の天子塔

　農道脇戸平谷への入口に建立されてい
ます。景行天王が九州巡行の際立ち寄ら
れたと伝えられる伝説の場所とされ、高
さ２００㌢、昭和１３年銘「天子／傳曰
景行天皇／御駐輦跡」と大刻し、右横面
に「昭和十三年二月十一日奉建／発起人
桑原□□　大□□□・黒肥地忠太謹書」、
左横面には奉仕者山冨巳義他５６名の氏
名が刻まれています。

117．横山の地蔵堂

　１００．の前に向き合って、民家の石
垣の角に建立されています。お堂は切妻
造、瓦葺、妻入、間口８６㌢、奥行き
１０３㌢です。仏像は総高５１㌢、像高
２７㌢の石造地蔵菩薩半跏像、他に頭部
のない地蔵尊１躰が祀られています。こ
の地蔵尊は現在も結婚式に出張され、新
郎新婦は元の場所に戻すときに苦労され
ているようです。
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119．中原の地蔵堂

　９９．の境内、左側に東向きに建立さ
れています。お堂は切妻造、瓦葺、妻入、
間口９０㌢、奥行１１６㌢です。仏像は
総高６３㌢、像高３３㌢の石造地蔵菩薩
坐像で、台石に「文化四（１８０７）丁
卯年／南無地蔵尊／十二月吉日／當村中」
と刻まれています。旧暦６月２４日、現
在は阿弥陀堂の祭りと一緒に“夏祭”と
して行っているということです。
　なお境内には、９８．と１２０．も建
立されています。

120．中原の道標

　９９．の前に建てられています。高さ
６５㌢、幅・厚さ共に１６㌢の角柱です。
大正８年（１９１９）銘で、東面に「右
本別府ヲ通リ大畑行」、南面に「左横山ヲ
通リ大平行」、西面に「之建／萩崎喜作・
岡村土蔵・山口曽市・愛甲慶寿家」、「大
正八年一月」と刻まれています。

118．中原の庚申塔

　県道４３号線錦湯前線を挟んだ、東
側の中原集落の道端に建立されていま
す。元文４年（１７３９）銘で、高さ
は１２４㌢です。中央から折れており
補修しています。刻銘は、「庚申塔／元
文四己未天／二月當彼岸」とあり、右
横に「當村結衆善男女等四十二人」と
刻まれています。
　また、庚申塔の前に灯篭が建ってい

ます。銘文は「奉寄進／庚申御宝前／當村中／元文四己未歳二月吉祥日」とあり、庚申
塔と灯篭は同時期頃に建立されたものでしょう。
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121．中原の道標

　中原の民家前の五叉路に建っていま
す。高さ６０㌢、幅・厚さ共に１５．５
㌢の角柱です。大正８年（１９１９）
銘で、「西　一武人吉通／北　木上方面
行／東　上村方面行／南　大平通／大
正八年一月建之／萩崎喜作・岡村土蔵・
山口曽市・愛甲慶寿家」と刻まれてい
ます。元は１１８．の側に在りましたが、
農地構造改善の際に現在地に移された
と云われています。

122．内村の地蔵堂

　国道２１９号線から７８．へ行く道の
右側（東側）に、西向きに建立されてい
ます。お堂は切妻造、瓦葺、妻入、間口
１３０㌢、奥行１５０㌢です。仏像は総
高６４㌢の石造地蔵菩薩坐像、像高３１
㌢の石造薬師如来坐像の２躰が祀られ、
薬師如来像の台石に「八日／薬師如来」、
光背の右側面に「昭和二十三年五月八日」
と刻まれています。通称“いぼとり地蔵”
と呼ばれ、祈願するときは大豆を歳の数
だけお供えするそうです。
　例祭日は旧暦６月２４日前後の日曜日
です。

123．上福島の功徳聚塔

　７８．の下の道路脇に西向きに建立さ
れています。高さは２００㌢、元禄１５
年（１７０２）銘、表に「梵字（ウー
ン）」功徳聚／現世安穏／後生善處」、裏
に「元禄十五壬午天／宮原・・・赤池・・・
九月十六日　當院二代法師覚山立之　
右・・・」と刻まれていますが、風化の
ため判読できない部分もあります。
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126．平岩の安心の供養碑

　８５．の南側、道向かいに北向きに建
立されています。高さは１７０㌢、延宝
４年（１６７６）銘「仏法僧／念仏知仏
恩重／念法知法恩深／念僧知仏徳大／隔
夜当二百日接待／延宝四丙辰三月廿一日
／安心五十七」と刻まれています。

127．平岩の南無阿弥陀仏の碑

　１２６．の東に、北向きに建立されて
います。高さ９７㌢、造立年代は□保６
年とあり享保（１７２１）もしくは天保
（１８３５）と思われ「南無阿弥陀仏如来
／□保六□□□九月初四日／權大僧都法
印頼盛不生位」と刻まれています。

125．平岩の雄辰和尚の碑

　１２６．の右隣に、北向きに建立され
ています。高さ１３５㌢、年号は不明で
す。銘文は、上部に梵字（ア）、その下に
「權大僧都法印雄辰／大和尚位」と刻まれ
ています。

124．平岩の庚申塔　

　１０４．と向き合うように、境内の東
端に西向きに建立されています。高さ
１１８㌢、宝暦８年（１７５８）銘「庚
申塔／宝暦八戊寅年／三月吉祥日」と刻
まれています。
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130．東方の庚申塔

　ニチイケアセンターの入口、東側に南
向きに建立されています。高さは１３８
㌢、天和２年（１６８２）銘「庚申塔／
天和二壬戌十月日」と刻まれています。

131．元忠ヶ原の庚申塔

　９１．の左後ろに東向きに建立されて
います。下には錦町温泉センターがあり
ます。高さ７４㌢、元文２年（１７３７）
銘「庚申塔／元文二丁巳閏十一月吉祥日」
と刻まれています。

128．東方の庚申塔

　ニチイケアセンターの東側、堀切の
奥に西向きに建立されています。高さ
１３９㌢、宝永６年（１７０９）銘「庚
申塔／宝□六己牛／二月十五日／當村結
衆／二十九人」と刻まれています。
　元はこの堀切路が、７２. へ通じる道で
あったと思われますが、現在は途中で途
切れており通れません。

129．東方の庚申塔

　８２．の南側に石造地蔵像２躰と並ん
で、小さな祠の中に建立されています。
高さ１００㌢、明和７年（１７７０）銘「庚
申塔／明和七庚□□□年・二月廿日」と
刻まれています。
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134．竜堀の道標

　竜堀の交差点（前原商店）の角に建て
られています。高さ６８㌢、幅２０㌢、
厚さ２２㌢の角柱です。北面に「左　免田・
多良木・湯前・米良」、南面に「右　上村・
久米」と刻まれています。

135．狩政の大雄峯塔

　道の曲がり角に北西向きに建立され
ています。高さ１３０㌢、元禄１７年
（１７０４）銘「大雄峯／元禄十七甲申年
／三月」と刻まれています。地域の人に、
“荒神さん”と呼ばれています。

132．土屋の庚申塔　

　７２．の境内北側に、東向きに建立さ
れています。高さ１９７㌢、正徳元年
（１７１１）銘「庚申塔／正徳元年九月吉
日／結衆二十人」と刻まれています。

133．土屋の庚申塔

　錦町消防団第４分団１部詰所から北方
の三叉路角に建立されています。宝永５
年（１７０８）銘で、高さは１１０㌢あ
り「庚申塔／宝永五戊子天／六月十五日」
と刻まれています。
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136．切原野の庚申塔

　７４．の西、道路脇に数個に破損さ
れた状態で置いてあります。宝永４年
（１７０７）銘「庚申塔／宝永四丁亥年／
三月吉祥日／当村中／結衆六十二人」と
刻まれています。

137．別府の庚申塔

　９４．の境内に、北向きに建立され
ています。高さ１５０㌢、宝永５年
（１７０８）銘「庚申塔／宝永五戊子／三
月初七日／貴賎四十一人」と刻まれてい
ます。平成１７年頃中央から折れていま
したが、集落の人々の協力で修復されて
います。

138．本別府の安心の供養碑

　７６．の境内に、西向きに建立され
ています。高さは１５６㌢、延宝６年
（１６７８）銘「延宝六戊午天八月十日／
隔夜一千日成就／十箇所接待／男女都合
一万五千四百三人／安心往歳五十九」と
刻まれています。

139．本別府の地蔵尊

　７６．の境内に鎮座しています。お堂
はなく露座です。仏像は総高５３㌢、像
高３９㌢の石造地蔵菩薩坐像（半跏踏み
割り像）です。頭部を欠損し、代わりに
川　原石を頭部としています。銘文はあ
りません。
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140．本別府の地蔵堂

　個人宅入口に建立されています。お堂
は切妻造、瓦葺、妻入、間口７０㌢、奥
行９０㌢です。仏像は像高４８㌢の石造
地蔵菩薩立像で、合掌印を結んでいます。
台石前面に「萬霊等／文化五（１８０８）
辰天／八月刻彼岸」と刻まれています。

141．中島の地蔵尊

　中島公民館の南、道路四叉路に建立さ
れています。お堂は無く露座です。仏像
は像高２１㌢、蓮台１７㌢の石造地蔵菩
薩坐像です。銘文はなく造立年代は判り
ません。

142．横山の庚申塔

　県道４３号線の五叉路の角に建立され
ています。高さは１３５㌢あります。正
徳５年（１７１５）銘「庚申塔／正徳五
乙未年／二月彼岸吉日／横山村結衆貴賎
十四人也」と刻まれています。

143．横山の金剛塔

　集落の西側、用水路の傍に西向きに建
立されており、少し北に行くと１０１．
が立っています。高さ１３４㌢、元禄
１１年（１６９８）銘「金剛塔／元禄
十一戊寅年／二月吉祥日／施主」と刻ま
れています。
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144．東原の地蔵堂

　旧国道の道端、個人宅敷地内に祀られ
ています。お堂は切妻造、トタン葺、妻
入、間口・奥行１１１㌢です。仏像は総
高６５㌢の石造地蔵菩薩半跏像です。刻
銘等はありません。

145．東原の庚申塔　
　

　旧２１９号線バス停「一武原」を北へ
入ると民家裏側（北側）に建立されてい
ます。高さは１４３㌢、「庚申塔／□□
十三年甲□□」と刻まれていますが、他
は風化のため判読ができません。

146．福島の宝塔

　個人宅敷地内にあります。角柱の卒塔
婆型で、人吉・球磨地方で最古の在銘宝
塔と云われています。高さ９３㌢、幅・
厚さ２４㌢、延慶□□年（１３０８～
１３１０）銘「キリーク（阿弥陀）・アー
ンク（大日）・ウーン（薬師）・バク（釈
迦）」と、四角の面上部に梵字を１字ずつ
刻んであります。

147．くま川鉄道第二覚井橋梁
国登録文化財　平成２６年１２月１９日　

　旧鉄道省湯前線開業時の大正１３年
（１９２４）に建造されました。単桁コン
クリート、２連式構造で、橋台面長２．９
㍍のくま川鉄道における単桁コンクリー
ト橋の代表的な橋梁です。
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148．平野神社　 町指定文化財　平成２８年３月１日

　本殿は切妻造、銅板葺、平入です。『麻郡神社私考』によると、創立の年紀は不
明ですが紀伊国（現和歌山県）の熊野神社を勧請し、天文９年（１５４０）に藤
原高実によって再興されたとあります。
　神殿には江戸時代、明治、昭和に至る棟札などの墨書板が残されており、内２
枚は天文１６年（１５４７）に、上村（現あさぎり町）の白髪神社の東に建立さ
れた上村長種の霊社である若宮神社の棟札で、それによると宝暦９年（１７５９）
に藩直営で神殿、拝殿が再興され、それを祝って上村中の人々が神楽百二十番を
奉納した事が記されています。現在、白髪神社の東に若宮神社はありません。平
野神社に若宮神社の棟札が存在する理由は、平野神社の神殿は上村の若宮神社の
神殿そのものが移されたもので、移築に際し神殿内の棟札も一緒に移したものと
考えられます。以前から、平野神社の神殿は他所から移したものだと云われてい
ましたが、確かな事が判りませんでした。しかし、この棟札により移動の事実が
確認されました。大正４年（１９１５）１１月若宮神社は白髪神社に合祀された
ので、移転の時期はおそらく大正４年以降と思われます。
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149．荒田観音堂と木造釈迦如来坐像　

木造釈迦如来坐像：県指定重要文化財　昭和６２年１１月１２日　

　１６９．の西に南向きに建立されています。お堂は入母屋造、瓦葺、妻入、間口・
奥行３間です。
　『嗣誠独集覧』によると、大王神社の別当寺として荒田福田寺が建立されており、
本尊の観音像は、荒田福田寺の本尊の聖観音菩薩であると述べています。従来、
相良三十三観音巡りの１９番札所は荒田観音でしたが、いつの頃からか深田の内
山観音が１９番札所となっています。御詠歌「入り得ては　よしあしかきのへだ
てなし　法の教えはみちかわれども」と『きのへ』が詠み込まれています。
　観音堂に安置されている木造釈迦如来坐像は、像高９７㌢、ホオ材を使用した
割矧造です。その胎内に「奉造立釈迦如来像・天台僧林与・保延七年二月十四日」
と墨書銘があります。保延七年（１１４１）は平安時代後期です。そのため相良
氏の球磨郡入国以前で、当地を支配していた平河氏に関係するものと考えられま
す。年紀の銘を有する仏像では球磨郡で最も古いものです。平成２５年の修理の
際に漆箔は除去され、素材の無垢があらわになっています。
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150．日露戦争　戦捷紀年碑

　１６９．の境内に、日露戦争に勝利したことを記念した記念碑が建てられてい
ます。碑の表に「明治三十七八年　戦捷紀年碑」、背面に「明治三十八年十月二十
日建設」と刻まれ、碑の台石には旧木上村から出征した５３名全員の軍人階級と
氏名が刻まれています。
　日露戦争は、当時世界の超大国ロシアを相手に日本が明治３７年（１９０４）
２月から翌年９月まで死力を尽くして戦い、莫大な犠牲を払って勝利した戦争で
した。日本全体の戦死者は約１１万８千人を数え、熊本県の戦死者は１６６６人、
旧木上村の戦死者は簑田留蔵、岩瀬右蔵の２名でした。なお、旧一武村の戦死者
は税所幸蔵、前原傳蔵、丸山平蔵、塩田景三、森山栄次郎の５名。旧西村の戦死
者は永田祐作、柳瀬員讀、柴尾潤蔵、早田筆蔵の４名でした。
　戦争の終結については、明治３８年８月からアメリカのポーツマスで、日露間
の講和会議が開かれ９月５日に条約の調印が行われました。その１ヶ月半後の
１０月２０日に、この戦捷（勝）記念碑が建設されています。いかにも早い建設
であり、日露戦争の勝利が日本国民又木上村民をいかに熱狂させたかが伺えます。
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151．熊野座神社　　※社殿は現存せず　

　現在は、社殿はなく目郎公民館内に移されています。『麻郡神社私考』によると、
「目良権現、別当寺来休寺、ご神体は熊野権現と同体で草創年紀不明、棟札による
と永享８年（１４３６）に再興され、天文３年（１５３４）に藤原為宗と別当寺
の真尊によって修造され、貞享５年（１６８８）には社殿が壊れたので、村人が
力を合わせて悉く修復した。」とあります。なお、明治８年（１８７５）の社寺明
細帳には、神殿１１坪、社地４畝とあります。
　公民館に移された、木造男神像の背中に「願主正祝・永享八年丙辰六月廿九日」、
木造女神像の背中に「願主犬夜叉女・永享八年」と墨書銘があります。また同じ
く公民館に移された、木造地蔵菩薩坐像の背中には「永享八年丙辰十一月十八日・
奉造立地蔵菩薩一　・願主院主金剛資祐慶・敬白」とあり、永享八年に目良権現
と来休寺が再興されたことを裏付けています。
　別当寺というのは、神社に付属して建てられた寺で、神も仏教を喜ぶと考え、
別当寺の僧侶が神社の祭りを仏式で行いました。
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152．平川地区の“お伊勢講”史料　町指定文化財　平成１８年１１月１日

　平川地区のお伊勢講の史料は横帳で、１枚目は江戸時代の寛政１１年（１７９９）
の『伊勢講番帳』と書かれた表紙のみので、２枚目から文化７年（１８１０）始
まりの記録となり、毎年１２月１６日の座元と講金の当札人２名の名が記されて
います。文政４年（１８２１）からは銀１匁掛けとなり、当札は２名で慶応元年
（１８６５）まで続いています。慶応４年（１８６８）が明治元年ですが、幕末
から明治期の史料は無く、明治１２年（１８７９）に２４名で再開されています。
明治２６年（１８９３）には竪帳となり、表題に『天照皇十六日講・金拾銭掛本帳』
と記し、講金当札人が４人、毎年の神宮への上納金を３０銭としています。
　大正５年（１９１６）には、表題に『天照皇大神宮講座順番帳』と記し、昭和
６年（１９３１）に、講則７項目を決め、掛け金を５０銭、上納金を１円２０銭
としています。昭和２５年（１９５０）に講則９項目を決め、掛け金は米１升代
になっています。　
　現在も毎年旧暦１２月１６日に神号掛け軸を飾り、掛け金２０００円を納め、
講長が作った籤を引き、当札人である１名は当日の酒肴代と神宮への上納金１万
円を差し引いた金額を受け取ります。
　天照皇大神の掛け軸は、肥後国等を担当した伊勢神宮の御師「福島御塩焼大夫（ふ
くしまみさきたゆう）」の署名と花押を押した墨書のものです。



73

有
形
・
木
上

153．長安寺

　宗派：臨済宗妙心寺派　　山号：万年山　　本尊：観音菩薩坐像

　江戸時代の元禄３年（１６９０）に木上出身の完室祖全によって創立されました。
境内には２０代相良長毎、２１代頼寛、２２代頼喬の三代藩主の供養塔である五
輪塔が建立されています。木上村に住む武士は、相良氏菩提寺の願成寺までお参
りに行く代わりに、長安寺の供養塔にお参りして済ませたと云われています。
　明治時代の廃仏毀釈により一時衰退しましたが、昭和１１年（１９３６）に檀
家の人々によって再興が図られ、本堂、庫裏、鐘楼などが新築されました。明治
初年に、白髪岳にある狗留孫山寺から、何らかの理由で仏像が長安寺に移されま
した。長安寺ではそれから永年“狗留孫様”として大切に供養していました。と
ころが、ある日長安寺に狗留孫山寺から数人の使者が仏様をお迎えに参りました
と訪ねて来ました。長安寺の住職は狗留孫様のお気持ちを伺った上でお答えしま
しょうと、伺いをたてたところ、「まだまだ長安寺にお世話になっていたい」とい
うお告げであったということで、今でも長安寺の秘仏として毎年大切に供養され
ています。
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154．窪田越後一族の墓　 町指定文化財　平成２８年３月１日

　岩城跡の西南部に、窪田越後を始めとする一族の墓である五輪塔１０基余りが
並んでおり、その中の「昌山勝繁」という戒名を刻んだものが窪田越後の墓です。
　岩城跡は、球磨郡の中心部に位置し軍事的に重要な城で、戦国時代後期に木上
の地頭として岩城を居城としたのが窪田一族でした。窪田一族は下相良２代頼氏
の子頼善を祖とする一族で、窪田越後は１２代目になります。
　永禄２年（１５５９）球磨郡を二分する“獺野原（うそんばる）の戦い”で越
後は木上の兵を率いて１８代相良義陽のもとで大きな戦功をあげ勝利に導きまし
た。戦後恩賞として水田五町三反が与えられましたが、越後は「今回の手柄は私
一人のものでなく木上の兵の力によるものです。願わくば私への恩賞に代え山の
少ない木上村に大平山を頂けますならば皆の喜びはこれに過ぎるものはありませ
ん。」と申し上げました。義陽はこの申し出に感じ入り、水田は越後に与え、大平
山を木上村に与えました。この時から大平山は木上の飛び地として建築材、薪炭
等を得る大切な山となりました。越後は天正８年（１５８０）に亡くなりましたが、
木上の人々にとっては最大の恩人として現在に至るまで尊敬されています。
　なお、越後の孫大蔵の五輪塔もあり、地輪に文禄２年（１５９３）６月高麗国
にて戦死と刻んであります。
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155．隠れ念仏の史料

　球磨郡の真宗禁制は、１７代相良晴広によって天文２４年（１５５５）に制定された
２１ヵ条の式目の中の「一向宗の事いよいよ法度たるべく候」から始まっています。当
時既に一向宗（真宗）の信者が多数であったことから出された禁令で、以後は隠れて念
仏を唱え信仰したので“隠れ念仏”と呼ばれています。隠れ念仏の史料は、郡内各地で
多く発見されています。木上地区では、十日市の二十五日講が有名で、その他に荒田地
区の簑田家、黒木家の“阿弥陀如来の掛け軸”等があります。
　ここでは近年迫地区の恒松家で発見された資料を示します。
　①�　文久３年（１８６３）御礼銀３６匁１分を本願寺に上納して、御絵表所から二寸
の本尊を下付された文書（本尊は残されていません）

　②�　本願寺へ志納金として金一両上納した時の本願寺からの受取書「志　金一両　御
門跡様え右の通り進上　志の段神妙に思召いよいよ法儀油断無く嗜む事肝要候むね
仰出され候也　丑八月廿九日　木上迫村　同行中」とあり、上包に「御印書　九州
木上迫村　同行中」とあります。

　③�　②と同文の志納金一朱の受け取りで「亥三月廿六日　傳五」とあり、上包に「御
印書　九州相良　傳五」とあります。

　④　「阿弥陀如来」掛け軸。裏に「本願寺々務　釈光尊　印　方便法身尊形　願主□□」
　⑤　明治３年（１８７０）に授けられた「釋了心」の法名の付与書
※②の「九州木上迫村　同行中」とあることから、迫集落に隠れた信者集団があったも
のと思われます。
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156．西南戦争従軍記念の石灯篭

　１７５．の前庭に３基の石灯篭が寄進されています。内１基が明治１０年
（１８７７）の西南戦争で西郷軍に荷担した人吉隊の一員として出兵した、当地出
身の藤倉宗治が無事生還できたことに感謝して明治１１年８月に奉納したもので、
竿部に「明治十年丑正月廿日人吉士出兵八代着、同廿一日尾川（小川）着、同廿
二日川尻本陣到着・・・吉次峠昼夜十五日間烈戦・・・」（旧暦）と出立以来転戦
の状況が刻まれています。
　内容は新暦で記すと、「三月四日人吉隊一番隊が出兵し、球磨川を下り八代に到
着、五日に小川、六日に西郷軍の本陣が置かれた川尻に到着・・・廿日に田原坂
に進み吉次峠で十五日間激戦・・・その後各地を転戦し無事に村へ帰って来るこ
とが出来た。出兵の際に無事息災に生還出来るように祈願したのが成就したので
この灯篭を寄進します」というものです。
　木上村から西郷軍人吉隊に従軍したのは、藤倉宗治、乙益五郎、吉谷新作、丸
目三郎、福永貞治、園田松次郎、久保田蔵太、田口仁蔵、奥松宇五郎、小田乙弥、
恒松三郎の１１名でした。
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157．大正初年の耕地整理記念碑

　県道３３号線人吉水上線の木上山下集落の南側に広がる“日記堂地区圃場”は
現在一区画１～２㌶単位の大規模水田に整理されています。これは平成８年度ま
でに整備されたもので、それ以前は大正元年（１９１２）１２月から翌年３月ま
での農閑期の４ヶ月間、地区農民が総力を挙げ、突貫工事で７７町５反歩の水田
を１区画１反（１０㌃）に耕地整理しました。この事業を記念して耕地整理記念
碑が建てられました。
　碑には「この地は地質は肥沃であるが湿地が多く、人や牛馬の膝まで没する所
が半数あり耕作に不便であったので１３名の中心的地主の賛同を得て組合を設立
し、規約を定めて耕地整理に入り大正元年１２月に起工し、翌年３月に竣工した。
工費は１万２千円余（当時の人夫の賃金は男４０銭、女３０銭であった。又、大
正元年の旧木上村の予算総額は６０８７円４２銭６厘であった。）整理の結果地面
の高低差がなくなり湿田が乾田となり二毛作が可能となって増収の効果が上がっ
た。碁盤のように区画され灌漑排水の便があり道も縦横に通って便利となり皆が
たいへん喜んだ。この事業の功績を永く伝えるために記すものである。」と刻まれ
ています。
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158．上田天満宮

　本殿は切妻造、トタン葺、間口３間、奥行２間、拝殿は切妻造、瓦葺、妻入、
間口２間、奥行５間です。鎌倉時代の延慶２年（１３０９）の創建で、祭神は太
宰府天満宮と同体と云われています。江戸時代の棟札４枚が保存されており、創
建以来の由緒を詳しく知ることが出来ます。その経緯を見てみると、元徳３年
（１３３１）、観応２年（１３５１）、応永１２年（１４０５）、応永２５年（１４１８）
と手が加えられています。その後、天文１６年（１５４７）、永禄６年（１５６３）
に造営されています。
　当時この神社には東福寺という別当寺がありましたが、文禄年中（１５９２～
１５９６）に無くなりました。江戸時代の寛文１１年（１６７１）と元禄１２年
（１６９９）に拝殿を再興し、宝暦１１年（１７６１）に神殿と拝殿を修造してい
ます。
　この宝暦１１年の棟札には修造記と共に、智地歯大明神造立記という文明７年
（１４７５）に造立した神社記が墨書されており、「この宝殿を造立した趣旨は、上
田村の住民が人吉城主相良氏の息災・延命・子孫繁栄を祈願したものだが、今で
は板に書いた字も消えて見にくいのでここに併せて記録しておく」とあります。な
お、智地歯大明神が如何なるものかは不明です。その後長く記録が無く、１７６
年後の昭和１２年（１９３７）に神殿を改築し石の鳥居が建立されました。
　祭日は１２月２５日です。
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159．ごあんさん　町指定文化財　平成２８年３月１日

　山下集落の裏山へ続く道を２００㍍程登り、左手の階段を登ると少々開けた場所があ
り、入口に２基の五輪塔と奥に宝篋印塔と五輪塔が並んで立っています。奥の２基が
１８代相良義陽と生母ねねい（内城様）の供養塔で“ごあんさん”と呼ばれています。
　昔から婦人の病気、特に乳腫れに御利益があると云われ、各地からの参詣者が多くあ
りました。その由来については、江戸時代の寛政の頃、人吉町奉行を勤めた新宮庄太夫が、
新宮家に係わる事を書きつづった“覚書”の中に次のように書かれています。
　「私が幼少の頃、母親は長らく乳の病気で苦しんでいました。ある日の夜更けに白髪
の老女が家にやって来たので、母親がどこから来たのかと尋ねると「木上村から来まし
た。乳腫れの治療をする者です。このことをお知らせしたくて参りました。」と言うと
そのまま帰ってしまいました。そこで母親は翌日木上村へ人を遣わしてその乳の治療を
よくすると言う老女を尋ねさせましたが、誰もそのような老女を知る者はなく空しく帰
る途中、年老いた百姓に会ったので木上村まで尋ねて来た事を語ると、この百姓が「自
分は“ごあんさん”の石塔の世話をしている者ですが、義陽公のお袋様（ねねい）は乳
の病気で亡くなったのでお参りすると御利益があります。」と話したので早速石塔にお
参りしてそこの水をもらって帰り母親に与えたら程なく乳の病気が治ったため、お礼参
りに行ったものでした。
　この事があってから“ごあんさん”は有名になり大勢の人々が乳の神様としてお参り
するようになりました。」とごあんさんについて、幼少時の不思議な出来事を書き残し
ています。
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160．木上加茂神社

　由留木集落の北西部に東向きに鎮座しています。本殿は三間社流造、板葺で覆
屋があります。拝殿は切妻造、瓦葺、平入、間口５間、奥行３間です。創立の年
紀は不明ですが、祭神は京都賀茂神社と同体で、古くから雷除けにたいへん御利
益のある神様として各地から参詣者が多かったと云われています。
　神社には４枚の棟札が保管されており、最古のものは天文１６年（１５４７）
で、木上の地頭窪田越後によって神殿が再興されています。永禄９年（１５６６）
には竹田彦三郎によって拝殿が再興され、この時の氏子数は３０人であると記さ
れています。その後、江戸時代になって享和元年（１８０１）に神殿の再建と拝
殿の修復、鳥居が建てられました。この時の氏子数は５６人でした。明治５年
（１８７２）に旧木上村の村社となり、大正４年（１９１５）に石鳥居の建立、大
正十年（１９２１）に大灯篭２基と玉垣が築かれ整備されました。
　昭和５５年（１９８０）にかつて木上の地頭で大平山を木上にもたらした村の
最大の恩人として崇められてきた窪田越後の没後四百年を記念して、当神社の祭
神として合祀されました。
　祭日は１１月２３日です。
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161．人吉海軍航空隊基地跡

　高原飛行場とも呼ばれます。太平洋戦争末期の昭和１８年１１月海軍の中継基
地として建設が開始され、昭和１９年２月から予科練習生の教育施設として利用
されました。当初、飛行機エンジニアの育成が行われましたが、慢性的なパイロッ
ト不足からパイロットの育成へと変化していきます。
　地上施設の中心は現在の人吉農芸学院にあり、現在でも隊門２対や、掩体壕、
防火水槽、用水路、五右衛門風呂が現存しています。戦局が悪化する中、本土防
衛に主眼が置かれ、その過程で地下施設の建設が始まります。現在でも地下施設
は５０基以上が当時のまま残っており、作戦室・無線室を始め、魚雷調整場、自
力発電所、機械工場、発動機工場、自動車工場、倉庫、弾薬庫、兵舎壕、通路など、
それぞれの壕の役割もアジア歴史資料センターの資料により判明しています。
　このような海軍施設の他にも、人吉農芸学院の南には、飛行機の支脚を製造し
た岡本工業の工場建物が現存しています。わずか、１年７ヶ月という短い活動期
間であったにもかかわらず、広範囲に大規模に渡り、建設された基地の多くの遺
構が戦争を今に伝えています。
　なお、隣接するあさぎり町には、陸軍の秘匿飛行場の神殿原飛行場がありました。
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162．十日市の大日堂　 町指定文化財　平成２０年１１月１日

　上十日市集落の東側を南北に走る町道に面した西側に、南向きに建立されています。
お堂は入母屋造、瓦葺、平入、間口３０４㌢、奥行３０３㌢、向拝１間です。仏像は総
高１１２．３㌢、像高５７．３㌢の木造大日如来坐像で、樟の一木造り彫眼の彩色像です。
室町時代の作と推定されています。お堂の創建年代は不明ですが、以下の３枚の棟札が
残されています。
　①文政５年（１８２２）の棟札
　　�　�「今より１３０年程前の元禄５年（１６９２）に堂を再建したが、その落成供養の
導師は人吉の願成寺２２代住職寛済であった。また３７年前の天明５年（１７８５）
には彩色の補修を行ない、今回も彩色の補修が完成し、願成寺３７代住職俊誉に導
師をお願いした」とあり、この棟札も願成寺住職俊誉によって書かれています。

　②安政３年（１８５６）「大日尊再興並堂建立」
　　入仏式の導師は湯前の普門寺住職宥運が務めています。
　③安政３年（１８５６）「大日尊再興並堂建立」の経費
　　�　�堂を維持している上十日市の村人３１名が、上は銀３５匁や米６斗から、下は米
２合半までそれぞれ拠出し、郡内各地の村々へも寄付を募っています。それらの合
計は銀２４２匁５分５厘、米５石１斗３升５合となっています。

　　�　�この大日堂の法要の導師に、球磨郡の最も著名な大寺院である願成寺や普門寺の
住職を招いて入仏式を行うこの集落の人々の熱意が伝わってきます。

　　�　�お堂の裏に大型の五輪塔が３基並んで建立されています。左の塔の高さ１９０㌢、
中央の塔の高さ１８２㌢、右の塔の高さ１２６㌢で、右の塔の地輪に刻銘「梵字
（アー）、光宝得玄上坐／大永三（１５２３）天癸未四月一日」と刻まれています。
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163．木上溝

　あさぎり町須恵と深田の境にある石坂堰を球磨川からの用水取り入れ口とし、
深田小学校の地下を通るトンネルをはじめとして、３つのトンネル延長約７９０
㍍を通り木上辰口に抜け、十日市集落までの総延長約８㎞の灌漑用水路です。
　江戸時代に完成したことは判っていますが、木上溝に関する史料はほとんど残っ
ていません。ただ一つ相良文書の『古例書抜』という史料の宝暦９年（１７５９）
７月の項に「木上抜掘之入目左之通」という記事があり、掘削の費用が米５２９
石８斗５升３合７勺であったと記録されており、木上溝は宝暦９年に完成したも
のと推測されます。水路の工事がどのように進められたのか一切不明ですが、完
成時の灌漑面積は約１１８㌶で現在では約２４０㌶と２倍以上になっています。
　石坂堰の側に、洪水等により堰が破損する度に改修されてきた証として、嘉永
２年（１８４９）、明治３２年（１８９９）、大正１５年（１９２６）、昭和２１年
（１９４６）、昭和３７年（１９６２）、平成２１年（２００９）と６基の改修記念
碑が建っています。
　なお現在も毎年田植え前の５月に、溝流域の木上地区では農家、非農家を問わ
ず総出で“初溝あげ”といって底にたまった泥などの取り除き等の作業を行って
います。
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164．平良の地蔵堂

　１８分館運動公園の入口に、東向
きに建立されています。お堂は切妻
造、瓦葺、平入、間口１８３㌢、奥行
１２２㌢、石を高さ８６㌢に積み上げ
基礎としています。仏像は総高７２㌢
の木造地蔵菩薩立像、像高３６㌢の木
造衿羯羅童子立像、像高３５㌢の木造
制叱迦童子立像で、いずれも彩色像で
す。

　向拝の屋根裏にある、地蔵堂の由緒書によると、平林庵跡にあった地蔵堂の火災焼失
に伴い、集落センターに移動していた仏像を祀るため、昭和６０年８月現在地に新築さ
れました。なお、かつては木造阿弥陀如来像と木造菩薩像が安置されていたと記録され
ていますが、現在は所在不明です。

165．天子神社

　下平良集落センターの南よりの所に
鎮座しています。社殿は切妻造の瓦葺
で間口４㍍、奥行５．６㍍です。草創年
等は不明で大正２年（１９１３）に再
興され、平成１５年（２００３）に全
面改築されました。
　当神社は元禄１２年（１６９９）に
編纂された『麻郡神社私考』に記載さ
れておらず、“天子神社”として記載さ

れていないのは相良村三石、あさぎり町免田築地、人吉市中神にある３社です。この祭
神については古来から本説が無いとされています。
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166．十三仏碑   町指定文化財　平成８年６月３日

　上平良の墓地に建立されていま
す。板碑型で高さ１２３㌢、元禄十年
（１６９７）銘で、碑の上部中央に「南
無虚空蔵菩薩」、下を３段に分け上段に
「勢至菩薩　阿弥陀佛　阿□佛　大日如
来」、中段に「地蔵菩薩・弥勒菩薩・薬
師佛・観音菩薩」、下段に「不動明王　
釈迦佛　文殊菩薩　普賢菩薩」、さらに
その下に、建立した由緒を記し「元禄

十丁丑猛春・結衆三十五人敬白」と刻んであります。この石塔は、３５人の人々が死後
の冥福を祈って供養のために建立したものです。以前は西地区久保にあったものを昭和
３７年８月に、錦中学校建設に伴い敷地内からこの地に移したものです。
　なお、十三仏というのは人が亡くなってから三十三回忌までの十三回の追善供養の仏
事にそれぞれの仏を配したものです。

167．焼酎墓   日本遺産構成文化財　

　世に酒好きな人物は大勢いますが、生前に酒好きであったことを後世まで語り継がせ
る粋な人物はそうざらに居るものではありません。木上にはその粋な人物が二人も居ま
した。墓石にしっかりと、いかに酒が好きであったかを刻み込んであります。その一人
が、目郎にある、“源七どん”の墓（写真：右）で総高８２㌢、「酒宴常酔禅定門　宝暦
三年（１７５３）十一月二十三日」と刻まれています。もう一人が、１６６．の西側に
西向きに建立された、“上田與右衛門どん”の墓（写真：左）で総高６１㌢、「酒酔常楽
禅定門　天明三年（１７８３）十二月四日」と刻まれています。これらの戒名を授けた
旦那寺の住職も彼らに劣らぬ酒好き和尚であったに違いありません。
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168．墓碑群（イボの神）

　１６９．から１００㍍ほど南の水田
の中に立ち、球磨郡の臍とも言われて
います。ここは、明治初年に廃絶した
真言宗寺院来休寺跡と云われ、本来は
少し東でしたが、昭和４５年の耕地整
理の際、古塔群をここに移したと云わ
れています。元の地所は、“古堂”と云
われていた“権現屋敷”近くの塚であっ
たとされますが、現在は水田となりそ
の所在も確認できません。

　総高１３７㌢、延宝２年（１６７４）銘の権大僧都堯雅の墓、総高１８０㌢、寛文３
年（１６６３）銘の白雲□□の墓、総高７２㌢、享保７年（１７２２）銘の彦□徹俊居
士の墓、総高７５㌢、享保５年（１７２０）銘の壽算□鼓居士の墓、総高５１㌢、元禄
１６年（１７０３）銘の栢峰涼□（院）大姉の墓、総高９５㌢、延宝６年（１６７８）
銘の「タムム」（異体字）の墓があります。

169．荒田大王神社　　町指定文化財　平成２８年３月１日

　本殿は三間社流造、板葺で覆屋があ
ります。拝殿は公民館と兼用になって
います。
　相良氏が球磨郡へやって来る前から
木上の岩城を本拠地にして、中球磨か
ら山江方面を支配していた平河義高は、
長男盛高を深田、二男藤高を山田、三
男師高を木上平川、四男高実を黒肥地
に置いて支配していました。鎌倉時代

初頭に遠江国（現静岡県）から人吉の地頭としてやって来た初代相良長頼は、まず人吉
を支配していた矢瀬主馬佑を滅ぼし、次に“血敷原の戦い”で平河義高を滅ぼしたと伝
えられています。滅ぼされた矢瀬氏や平河氏の怨霊による祟りを恐れた相良氏は、鎮魂
のために矢瀬氏を於津賀社（おつがしゃ）、平河義高を荒田大王神社、長男以下を深田、
山田、木上平川、黒肥地にそれぞれ大王神社を建立して祀りました。荒田大王神社は『神
社由緒記』によるとマムシ除けの神様として尊崇され、境内の土が、一番効果があると
云われ、神社の床下の土をお守りとして持って行く者が多かったと伝えています。
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170．平川大王社　※社殿は現存せず

　現在は、平川公民館内に祀られてい
ます。岩城を居城とした中世の豪族平
河義高三男師高を祀る霊社です。寛文
５年（１６６５）銘「奉新造立供養／
今奉崇一霊事／是天地真一神人民／守
給江／寛文五年乙巳／十一月一日／施
主　敬白」と底面に墨書がある木造男
神坐像と、慶長８年（１６０３）銘「慶
長八年　願主金三郎／今宮大明神同□

□□／九月五日　作者藤原朝臣」と背面に墨書がある木造男神坐像が祀られています。
いずれも像高が２６. ８㌢で桧材、一木造、彫眼の彩色像です。
　他にも、男神像３躰、女神像１躰、延享２年（１７４４）銘の木造隋神像２躰、木造
狛犬１対が祀られています。

171．明覚寺

宗　派：浄土真宗本願寺派
山　号：対陽山
本　尊：木造阿弥陀如来立像

　江戸時代、球磨郡は鹿児島の薩摩藩
と同じく浄土真宗の信仰は厳しく禁止
されていました。しかし、秘かに隠れ
て信仰する人々が沢山いました。細川
氏の支配する熊本藩は信仰が自由で、

熊本藩に属する芦北や八代、熊本等の浄土真宗寺院の僧が密かに球磨郡で布教をし、球
磨郡の隠れ念仏の人々も密かにそれらのお寺に隠れてお参りに行っていました。
　そのようなお寺の一つに芦北の専妙寺がありました。明治６年（１８７３）に禁止が
解かれ信仰の自由が許されました。専妙寺の僧、澁谷智厳は球磨郡での布教を進め、明
治２９年（１８９６）に木上馬場に浄土真宗の説教所を設立し、明治３６年（１９０３）
に本堂が完成しました。この寺は“馬場ン寺”と呼ばれました。大正１１年（１９２２）
に明覚寺という寺号を得て、昭和１０年（１９３５）に現在の地に移転しました。
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172．木本神宮 　町指定文化財　平成８年６月３日指定        

　相良氏が球磨郡を支配する以前に中
球磨地方を支配していた平河氏の居城
であった岩城（木本城・木枝城）跡の
東北隅に鎮座しています。本殿は一間
社流造、板葺、拝殿は、切妻造、妻入、
瓦葺、間口・奥行３間、向拝１間です。
神殿の建築細部に創建年代の中世の神
社建築様式を色濃く残しており、その
特徴から、１７３．とは同じ大工もし

くは大工一族による建立と考えられます。
　祭神は、市房神社と同体です。沿革は、戦国時代の永正年間（１５０４～１５２１）
に十三代相良長毎が市房神社へ参詣に出かけ、途中岩城に宿泊した際に大雨が降り洪水
となったため市房神社へ参ることができず、その後再び参詣に出かけた時も、岩城で洪
水となり念願を果たすことができませんでした。そこでこの岩城に市房神社を勧請して
神社を建立し、ここに参詣する事で宿願を果たせるようにしようと、永正十年（１５１３）
に創建したとされます。（『麻郡神社私考』）

173．二宮神社 　町指定文化財　平成２８年３月１日

　覚井集落の北側の小高い場所に南向
きに鎮座しています。本殿は一間社流
造、板葺です。拝殿は、切妻造、瓦葺、
妻入、間口３間、奥行２間です。祭神
は、阿蘇神社と同体です。創立年紀は
不明ですが、『麻郡神社私考』によると、
応永２４年（１４１７）に藤原周頼と
地頭の永前禅門周豊によって再興され、
その後永禄年間（１５５８～１５６９）

に修理されたとしています。
　神殿の建築は組み物等、中世の神社建築様式が色濃く、床板は中央が厚くなっており
加工に手斧や鑓鉋が用いられています。現在の神殿の覆屋の屋根は拝殿より一段高く
なっていますが、元は覆屋と拝殿の屋根は一体の茅葺きであったと考えられ、珍しい建
造方法であったようです。
　神社の由緒記によると、神社の近くを流れている湯倉川にはナマズは棲まず、氏子は
ナマズを食べないことから、皮膚病の“なまず”に大変御利益のある神社とされ、昔か
ら皮膚病治し祈願の参詣者が多かったと伝えられています。



89

有
形
・
木
上

174．迫の庚申塔　 県指定重要民俗文化財　平成１０年１月２８日　

　迫公民館の南側の三叉路に２１４．
と並んで建立されています。六角柱の
笠塔婆で、総高約１０５㌢、柱が約
８０㌢、笠が約２５㎝です。六角柱の
各面の幅は、正面が２５㌢、左回り
に２２㌢、１８㌢、２２㌢、２１㌢、
２０㌢です。
　正面の上部に釈迦、薬師、虚空蔵を
表す梵字が刻まれ、その下部に「奉庚
申供養砌也敬白　天文三年（１５３４）

甲午十月廿七日」と刻まれています。
　球磨郡内には多数の庚申塔がありますが、現在のところ年号を記したものとしては郡
内で最も古い庚申塔です。

175．葛掛神社

　社殿は前方が入母屋造、後方が切妻
造、セメント瓦葺、妻入、間口３間、
奥行４間で、前方２間を拝殿、後方２
間を本殿としています。創建は、鎌倉
時代の承久年間（１２１９～１２２２）
で、紀伊国（現和歌山県）の熊野速玉
神社からご神体を迎えた際、ご神体を
桂木に掛けてお祀りしたので“桂掛権
現”と呼ぶようになり、後に“桂”の

字を“葛”の字に改めたとされています。
　戦国時代の永正九年（１５１２）、境内に祇園社が建立されましたが、いつの頃か社
殿がなくなり現在では祇園社の神像である牛頭天王像が神殿に合祀されています。拝殿
に飾られている神面の裏に「文化三年（１８０６）五月吉谷半六・吉谷弥右衛門葛掛権
現に神面一対を寄進す」と墨書があります。また拝殿入り口の柱の上に木造狛犬１対も
奉納されています。
　昔は神社やお堂は旅人の一夜の宿となっており、当神社の神殿内の板壁に「明治十七
年旧三月廿一日　大分県豊後国南海部郡浦越村　士族成松禎佑　此宮ニ泊リ候也」と墨
書の跡が残っています。
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176．野間の聖観音　※堂は現存せず

　野間ふれあいセンターに祀られてい
ます。仏像は総高４１㌢、像高３２㌢、
舟形光背の木造聖観音菩薩立像で、厨
子の中に安置されています。厨子の裏
側には「干時明治廿八年／未旧八月吉
祥日／奉彩色大佛師・白石齋九郎信春
／小生元来熊本県益城郡小川町壬生□
節人吉九日町横丁ニ而居住／守屋□吉・
守屋佐蔵／尾方兼吉・尾方万次郎／守

屋常平・小縣民一郎／右の代」と墨書されています。また、像高３２㌢、台石高１０㌢、
台石前面に「明治廿八年／旧八月廿八日」と刻まれた石造地蔵菩薩立像と、総高５４㌢
の石造地蔵菩薩半跏像が祀られています。

177．相良義陽公神社

　社殿は切妻造、瓦葺、妻入です。木
上山下の上田家の敷地の一角に建立さ
れ、１８代相良義陽と生母ねねいが祀
られています。
　ねねいは、この地の住人上田織部允
の娘で、１７代晴広との間に義陽を生
みました。母子共に人吉城の“内の御城”
（現在本丸・二の丸と呼ばれている所）
に住んだので、ねねいは内城（うちじろ）

様と呼ばれました。
　義陽は１２歳で家督を継ぎましたが３８歳の時、天正９年（１５８１）御船城主甲
斐宗運との“響野原の戦い”で戦死しました。生母ねねいは長寿を保ち慶長１０年
（１６０５）８１歳で没しました。ねねいの生家跡は江戸時代にも残っており水田の中
に大きな百日紅の木が茂っていたと伝えられています。
　上田家はその後も屋敷地を変えて連綿と続き、明治４４年（１９１１）に生家跡が耕
地整理工事で消滅することを惜しみ自家の敷地内に神社を創設し、ねねいと義陽の二人
を祭神として祀っています。
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178．智源寺

宗　派：浄土宗
山　号：踊仏山
本　尊：阿弥陀如来

　元禄９年（１６９６）に人吉の大信
寺三世の宛応和尚が、藩主相良家の先
祖菩提のために木上村日記堂に念仏寺
を建立しました。ところがある時火災
が起こり、本尊の阿弥陀如来が本堂か
ら逃げ出して、現在お寺が建っている

方向を見て踊り回ったと云われます。そこで現在の場所に再建されたと伝えられており、
寺名を踊仏山智源寺と名付けられました。
　元禄１３年（１７００）８月８日、新仏の阿弥陀如来像が人吉の大信寺から行列を組
んで送られてきました。それを拝もうと多くの人々が群集したと記録に残っています。

179．松尾神社　※社殿は現存せず

　祭神は、京都の松尾大社と同体と伝
えています。創建等は不明で社殿も取
り壊されて現在は上十日市公民館に移
され、１２体の神像等が祀ってありま
す。前庭にある石鳥居の柱に「文政六
（１８２３）癸未天二月」「奉寄進　施
主　小田孫六」と刻まれています。
　なお、大正１０年（１９２１）に書
かれた松尾神社の『由緒記』に「伝え

ていわく、明治初年由留木より十日市にかけて大火あり、その際に当神社氏子のみは罹
災を免れたりと、以後里民の尊崇一層深高となれり」とあります。十日市集落に隣接す
る由留木集落では、昔から毎年１２月１６日に“焼け供養”と称し、かつて遭遇した
大火災の災難を２度と繰り返さないようにと集落の住民全員で供養する会が続いていま
す。しかし、その大火災がはたしていつ頃あったのかは忘れ去られています。その大火
は由緒記に記す明治初年の出来事であったのかもしれません。
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181．平野の観音堂

　お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口・奥
行２８０㌢、壁はトタン張りです。仏像
は総高５４㌢、像高３６㌢、舟形光背の
木造観音菩薩立像、総高８３㌢、像高
３９㌢、円光背の木造阿弥陀如来坐像、
総高４８㌢、木造地蔵菩薩坐像で、いず
れも彩色像です。また、総高６５㌢、像
高４６．５㌢の石造地蔵菩薩立像も祀られ
ています。
　なお、鉄製鰐口が懸っているが、詳細
は不明です。
　昭和５７年９月、集落センターの竣工
の際、地蔵堂と阿弥陀堂を合祀し現在地
に遷座しています。

182．四ツ塚古墳群

　円墳３基から構成される古墳群です。
以前は４基あったため、四ツ塚古墳と呼
ばれています。最も北の円墳は直径約
３３㍍、真ん中の円墳は直径約２３㍍、
最も南の円墳は直径約３７㍍を測ります。
３基の円墳は北東―南西を軸にほぼ直線
に配置しています。
　出土遺物などの詳細が不明のため、明
確な築造時期は不明ですが、円墳として
は大型であるため、この地方を治めた有
力豪族の墓と考えられます。

180．平良の観音堂

　１６６．の西北２５㍍程離れた、三
叉路の角に東向きに建立されています。
お堂は切妻造、平入、間口１８０㌢、
奥行１４３㌢で、昭和３９年４月に改
築されています。仏像は総高４１㌢、
円光背の木造観音菩薩立像の彩色像と、
総高５１㌢、舟形光背の木造阿弥陀如
来立像の彩色像、総高４９㌢、木造地
蔵菩薩立像です。
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183．くま川鉄道木上駅待合所及びプラットホーム
国登録文化財　平成２６年１２月１９日　　

　昭和２８年（１９５３）に開業した
駅で、待合所、プラットホームは開業
時の施設です。待合所は後年、屋根の
葺き替えや塗装の塗り直しなどが行わ
れていますが、基礎や柱など全体的に
建設当初の形式を残しています。プラッ
トホームは当初５０㍍でしたが、後年
の改修により現在では６５㍍になって
います。

　待合所、プラットホームは周辺の田園風景と調和しながらも、田園地帯の中で鉄道の
存在を示すシンボルとなっており、非常に良好な景観を生み出しています。

184．荒田の薬師堂

　１６９．境内に、西向きに建立されて
います。お堂は平成元年７月に新築され、
切妻造、瓦葺、平入で間口３００㌢、奥
行２８８㌢です。仏像は総高１０３㌢、
像高８９㌢の木造薬師如来立像と像高
６２㌢の木造天部尊立像が祀られていま
す。いずれも彩色像です。

185．荒田大王神社境内の墓碑

　１６９．境内の西側に１０基前後立て
られています。総高８５㌢、寛文８年
（１６６８）銘「寛文八戊申／短月全長
禅定門／桂香妙禅定尼／十月九日」と刻
まれている墓碑と、総高１５０㌢、永正
１１年（１５１４）銘で地輪前面中央に
梵字「ア」、両脇に「勢祐大徳／永正十一
年甲戌四月□□」と刻まれた五輪塔があ
ります。
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186．柳瀬堂

　平川公民館の東側に隣接しています。
お堂は、切妻造、瓦葺、妻入、間口・
奥行１８２㌢です。祭神は市房神社
と同体とされ、総高３８㌢の木造男神
坐像と総高３４㌢の木造女神坐像の２
躰の神像が祀られ、総高２５㌢の木造
十一面観音菩薩坐像、総高１７㌢の木
造十一面観音菩薩坐像、総高２１㌢の
尊名不詳菩薩立像の３躰の仏像が祀ら
れています。柳瀬家で祀っています。

188．平川の観音堂

　お堂は切妻造、平入、瓦葺、間口・奥
行２６４㌢です。仏像は総高１６㌢、像
高９㌢、寛保３年（１７４３）銘の木造
観音菩薩坐像で柳瀬藤佐衛門の作です。
また、総高４１㌢、像高１７㌢の木造阿
弥陀如来坐像も祀られています。

187．平川の毘沙門堂

　個人宅敷地内に建立されています。お
堂は切妻造、トタン葺、平入、間口・奥
行き１１３㌢です。仏像は、総高６９㌢、
像高６２㌢の木造毘沙門天立像と邪鬼を
踏まえた総高７０㌢、像高６２㌢の木造
毘沙門天立像です。いずれも彩色像で、
室町時代の作と思われます。
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189．平川の薬師堂　※堂は現存せず

　平川公民館内に、平川大王社と共に
祀られています。仏像は総高４９．５㌢、
像高２７．６㌢の天文８年（１５３９）
銘で、像底に「天文八年己亥十月十五
日／大願主伴木殊□□□／敬白」、台座
上面に「文政九年（１８２６）丙戌五月」、
台座裏に「奉彩色／昭和六年四月／佛
師深田庄屋／下津千鳥」と墨書があり
ます。桧材、一木造、彫眼の彩色像です。
また、像高２０㌢の木造地蔵菩薩も祀
られています。

190．馬場の地蔵堂

　錦町消防団７分団３部詰所の東隣に南
向きに建立されています。お堂は切妻造、
瓦葺、平入、間口・奥行２７４㌢です。
仏像は彩色された総高７３㌢、像高６５
㌢の木造地蔵菩薩立像です。脇侍は右が
像高３２㌢、左が像高３３．５㌢ですが、
尊名は不詳です。
　なお、三尊の台座が岩座であり、脇侍
は制叱迦童子・衿羯羅童子と思われ、地
蔵尊と不動明王が入れ替わったものと考
えられます。

191．岩城の阿弥陀堂
※堂は現存せず

　岩城公民館内に祀られていますが、以
前は他の場所に建っていたものを明治初
期に移したと云われています。仏像は彩
色された、総高１０３㌢、像高５０㌢、
上品下生印を結んだ木造阿弥陀如来立像
と、台座に「元禄七年（１６９４）甲戌
年　閏五月吉日　作者　矢黒村住、柳瀬
仁右衛門」と墨書された、総高７３㌢、
像高６０㌢の木造毘沙門天立像が祀られ
ています。また、他に尊名不詳の朽ちた
木造立像が３躰祀られています。
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192．覚井の薬師堂　※堂は現存せず

　覚井公民館内に祀られています。平
成５年、公民館落成と同時に、旧公民
館より移動しました。仏像は総高７７
㌢、像高６２㌢、天文元年（１５３２）
銘「天文元年壬辰季開眼敬白」と膝部
に墨書された、木造薬師如来立像と脇
侍の総高５１．５㌢の日光菩薩像、総高
５４㌢の月光菩薩像の他、十二神将の
うち総高が平均約３０㌢の１２躰が残
存しています。いずれも彩色像です。

193．覚井の地蔵尊

　木上小学校東側登校路西側に２１２．
と並んで建立されています。お堂はブロッ
ク造です。仏像は像高４０㌢、台石高
２６㌢、寛政元年（１７８９）銘「寛政
元年酉年／六月二十四日／奉造立／久保
田忠蔵／當村中」と台石に刻まれた、石
造地蔵菩薩半跏像です。

194．野間の地蔵尊

　２１７．と並んで建立されています。
道路改修の際、少し北方の三叉路から現
在地に移されました。お堂はなく露座で
す。仏像は像高４５㌢、石台高３２㌢の
石造地蔵菩薩坐像で頭部は欠損していま
す。台石の右側面に「寛政八（１７９６）
丙辰／奉寄進／二月廿四日」と刻まれて
います。
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195．山下の阿弥陀堂　※堂は現存せず

　以前は、字日記堂にあった阿弥陀堂
が取り壊され、山下集落センター内に
祀られています。仏像は総高４６㌢、
像高３８㌢、木造阿弥陀如来立像と総
高４６㌢の木造地蔵菩薩立像で、いず
れも彩色像です。なお地蔵立像は、川
から拾い上げられたため、損傷がひど
く自立することができません。

196．由留木の地蔵尊

　１７８．参道石段の近くに露座してい
ます。仏像は像高７８㌢、台石高３９㌢、
蓮台高２０㌢の石造地蔵菩薩立像で、台
石に「文政十一（１８２８）戊子年／施
主・當村中／二月彼岸」と刻まれていま
す。地蔵尊前には総高１７９㌢、竿高
７８㌢の石造灯篭があり、竿には「天保
四（１８３３）癸巳年／奉寄進／當村中
／十二月十五日」と刻まれています。

197．十日市の弥勒堂

　１６２．の東の水田の中に祀られてい
ます。かつての渡し場と思われます。お
堂は切妻造、瓦葺、平入、間口・奥行
２７０㌢です。仏像は像高１８㌢の木造
弥勒菩薩坐像です。宮殿風の厨子に安置
されています。厨子の底と裏に「奉寄進
昭和十二年秋堂宇新築並びに仏体・・・
施主・・」と墨書されています。
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200．十日市の地蔵堂

　お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口
２９０㌢、奥行２７３㌢です。仏像は彩
色された総高９５㌢、像高６４㌢、円光背、
右手に錫杖、左手に宝珠を持つ木造地蔵
菩薩立像です。
　光背の支柱に「享和元年（１８０１）
辛酉十月一城寺　佐藤喜助」と墨書があ
ります。

199．十日市の弁財天堂

　お堂は入母屋造、瓦葺、妻入、間口
２７５㌢、奥行３９６㌢、向拝１間、西
向きです。仏像は総高７０㌢、像高３７
㌢、円光背の木造弁財天坐像で明治３２
年に彩色されています。また、総高６５㌢、
像高３９㌢の右手に剣、左手に宝珠を持っ
た石造虚空蔵菩薩立像も祀られています。

198．十日市の阿弥陀堂

　個人宅の裏に南向きに建立されてい
ます。お堂は切妻造、瓦葺、平入、間口・
奥行３２６㌢です。仏像は像高１３㌢
の阿弥陀三尊像で、厨子の中に尊名不
詳の菩薩立像と共に祀られています。
また、彩色された総高５０㌢、像高
３８㌢、火焔向背の木造不動明王像が
祀られています。
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201．平良の庚申塔

　平林庵跡に建立されています。高さ
１６０㌢、正徳５年（１７１５）銘「庚
申塔　正徳五乙未年九月吉祥鳥　當村結
衆男女四十五人建之」と刻まれています。

202．平野の安心の供養碑

　１８２．の北方、四つ角の林の中に建
立されています。自然石を用いた板碑型
で、高さ１５０㌢、延宝５年（１６７７）
銘「無辺法界／隔夜当七百日／接待／安
心五十八歳／延宝五丁巳天八月十九日」
と刻まれています。また、山下集落には、
高さ１８０㌢、延宝５年銘の八百日の供
養碑が建立されています。

203．平野の庚申塔

　墓地の中に建立されています。高さ
１３１㌢、元禄１２年（１６９９）銘「庚
申塔　元禄十二己卯年二月吉祥日（下に
十三名の名前）」、裏面に「長壽庵幼住存
清房盛典　生年四十八歳造修之」と刻ま
れています。

204．平野の庚申塔

　くま川鉄道木上駅南の墓地の中に建立
されています。高さ１４８㌢、天保１５
年（１８４４）銘「庚申塔　天保十五甲
辰歳十二月吉祥日　福永幸助」と刻まれ
ています。
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206．荒田の庚申塔

　１６９．境内に建立されています。高
さ２０８㌢、万治２年（１６５９）銘「庚
申供養　万治二年三月吉日」、文政１１年
（１８２９）銘「文政十一年戊子年再興　
施主蓑田本助」と刻まれています。

208．平川の庚申塔

　里道脇に建立されています。高さ
１５９㌢、元禄１４年（１７０１）銘「庚
申　元禄十四辛巳年卯月廿一日　平川村
貴賎男女」と刻まれています。

205．荒田の地蔵堂

　１６９．境内、西側入り口に南向きに
建立されています。お堂は、切妻造、ト
タン葺、平入、間口９０㌢、奥行１２１
㌢です。仏像は像高６２㌢の石造地蔵菩
薩半跏像です。

207．目郎の庚申塔

　目郎公民館前に建立されています。高
さ１９０㌢、元禄１４年（１７０１）銘
「庚申塔　元禄十四年四月十七日　目良村
中　宝満」と刻まれています。
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209．馬場の庚申塔

　球磨大橋北岸手前から東に入ったとこ
ろに建立されています。高さ２４６㌢、
笠塔婆型で「庚申石像・・・・・・」　と
刻まれていますが、風化のため下部は判
読できません。

211．覚井の庚申塔

　道路脇に建立されています。高さ
１４６㌢、宝永４年（１７０７）銘「庚
申塔　宝永四丁亥四月吉祥日」と刻まれ
ています。

210．岩城の庚申塔

　岩城公民館前に建立されています。高
さ１８０㌢、宝永４年（１７０７）銘「庚
申塔　宝永二二丁亥天四月吉祥日　当村
近里之信男信女」と刻まれています。

212．覚井の金剛塔

　木上小学校東側登校路入り口に建立さ
れています。高さ１１５㌢、宝永３年
（１７０６）銘「金剛正眼　宝永三丙戌
十一月良日」と刻まれています。
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216．野間の金剛塔

　県道３３号人吉水上線の野間橋側に建
立されています。高さ１４３㌢、享保
１７年（１７３２）銘「青面金剛　享保
十七壬子天八月当彼岸」と刻まれていま
す。

214．迫の地蔵尊

　１７４．の脇に祀られています。お堂
はトタン葺の小祠で、間口７８㌢、奥行
３０㌢です。仏像は総高５５㌢、像高
３７㌢、基礎２段高さ３０㌢の石造地蔵
菩薩坐像です。
　

213．覚井の地蔵尊

　２１１．と並んで建立されています。
お堂はブロック造で、仏像は像高４０㌢、
台石高３０㌢、天明５年（１７８５）銘
「天明五乙巳六月廿四日／奉造立／西忠七
／當村中」と台石の前面に刻まれた、石
造地蔵菩薩半跏像です。

215．野間の庚申塔

　高さ９７㌢、享保年間（１７１６～
１７３６）銘「庚申　享保…・・八月・・・・・」
と刻まれています。風化により全ての判
読は困難です。　
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217．野間の多宝塔

　木上飼料生産組合倉庫敷地内に建立
されています。高さ７３㌢、元文４年
（１７３９）銘「多宝塔　元文四己未年二
月当彼岸　当村」と刻まれています。

219．由留木の観音堂
※堂は現存せず

　現在、お堂は取り壊され由留木公民
館の中に祀られています。仏像は総高
１０６㌢、像高４７㌢の木造馬頭観音菩
薩立像で「京都寺町通仏光寺北江入中之
町第四番戸大仏工根元家乾清太郎作明治
廿七年第十月新調ス」と墨書があります。

218．山下の庚申塔

　里道の脇に建立されています。高さ
１０３㌢、享保６年（１７２１）銘「庚
申塔　享保六辛丑天二月彼岸　当村講中」
と刻まれています。

220．由留木の庚申塔

　１７８．境内に建立されています。高
さ１２７㌢、元禄１７年（１７０４）銘「庚
申塔　元禄十七天二月八日　当村講中」
と刻まれています。
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221．由留木の金剛塔

　由留木公民館前に建立されています。
高さ１６３㌢、享保２年（１７１７）銘
「金剛塔　享保二丁酉天八月二十五日　当
村講中」と刻まれています。

223．十日市の禅休の供養碑

　１６２. の西、個人の宅地内の南西角、
石塀の傍にあります。自然石を用い、高
さ１６４㌢、台石高１５㌢です。刻銘は
摩滅しており、判別し難いですが、『木上
村史』によれば、「万人講結衆供養念仏／
元禄三年庚午天／九月七日／安心弟子禅
休立之」と記録されています。

222．由留木の念仏碑

　１７８．参道入り口脇に建立されてい
ます。高さ１７３㌢、建立年不詳です。「南
無阿弥陀仏　長誉　当村衆中」と刻まれ
ています。

224．平岩の庚申塔

　相良村との境である、仏眼寺跡に建立
されています。高さ９４㌢、宝永元年
（１７０４）銘「庚申塔　宝永元甲申天
十一月吉祥日」と刻まれています。
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225．球磨神楽　　国指定文化財　平成２５年３月１２日

　面を付けない、直面の舞手が鈴や御幣、剣などを
手に持って舞う神楽です。１０月８日の青井阿蘇神
社の祭礼による奉納を皮切りに１２月１５日の市房
山神宮まで４３の神社で奉納されます。詳細な起源
は不明ですが、文明４年（１４７２）に１１代相良
為続が雨乞いのために奉納されたのが始めとされま

す。本来３３番まであった演目ですが、現在では１７番までが継承されています。
　神職の職分として伝承されていたのですが、明治維新後は後継者不足に悩まされたた
め、昭和３年から一般人も舞うことができるようになりました。昭和３７年に球磨全域
を対象に保存会が結成され、以前の神社単位での奉納であったものが、保存会が各神社
へ出張して奉納という形で現在に至っています。昭和５８年に実施された学術調査報告
書の中で、日本伝統音楽学研究者の吉川周平氏は「隣接する南九州の神楽とは異なり、
神懸りの要素を強くもったもの」と評しています。
　錦町では西村神社、一武八幡神宮、木上加茂神社などで舞われています。

226．黒辺田野臼太鼓踊り　　町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　明治１５年頃、藍田村下田代（現人吉市下田代町）
の人々から教えを受けたとされます。また、その時
のお礼が、モミ十駄背負わせて１０頭分であったと
いうことです。総大将の“頭”、勇猛果敢な侍大将の
“関”、策略を巡らす“脇”とあり、頭の踊りは敵状視察、
かけ引き、指揮、士気の鼓舞を表し、関の踊りは馬

にまたがり戦場を駆けめぐる様を表し、脇は智略を巡らし堂々と戦を押し進めていく姿
を表しています。三役とも女形の鐘打ちがおり、夫の出陣の励ます奥方を表しています。
三役一緒で、歌の池（出陣の歌）、追い虫（いざ出陣）、ぜいや（競り合い）、打ち切り（戦
いの終わり）、引き（引き上げる模様）が踊られます。
　黒辺田野臼太鼓踊り保存会が保持しています。

227．下須建築踊り　町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　昭和２２年に愛国婦人会総会の出し物出場のため、
謝礼２円で相良村川村・柳瀬に行き踊りを習ったと
される。
　昭和２２年３月１日に第７分館建築踊り保存会が
設立されました。
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228．大王三条棒踊り　  町指定文化財　平成元年２月１０日

　由来は不明ですが、秋の収穫祭に奉
納されたものです。１番は熊本御前で
の相撲、２番は川原での子どもの遊び、
３番は集落総出の村祭が表現されてい
る。
　昭和５６年１１月１８日に大王三条
棒踊り保存会が設立されますが、現在
は活動を休止しています。

229．東方棒踊り
　町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　始まりは明確ではありませんが、明治
中期に鹿児島県人を雇って演舞したのが
始まりとされます。日露戦争の戦勝祝に
踊ったと云われ、戦時下の民衆を奮い立
たせ戦勝の喜びを率直に表現する為に、
最も適した踊りとして流行しました。東
方棒踊りは女性が主役で踊りは“護身術”
に近いものがあります。
　昭和５２年４月２０日に東方棒踊り保
存会が設立されますが、現在活動は休止
しています。

230．浜川太鼓踊り
　町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　詳細な由来は不明ですが、昔から長男
にだけ伝えられ、歌詩も文字にしてはな
らず、歌うときは故意に歌詩がわからな
いように歌わなければならないと云われ
ていました。他の多くの太鼓踊りとは異
なり、“お祝いの歌”、“喜びの踊り”であり、
優雅に歌い踊る上品な美しい踊りです。
　浜川太鼓踊り保存会が保持していまし
たが、現在活動は休止しています。
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232．下原女相撲

　明治時代、小学校の落成記念で披露さ
れたのが始まりとされます。
　下原女相撲保存会によって保持されて
います。

231．平岩古代太鼓踊り　  町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　詳細な由来は不明です。昭和５年一
武八幡宮新築落成、昭和９年相良村川
辺の雨乞い祈願、昭和１２年一武東方
の雨宮神社での雨乞い祈願のほか、多
数の式典で演舞しています。
　保持団体は平岩太鼓踊り保存会です。

233．狩政・切原野臼太鼓踊り
　町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　詳細な由来は不明です。途絶えていた
ものを昭和５年に再興されました。伝授
は非常に厳格で、個人の自由は許されず
長男に限られました。
　昭和４６年に大太鼓などの寄贈があり、
昭和４７年８月２１日に狩政・臼太鼓踊
り保存会が設立されました。
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234．岩城臼太鼓踊り
　町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　詳細な由来は不明ですが、相良藩によ
る武芸奨励、相良氏入国前の農民による
踊り、豊臣秀吉の朝鮮出兵時に持ち帰っ
たもの、念仏踊りから発展したものなど、
様々な説があります。明治１４年頃から
の記録が残っており、太平洋戦争中は一
次中断していましたが、昭和２１年に復
活しました。
　昭和４８年１１月２３日に岩城臼太鼓
踊り保存会が設立されましたが、現在活
動は休止しています。

235．迫・野間臼太鼓踊り
　町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　詳細な由来は不明ですが、源平の戦い
を模したもの、相良藩による武芸奨励を
目的としたものとも伝えられています。
　昭和４７年１１月１日に第２３分館臼
太鼓踊り保存会が設立されました。

236．福島虎踊り
　町指定文化財　昭和５５年１０月２２日

　詳細な由来は不明ですが、昭和５５年
に２５年ぶりに復活しました。踊りは２幕
からなり、１幕は茶屋で休んでいる武士
の前で茶屋の女２人による踊りが披露さ
れ、田楽踊りや手品師が登場し、茶屋を
舞台に繰り広げられる虎退治です。２幕
は荒木又右衛門の仇、河合又五郎が討た
れる場面を滑稽に再現しています。
　第１７分館福島虎踊り保存会が保持し
ています。

237．タイ捨流剣法
　町指定文化財　平成６年１０月１日

　上泉守信綱から新陰流を学んだ丸目蔵
人佐は、新陰流を発展させたタイ捨流を
編み出します。タイ捨流の“タイ”の意
味は、丸目家に伝わる『タイ捨流の序』
によると「タイと仮名を用いる根源は、
漢字の体を仕ふ時は体を捨てるに止り、
或いは待と書しても、待つ事を捨てるの
心となり、亦、太捨と言へば、自性に至
ると言ふ心と成り、斯如く範囲一系にし
て心狭く、唯、漢字其 のみに通し、真
意を穿つ事を得ざるなり。」とあります。
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238．迫・野間羅生門踊り

　詳細な由来は不明ですが、元来迫集落に伝わっていた踊りを、平成元年におよそ
３５年ぶりに古老２人の協力により「迫・野間羅生門踊り」として復活しました。
踊りは１番から４番までで構成されています。２番は「羅生門の唄」を唄いながら
の踊りで、偉人をたたえた優雅な舞となっています。軽快な太鼓・鐘のリズム、独
特な足さばきの踊りは、古代のロマンを感じます。
　平成９年からは伝統文化教育推進事業として錦町立木上小学校５・６年生が保存
活動に取り組んでいます。
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種類別指定文化財 一覧表

指定文化財 一覧表
平成 28 年 3 月 1 日　現在

平成 28 年 3 月 1 日　現在
区分 国指定 県指定 町指定 国登録 合計

建 造 物 1 10 6 17
史　　跡 2 3 5
彫　　刻 1 4 5
文　　書 1 1
古 武 道 1 1
書　　跡 1 1
有形民俗 1 1 2
無形民俗 1 9 10
合計 2 4 30 6 42

国　指　定
種別 名称 指定年月日 備考
建 造 物 桑原家住宅 昭和�48. 2.23
無形民俗 球磨神楽 平成�25. 3.12 日本遺産

県　指　定
種別 名称 指定年月日 備考
史　　跡 京ヶ峰横穴群 昭和�34.12. 8
史　　跡 亀塚古墳群 1号墳 昭和�51. 3.23
彫　　刻 木造釈迦如来坐像 昭和�62.11.12
有形民俗 迫の庚申塔 平成�10. 1.28 日本遺産

町　指　定
種別 名称 指定年月日 備考

建 造 物 土屋観音堂 平成��8. 6. 3 日本遺産
建 造 物 十三仏碑 平成��8. 6. 3
建 造 物 木本神宮 平成��8. 6. 3 日本遺産
建 造 物 丸目蔵人佐の墓 平成��1. 2.10
建 造 物 十日市　大日堂 平成�20.11. 1
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建 造 物 平野神社 平成�28. 3. 1
建 造 物 荒田大王神社 平成�28. 3. 1
建 造 物 二宮神社 平成�28. 3. 1
建 造 物 窪田越後一族の墓 平成�28. 3. 1
建 造 物 ごあんさん 平成�28. 3. 1
史　　跡 円鏡庵跡 昭和�41. 9.16
史　　跡 下り山須恵窯跡群 昭和�41. 9.16
史　　跡 亀塚古墳群２号墳 平成 � 1. 2.10
彫　　刻 新宮寺六観音 昭和�41. 9.16 日本遺産
彫　　刻 久保�木造大日如来坐像、木造毘沙門天立像、木造不動明王立像 平成�28. 3. 1
彫　　刻 大王三条　木造弥勒菩薩坐像 平成�28. 3. 1
彫　　刻 覚井�木造薬師如来三尊像、木造十二神将立像 平成�28. 3. 1
文　　書 御伊勢講文書及び神号掛軸 平成�18.11. 1
古 武 道 タイ捨流剣法保持者認定 平成 � 6.10. 1 保持者不在
書　　跡 佐藤一斎の書 平成 � 8. 6. 3
有形民俗 丸目蔵人佐遺品 昭和�41. 9.16
無形民俗 黒辺田野臼太鼓踊り 昭和�55.10.22 日本遺産
無形民俗 平岩太鼓踊り 昭和�55.10.22 日本遺産
無形民俗 浜川太鼓踊り 昭和�55.10.22 日本遺産
無形民俗 狩政・切原野臼太鼓踊り 昭和�55.10.22 日本遺産
無形民俗 岩城古代太鼓踊り 昭和�55.10.22 日本遺産
無形民俗 迫・野間臼太鼓踊り 昭和�55.10.22 日本遺産
無形民俗 下須建築踊り 昭和�55.10.22
無形民俗 東方棒踊り 昭和�55.10.22
無形民俗 大王三条棒踊り 平成 � 1. 2.10

国　登　録
種別 名称 指定年月日
建 造 物 くま川鉄道　球磨川第四橋梁 平成26.12.19
建 造 物 くま川鉄道　第一高柱川橋梁 平成26.12.19
建 造 物 くま川鉄道　第二高柱川橋梁 平成26.12.19
建 造 物 くま川鉄道　内門橋梁 平成26.12.19
建 造 物 くま川鉄道　第二覚井橋梁 平成26.12.19

建 造 物 くま川鉄道　木上駅待合所及びプラットホーム 平成26.12.19
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掲載文化財 一覧表
平成 28 年 3 月１日　現在

西地区
№ 集落 分館 文化財名称 備考 緯度（10進法）経度（10進法） 緯度（60進法） 経度（60進法）

1 京の峰 1 天下神社 32.8018 130.2022 32°12′07″ 130°48′06″
2 一丸 1 明神社 32.2007 130.7882 32°12′02″ 130°47′17″
3 久保宇野 1 久保宇野の地蔵堂 32.196 130.8003 32°11′45″ 130°48′01″
4 久保宇野 1 柴立地蔵 32.1994 130.7969 32°11′57″ 130°47′49″
5 久保宇野 1 新宮寺 32.1937 130.8032 32°11′37″ 130°48′11″
6 久保宇野 1 新宮寺六観音堂 町指定・日本遺産 32.1933 130.1933 32°11′36″ 130°48′11″
7 今山 2 今山の毘沙門堂 32.1843 130.819 32°11′03″ 130°49′08″
8 今山 2 西乗寺 32.1872 130.8203 32°11′13″ 130°49′13″
9 黒辺田野 3 休円坊の墓 32.1743 130.8207 32°10′27″ 130°49′14″
10 松里 6 新八幡神社 32.1997 130.8184 32°11′59″ 130°49′06′
11 大王三条 8 大王三条の弥勒堂 町指定 32.2005 130.8212 32°12′02″ 130°49′16″
12 久保宇野 1 新宮神社 32.1934 130.8045 32°11′36″ 130°48′16′
13 京の峰 1 京ヶ峰横穴群 県指定 32.2045 130.8002 32°12′16″ 130°48′00″
14 無田原 1 池王神社 32.198 130.7863 32°11′53″ 130°47′10″
15 黒辺田野 3 黒辺田野の薬師堂と三界万霊塔 32.1732 130.818 32°10′23″ 130°49′05″
16 黒辺田野 3 黒辺田野の観音堂 32.1783 130.8191 32°10′42″ 130°49′09″
17 大鶴 4 八幡神社 32.181 130.8373 32°10′51″ 130°50′14″
18 井手口 5 井手口の薬師堂 32.1968 130.8153 32°11′48″ 130°48′55″
19 松里 6 西村神社 32.1997 130.8212 32°11′58″ 130°49′16″
20 下須 7 忍成寺 32.1986 130.8135 32°11′55″ 130°48′48″
21 下須 7 陳宮神社 32.2021 130.8174 32°12′07″ 130°49′02″
22 久保 8 四足神社 32.2045 130.8283 32°12′16″ 130°49′42″
23 久保 8 久保の大日堂と庚申塔 町指定 32.2044 130.8259 32°12′15″ 130°49′33″
24 大王三条 8 大王三条の庚申堂 32.2016 130.8228 32°12′06″ 130°49′22″
25 内門 8 亀塚古墳群 1 号墳 : 県指定、2 号墳 : 町指定 32.1985 130.828 32°11′54″ 130°49′41″
26 一丸 1 一丸の地蔵尊 32.2016 130.79 32°12′05″ 130°47′24″
27 一丸 1 一丸の馬頭観音堂 32.1996 130.7947 32°11′58″ 130°47′41″
28 一丸 1 一丸の安心の供養碑 32.2024 130.7855 32°12′08″ 130°47′07″
29 一丸 1 一丸の首切り千人地蔵 32.1998 130.7946 32°11′59″ 130°47′40″
30 一丸 1 一丸の南無塔 32.2023 130.7853 32°12′08″ 130°47′07″
31 京の峰 1 くま川鉄道球磨川第四橋梁 国登録 32.2054 130.7996 32°12′19″ 130°47′58″
32 無田原 1 無田原の阿弥陀堂 32.1983 130.786 32°11′54″ 130°47′09″
33 無田原 1 無田原の庚申塔 32.1982 130.7863 32°11′53″ 130°47′10″
34 木揚 2 荒平神社 32.1863 130.8134 32°11′11″ 130°48′48″
35 黒辺田野 3 黒辺田野の金剛塔 32.1722 130.8197 32°10′20″ 130°49′11″
36 黒辺田野 3 黒辺田野の地蔵堂 32.1707 130.8219 32°10′14″ 130°49′19″
37 黒辺田野 3 黒辺田野の出雲守塔 32.1711 130.8208 32°10′16″ 130°49′15″
38 大鶴 4 大鶴の阿弥陀堂 32.1845 130.833 32°11′04″ 130°49′58″
39 井手口 5 井手口の地蔵尊 32.1965 130.8135 32°11′47″ 130°48′48″
40 下須 7 あまどんの墓と庚申塔 32.202 130.8172 32°12′07″ 130°49′02″
41 中福良 7 中福良の観音堂 32.2018 130.8174 32°12′06″ 130°49′02″
42 中福良 7 石走唐渡神社跡 32.2021 130.819 32°12′07″ 130°49′08″
43 大王三条 8 大王三条の庚申石塔 32.2023 130.8235 32°12′08″ 130°49′24″
44 一丸 1 一丸の庚申塔 32.2023 130.7853 32°12′08″ 130°47′07″
45 京の峰 1 京の峰の庚申塔 32.202 130.7987 32°12′07″ 130°47′55″
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46 京の峰 1 くま川鉄道第一高柱川橋梁 国登録 32.2032 130.8027 32°12′08″ 130°47′07″
47 京の峰 1 くま川鉄道第二高柱川橋梁 国登録 32.203 130.804 32°12′07″ 130°48′14″
48 久保宇野 1 久保宇野の庚申塔 32.1973 130.7987 32°11′50″ 130°47′54″
49 木揚 2 木揚の庚申塔 32.1873 130.8155 32°11′14″ 130°48′56″
50 黒辺田野 3 黒辺田野の庚申塔 32.1744 130.8206 32°10′27″ 130°49′14″
51 黒辺田野 3 黒辺田野の庚申塔 32.1758 130.82 32°10′33″ 130°49′12″
52 鍋山 3 鍋山の庚申塔 32.1784 130.8285 32°10′42″ 130°49′42″
53 永野 3 永野の庚申塔 32.1803 130.8362 32°10′49″ 130°50′10″
54 大鶴 4 大鶴の逆修碑 32.1845 130.833 32°11′04″ 130°49′58″
55 大鶴 4 大鶴の庚申塔 32.1846 130.8328 32°11′04″ 130°49′58″
56 大鶴 4 大鶴の庚申塔 32.181 130.8372 32°10′51″ 130°50′14″
57 大鶴 4 大鶴の石灯篭 32.1813 130.8371 32°10′52″ 130°50′13″
58 大鶴 4 大鶴の阿弥陀堂 32.1811 130.837 32°10′52″ 130°50′13″
59 井手口 5 井手口の庚申塔 32.1944 130.8135 32°11′40″ 130°48′48″
60 井手口 5 井手口の庚申塔 32.1959 130.8174 32°11′45″ 130°49′02″
61 井手口 5 井手口の庚申塔 32.1962 130.8176 32°11′46″ 130°49′03″
62 井手口 5 井手口の庚申塔 32.1965 130.8135 32°11′47″ 130°48′48″
63 井手口 5 井手口の地蔵尊 32.1968 130.8193 32°11′48″ 130°49′09″
64 井手口 5 井手口の石灯篭 32.196 130.8173 32°11′45″ 130°49′02″
65 下須 7 下須の庚申塔・地蔵尊 32.2014 130.8154 32°12′05″ 130°48′55″
66 下須 7 下須の地蔵堂 32.2003 130.8143 32°12′01″ 130°48′51″
67 中福良 7 くま川鉄道内門橋梁 国登録 32.2044 130.8214 32°12′15″ 130°49′17″
68 中福良 7 中福良の庚申塔 32.2006 130.8181 32°12′02″ 130°49′05″
69 中福良 7 中福良の地蔵碑 32.2005 130.8179 32°12′02″ 130°49′04″
70 中福良 7 中福良の地蔵尊 32.202 130.8186 32°12′07″ 130°49′07″
71 内門 8 内門の安心の萬人講碑 32.1988 130.8236 32°11′55″ 130°49′25″

一武地区
№ 集落 分館 文化財名称 備考 緯度（10進法）経度（10進法） 緯度（60進法） 経度（60進法）

72 土屋 10 土屋の観音堂 町指定・日本遺産 32.2063 130.8365 32°12′22″ 130°50′11″
73 小川 10 小川の阿弥陀堂 32.2068 130.8416 32°12′24″ 130°50′30″
74 切原野 13 丸目蔵人佐の墓 町指定 32.1877 130.8408 32°11′16″ 130°50′27″
75 狩政 13 桑原家住宅 国指定 32.1893 130.843 32°11′21″ 130°50′35″
76 本別府 14 円鏡庵跡 町指定 32.1909 130.8676 32°11′27″ 130°52′03″
77 中原 15 八大龍王神社 32.2006 130.8692 32°12′02″ 130°52′09″
78 内村 16 一武八幡宮 32.2114 130.8453 32°12′41″ 130°50′43″
79 東方 9 一宮権現 32.2043 130.8331 32°12′15″ 130°49′59″
80 東方 9 雨宮神社 32.2062 130.8309 32°12′22″ 130°49′51″
81 東方 9 東方の庚申塔（六地蔵の石塔） 32.2042 130.8331 32°12′15″ 130°49′59″
82 東方 9 東方の観音堂 32.2055 130.8303 32°12′19″ 130°49′49″
83 浜川 9 浜川の地蔵堂 32.2114 130.8259 32°12′41″ 130°49′33″
84 平岩 9 平岩の庚申塔 32.2124 130.8352 32°12′44″ 130°50′06″
85 平岩 9 平岩の毘沙門堂 32.2125 130.8351 32°12′45″ 130°50′06″
86 平岩 9 平岩の観音堂 32.2144 130.8314 32°12′52″ 130°49′53″
87 土屋 10 報恩寺 32.2074 130.8373 32°12′26″ 130°50′14″
88 土屋 10 一字一石塔 32.2063 130.8364 32°12′22″ 130°50′11″
89 覚井 10 一團塔 32.2077 130.838 32°12′27″ 130°50′16″
90 覚井 10 覚井の薬師堂 町指定 32.2069 130.8399 32°12′25″ 130°50′23″
91 元忠ヶ原 10 元忠ヶ原の地蔵堂 32.2012 130.8423 32°12′04″ 130°50′32″
92 下忠ヶ原 11 西迎寺 32.1995 130.8426 32°11′58″ 130°50′33″
93 下原 12 下原の地蔵堂 32.1992 130.8384 32°11′57″ 130°50′18″
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94 別府 13 別府の観音堂 32.1899 130.8497 32°11′23″ 130°50′59″
95 狩政 13 下り山神社 32.1846 130.8437 32°11′04″ 130°50′37″
96 狩政 13 下り山須恵窯跡群 町指定 32.1842 130.8453 32°11′03″ 130°50′43″
97 切原野 13 切原野の地蔵堂 32.1877 130.8411 32°11′15″ 130°50′28″
98 中原 15 中原の庚申塔 32.2017 130.8694 32°12′06″ 130°52′09″
99 中原 15 中原の阿弥陀堂 32.2019 130.8695 32°12′07″ 130°52′10″
100 横山 15 横山の阿弥陀堂 32.1987 130.8726 32°11′55″ 130°52′21″
101 横山 15 横山の禅休の供養碑 32.1995 130.8712 32°11′58″ 130°52′16″
102 内村 16 丸目受宰の墓 32.2084 130.8477 32°12′30″ 130°50′52″
103 平岩 9 平岩の庚申塔と水神塔 32.2145 130.8315 32°12′52″ 130°49′53″
104 平岩 9 平岩の地蔵堂 32.2102 130.8321 32°12′36″ 130°49′55″
105 浜川 9 浜川の薬師堂 32.2105 130.8275 32°12′37″ 130°49′39″
106 元忠ヶ原 10 佐藤一斎の書 町指定 - - - -
107 土屋 10 土屋の庚申塔 32.2075 130.8359 32°12′27″ 130°50′09″
108 中忠ヶ原 11 中忠ヶ原の地蔵堂 32.1991 130.8428 32°11′56″ 130°50′34″
109 下忠ヶ原 11 下忠ヶ原の淡島社 32.1992 130.8421 32°11′57″ 130°50′31″
110 下忠ヶ原 11 丸目蔵人佐遺品 町指定 - - - -
111 下原 12 下原の釈迦堂 堂は現存せず 32.1992 130.8384 32°11′57″ 130°50′18″
112 狩政 13 狩政の薬師堂 32.1881 130.8448 32°11′17″ 130°50′41″
113 本別府 14 安心の墓 32.1911 130.8677 32°11′28″ 130°52′03″
114 本別府 14 本別府の地蔵堂 32.1908 130.8662 32°11′26″ 130°51′58″
115 本別府 14 本別府の山神社 32.1872 130.8688 32°11′14″ 130°52′07″
116 本別府 14 本別府の天子塔 32.1896 130.8677 32°11′22″ 130°52′03″
117 横山 15 横山の地蔵堂 32.1987 130.8726 32°11′55″ 130°52′21″
118 中原 15 中原の庚申塔 32.204 130.8726 32°12′14″ 130°52′21″
119 中原 15 中原の地蔵堂 32.2018 130.8694 32°12′06″ 130°52′10″
120 中原 15 中原の道標 32.2018 130.8693 32°12′06″ 130°52′09″
121 中原 15 中原の道標 32.2029 130.8716 32°12′10″ 130°52′17″
122 内村 16 内村の地蔵堂 32.2099 130.8459 32°12′35″ 130°50′45″
123 福島 17 福島の功徳聚塔 32.2121 130.8448 32°12′43″ 130°50′41″
124 平岩 9 平岩の庚申塔 32.2103 130.8321 32°12′37″ 130°49′55″
125 平岩 9 平岩の雄辰和尚の碑 32.2124 130.8351 32°12′44″ 130°50′06″
126 平岩 9 平岩の安心の供養碑 32.2126 130.8353 32°12′45″ 130°50′07″
127 平岩 9 平岩の南無阿弥陀仏の碑 32.2125 130.8351 32°12′45″ 130°50′06″
128 東方 9 東方の庚申塔 32.2039 130.8358 32°12′14″ 130°50′09″
129 東方 9 東方の庚申塔 32.2054 130.8305 32°12′19″ 130°49′49″
130 東方 9 東方の庚申塔 32.202 130.8346 32°12′07″ 130°50′04″
131 元忠ヶ原 10 元忠ヶ原の庚申塔 32.2011 130.842 32°12′04″ 130°50′31″
132 土屋 10 土屋の庚申塔 32.2067 130.836 32°12′24″ 130°50′09″
133 土屋 10 土屋の庚申塔 32.2051 130.8377 32°12′18″ 130°50′16″
134 上忠ヶ原 11 竜掘の道標 32.2007 130.8481 32°12′02″ 130°50′53″
135 狩政 13 狩政の大雄峯塔 32.1877 130.8433 32°11′15″ 130°50′36″
136 切原野 13 切原野の庚申塔 32.1879 130.8406 32°11′16″ 130°50′26″
137 別府 13 別府の庚申塔 32.1899 130.8497 32°11′23″ 130°50′59″
138 本別府 14 本別府の安心の供養碑 32.191 130.8679 32°11′27″ 130°52′04″
139 本別府 14 本別府の地蔵尊 32.1909 130.8676 32°11′27″ 130°52′03″
140 本別府 14 本別府の地蔵堂 32.1905 130.8671 32°11′26″ 130°52′01″
141 中島 14 中島の地蔵尊 32.1963 130.8628 32°11′46″ 130°51′46″
142 横山 15 横山の庚申塔 32.1994 130.8749 32°11′57″ 130°52′29″
143 横山 15 横山の金剛塔 32.1989 130.8717 32°11′56″ 130°52′18″
144 東原 16 東原の地蔵堂 32.206 130.852 32°12′21″ 130°51′07″
145 東原 16 東原の庚申塔 32.2063 130.8515 32°12′22″ 130°51′05″
146 福島 17 福島の宝塔 32.2131 130.8451 32°12′47″ 130°50′42″
147 駅通り 17 くま川鉄道第二覚井橋梁 国登録 32.215 130.8406 32°12′54″ 130°50′26″
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木上地区
№ 集落 分館 文化財名称 備考 緯度（10進法）経度（10進法） 緯度（60進法） 経度（60進法）

148 平野 19 平野神社 町指定 32.225 130.8613 32°13′30″ 130°51′40″
149 荒田 20 荒田観音堂・木造釈迦如来坐像 県指定 32.2312 130.8466 32°13′52″ 130°50′47″
150 荒田 20 日露戦争 戦捷紀年碑 32.2313 130.8466 32°13′52″ 130°50′48″
151 目郎 20 熊野座神社 社殿は現存せず 32.2336 130.8526 32°14′01″ 130°51′09″
152 平川 20 平川地区の " お伊勢講 " 資料 町指定 - - - -
153 岩城 22 長安寺 32.2269 130.8415 32°13′36″ 130°50′29″
154 岩城 22 窪田越後一族の墓 32.2255 130.8442 32°13′31″ 130°50′39″
155 迫 23 隠れ念仏の資料 - - - -
156 迫 23 西南戦争従軍記念の石灯篭 32.2271 130.8368 32°13′37″ 130°50′12″
157 山下 24 大正初年の耕地整理記念碑 32.2253 130.8258 32°13′31″ 130°49′33″
158 山下 24 上田天満宮 32.2244 130.8216 32°13′27″ 130°49′17″
159 山下 24 ごあんさん 32.2258 130.8233 32°13′33″ 130°49′24″
160 由留木 24 木上加茂神社 32.2208 130.8188 32°13′15″ 130°49′07″
161 由留木 24 人吉海軍航空隊基地跡 ( 地下魚雷調整壕 ) 32.2204 130.8188 32°13′13″ 130°49′07″
162 十日市 24 十日市の大日堂 町指定 32.2198 130.8275 32°13′11″ 130°49′39″
163 - - 木上溝 ※掲載写真位置 32.228 130.8493 32°13′40″ 130°50′57″
164 平良 18 平良の地蔵堂 32.2153 130.85 32°12′55″ 130°51′00″
165 平良 18 天子神社 32.2171 130.8505 32°13′01″ 130°51′02″
166 平良 18 十三仏碑 町指定 32.2169 130.8557 32°13′00″ 130°51′20″

167
平良 19 焼酎墓 ( 上田與右衛門 ) 日本遺産 32.2158 130.8536 32°12′57″ 130°51′13″
目郎 20 焼酎墓 ( 源七 ) 日本遺産 32.2342 130.8506 32°14′03″ 130°51′02″

168 荒田 20 墓碑群 ( イボの神 ) 32.232 130.8502 32°13′55″ 130°51′00″
169 荒田 20 荒田大王神社 町指定 32.2313 130.8467 32°13′52″ 130°50′48″
170 平川 20 平川大王社 社殿は現存せず 32.239 130.8545 32°14′20″ 130°51′16″
171 岩城 22 明覚寺 32.2291 130.8445 32°13′44″ 130°50′40″
172 岩城 22 木本神宮 町指定・日本遺産 32.2272 130.8455 32°13′37″ 130°50′43″
173 覚井 22 二宮神社 町指定 32.2297 130.8436 32°13′46″ 130°50′36″
174 迫 23 迫の庚申塔 32.2278 130.8394 32°13′40″ 130°50′21″
175 迫 23 葛掛神社 県指定 32.2273 130.8366 32°13′38″ 130°50′12″
176 野間 23 野間の聖観音 堂は現存せず 32.2293 130.8305 32°13′45″ 130°49′50″
177 山下 24 相良義陽公神社 32.2246 130.8226 32°13′28″ 130°49′21″
178 十日市 24 智源寺 32.2185 130.8205 32°13′06″ 130°49′14″
179 十日市 24 松尾神社 社殿は現存せず 32.2209 130.8252 32°13′15″ 130°49′30″
180 平良 18 平良の観音堂 32.2172 130.8553 32°13′02″ 130°51′19″
181 平良 19 平野の観音堂 32.2215 130.8605 32°13′17″ 130°51′37″
182 平野 19 四ツ塚古墳群 32.2184 130.8611 32°13′06″ 130°51′40″
183 平野 19 くま川鉄道木上駅待合所及びプラットホーム 国登録 32.2239 130.8584 32°13′26″ 130°51′30″
184 荒田 20 荒田の薬師堂 32.2313 130.8469 32°13′52″ 130°50′48″
185 荒田 20 荒田大王神社境内の墓碑 32.2311 130.8465 32°13′52″ 130°50′47″
186 平川 20 柳瀬堂 32.239 130.8544 32°14′20″ 130°51′16″
187 平川 20 平川の毘沙門堂 32.2383 130.8544 32°14′18″ 130°51′16″
188 平川 20 平川の観音堂 32.2383 130.8546 32°14′18″ 130°51′16″
189 平川 20 平川の薬師堂 堂は現存せず 32.239 130.8545 32°14′20″ 130°51′16″
190 馬場 22 馬場の地蔵堂 32.225 130.8438 32°13′30″ 130°50′37″
191 岩城 22 岩城の阿弥陀堂 堂は現存せず 32.2265 130.8429 32°13′35″ 130°50′34″
192 覚井 22 覚井の薬師堂 堂は現存せず 32.2287 130.8416 32°13′43″ 130°50′29″
193 覚井 22 覚井の地蔵尊 32.2268 130.8422 32°13′36″ 130°50′31″
194 野間 23 野間の地蔵尊 32.228 130.8315 32°13′40″ 130°49′53″
195 山下 24 山下の阿弥陀堂 堂は現存せず 32.2249 130.8241 32°13′29″ 130°49′27″
196 由留木 24 由留木の地蔵尊 32.2189 130.8207 32°13′08″ 130°49′14″
197 十日市 24 十日市の弥勒堂 32.2198 130.8276 32°13′11″ 130°49′39″
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198 十日市 24 十日市の阿弥陀堂 32.2197 130.8245 32°13′10″ 130°49′28″
199 十日市 24 十日市の弁財天堂 32.2189 130.8231 32°13′08″ 130°49′23″
200 十日市 24 十日市の地蔵堂 32.22 130.8275 32°13′12″ 130°49′39″
201 平良 18 平良の庚申塔 32.2169 130.8492 32°13′00″ 130°50′57″
202 平野 18 平野の安心の供養碑 32.2202 130.8602 32°13′12″ 130°51′36″
203 平野 19 平野の庚申塔 32.2232 130.8606 32°13′23″ 130°51′38″
204 平野 19 平野の庚申塔 32.2234 130.8584 32°13′24″ 130°51′30″
205 荒田 20 荒田の地蔵堂 32.2311 130.8467 32°13′52″ 130°50′48″
206 荒田 20 荒田の庚申塔 32.2311 130.8466 32°13′52″ 130°50′48″
207 目郎 20 目郎の庚申塔 32.2336 130.8526 32°14′01″ 130°51′09″
208 平川 20 平川の庚申塔 32.2378 130.8561 32°14′16″ 130°51′22″
209 馬場 22 馬場の庚申塔 32.2247 130.844 32°13′29″ 130°50′38″
210 岩城 22 岩城の庚申塔 32.2265 130.8429 32°13′35″ 130°50′34″
211 覚井 22 覚井の庚申塔 32.2284 130.8431 32°13′42″ 130°50′35″
212 覚井 22 覚井の金剛塔 32.227 130.8423 32°13′37″ 130°50′32″
213 覚井 22 覚井の地蔵尊 32.2283 130.8431 32°13′42″ 130°50′35″
214 迫 23 迫の地蔵尊 32.2278 130.8394 32°13′40″ 130°50′22″
215 野間 23 野間の庚申塔 32.2295 130.8306 32°13′46″ 130°49′50″
216 野間 23 野間の金剛塔 32.2263 130.8329 32°13′34″ 130°49′58″
217 野間 23 野間の多宝塔 32.228 130.8315 32°13′41″ 130°49′53″
218 山下 24 山下の庚申塔 32.225 130.8228 32°13′30″ 130°49′22″
219 由留木 24 由留木の観音堂 堂は現存せず 32.2204 130.8198 32°13′13″ 130°49′11″
220 由留木 24 由留木の庚申塔 32.2184 130.8207 32°13′06″ 130°49′14″
221 由留木 24 由留木の金剛塔 32.2206 130.8199 32°13′14″ 130°49′11″
222 由留木 24 由留木の念仏碑 32.2186 130.8208 32°13′07″ 130°49′14″
223 十日市 24 十日市の禅休の供養碑 32.22 130.8272 32°13′12′ 130°49′37″
224 平岩 26 平岩の庚申塔 32.24 130.8122 32°14′24″ 130°48′44″

無形文化財
№ 集落 分館 文化財名称 備考

225 - - 球磨神楽 国指定

226 黒辺田野 3 黒辺田野臼太鼓踊り 町指定

227 下須 7 下須建築踊り 町指定

228 大王三条 8 大王三条棒踊り 町指定 現在休止中

229 東方 9 東方棒踊り 町指定 現在休止中

230 浜川 9 浜川太鼓踊り 町指定 現在休止中

231 平岩 9 平岩太鼓踊り 町指定

232 下原 12 下原女相撲

233 狩政・切原野 13 狩政・切原野臼太鼓踊り 町指定

234 岩城 22 岩城古代太鼓踊り 町指定 現在休止中

235 迫・野間 23 迫・野間臼太鼓踊り 町指定

236 福島 17 福島虎踊り 町指定

237 - 3 タイ捨流剣法 町指定

238 迫・野間 23 迫・野間羅生門踊り
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索　引
【 あ 】
40． あまどんの墓と庚申塔（あまどんのはかとこうしんとう）…………………………25
80． 雨宮神社（あまみやじんじゃ）…………………………………………………………42
1．　天下神社（あもいじんじゃ）�……………………………………………………………3
149．荒田観音堂と木造釈迦如来坐像（あらたかんのんどうともくぞうしゃかにょらいざぞう）�69
169．荒田大王神社（あらただいおうじんじゃ）……………………………………………86
185．荒田大王神社境内の墓碑（あらただいおうじんじゃけいだいのぼひ）……………93
206．荒田の庚申塔（あらたのこうしんとう）��……………………………………………100
205．荒田の地蔵堂（あらたのじぞうどう）��………………………………………………100
184．荒田の薬師堂（あらたのやくしどう）…………………………………………………93
34． 荒平神社（あらひらじんじゃ）…………………………………………………………23
113．安心の墓（あんじんのはか）……………………………………………………………57

【 い 】
14． 池王神社（いけおうじんじゃ）…………………………………………………………15
42． 石走唐渡神社跡（いしばしりからとじんじゃあと）…………………………………26
88． 一字一石塔（いちじいっせきとう）……………………………………………………46
89． 一團塔（いちだんとう）…………………………………………………………………47
79． 一宮権現（いちのみやごんげん）………………………………………………………42
78． 一武八幡宮（いちぶはちまんぐう）……………………………………………………41
28． 一丸の安心の供養碑（いちまるのあんじんのくようひ）……………………………21
29． 一丸の首切り千人地蔵（いちまるのくびきりせんにんじぞう）……………………22
44． 一丸の庚申塔（いちまるのこうしんとう）……………………………………………27
26． 一丸の地蔵尊（いちまるのじぞうそん）………………………………………………21
27． 一丸の馬頭観音堂（いちまるのばとうかんのんどう）………………………………21
30． 一丸の南無塔（いちまるのなむとう）…………………………………………………22
64． 井手の口の石灯篭（いでのくちのいしどうろう）……………………………………32
59． 井手の口の庚申塔（いでのくちのこうしんとう）……………………………………30
60． 井手の口の庚申塔（いでのくちのこうしんとう）……………………………………31
61． 井手の口の庚申塔（いでのくちのこうしんとう）……………………………………31
62． 井手の口の庚申塔（いでのくちのこうしんとう）……………………………………31
39． 井手の口の地蔵尊（いでのくちのじぞうそん）………………………………………25
63． 井手の口の地蔵尊（いでのくちのじぞうそん）………………………………………31
18． 井手の口の薬師堂（いでのくちのやくしどう）………………………………………17
7．　今山の毘沙門堂（いまやまのびしゃもんどう）……………………………………�…9
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234．岩城古代太鼓踊り（いわじょうこだいたいこおどり）�……………………………109
191．岩城の阿弥陀堂（いわじょうのあみだどう）…………………………………………95
210．岩城の庚申塔（いわじょうのこうしんとう）�………………………………………101

【 う 】
158．上田天満宮（うえだてんまんぐう）……………………………………………………78
71． 内門の安心の萬人講碑（うちかどのあんじんのまんじんこうひ）…………………33
122．内村の地蔵堂（うちむらのじぞうどう）………………………………………………60

【 え 】
76． 円鏡庵跡（えんきょうあんあと）………………………………………………………39

【 お 】
38． 大鶴の阿弥陀堂（おおづるのあみだどう）……………………………………………25
58． 大鶴の阿弥陀堂（おおづるのあみだどう）……………………………………………30
57． 大鶴の石灯篭（おおづるのいしどうろう）……………………………………………30
54． 大鶴の逆修碑（おおづるのぎゃくしゅうひ）…………………………………………29
55． 大鶴の庚申塔（おおづるのこうしんとう）……………………………………………29
56． 大鶴の庚申塔（おおづるのこうしんとう）……………………………………………30
73． 小川の阿弥陀堂（おがわのあみだどう）………………………………………………36
【 か 】
211．覚井の庚申塔（かくいのこうしんとう）�……………………………………………101
212．覚井の金剛塔（かくいのこんごうとう）�……………………………………………101
193．覚井の地蔵尊（かくいのじぞうそん）…………………………………………………96
213．覚井の地蔵尊（かくいのじぞうそん）�………………………………………………102
90． 覚井の薬師堂（かくいのやくしどう）…………………………………………………47
192．覚井の薬師堂（かくいのやくしどう）…………………………………………………96
155．隠れ念仏の資料（かくれねんぶつのしりょう）………………………………………75
175．葛掛神社（かつらかけじんじゃ）………………………………………………………89
25． 亀塚古墳群（かめづかこふんぐん）
233．狩政・切原野臼太鼓踊り（かりまさ・きりはらのうすだいこおどり）�…………108
135．狩政の大雄峯塔（かりまさのだいゆうほうとう）……………………………………63
112．狩政の薬師堂（かりまさのやくしどう）………………………………………………57

【 き 】
49． 木揚の庚申塔（きあげのこうしんとう）………………………………………………28
160．木上加茂神社（きのえかもじんじゃ）…………………………………………………80
163．木上溝（きのえみぞ）……………………………………………………………………83
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9．　休円坊の墓（きゅうえんぼうのはか）…………………………………………………11
13． 京ヶ峰横穴群（きょうがみねよこあなぐん）…………………………………………14
45． 京の峰の庚申塔（きょうのみねのこうしんとう）……………………………………27
136．切原野の庚申塔（きりはらののこうしんとう）………………………………………64
97． 切原野の地蔵堂（きりはらののじぞうどう）…………………………………………51

【 く 】
48． 久保宇野の庚申塔（くぼうののこうしんとう）………………………………………28
3．　久保宇野の地蔵堂（くぼうののじぞうどう�）…………………………………………5
23． 久保の大日堂と庚申塔（くぼのだいにちどうとこうしんとう）……………………19
154．窪田越後一族の墓（くぼたえちごいちぞくのはか）…………………………………74
225．球磨神楽（くまかぐら）�………………………………………………………………106
67． くま川鉄道内門橋梁（くまがわてつどううちかどきょうりょう）…………………32
183．�くま川鉄道木上駅待合所及びプラットホーム（くまがわてつどうきのええき　　　　

まちあいしょおよびぷらっとほーむ）…………………………………………………93
46． くま川鉄道第一高柱川橋梁（くまがわてつどうだいいちこうばしらがわきょうりょう）27
147．くま川鉄道第二覚井橋梁（くまがわてつどうだいにかくいきょうりょう）………66
47． くま川鉄道第二高柱川橋梁（くまがわてつどうだいにこうばしらがわきょうりょう）27
31． くま川鉄道球磨川第四橋梁（くまがわてつどうだいよんきょうりょう）…………22
151．熊野座神社（くまのざじんじゃ）………………………………………………………71
226．黒辺田野臼太鼓踊り（くろべたのうすだいこおどり）�……………………………106
37． 黒辺田野の出雲守塔（くろべたののいずものかみとう）……………………………24
16． 黒辺田野の観音堂（くろべたののかんのんどう）……………………………………16
50． 黒辺田野の庚申塔（くろべたののこうしんとう）……………………………………28
51． 黒辺田野の庚申塔（くろべたののこうしんとう）……………………………………28
35． 黒辺田野の金剛塔（くろべたののこんごうとう）……………………………………24
36． 黒辺田野の地蔵堂（くろべたののじぞうどう）………………………………………24
15． 黒辺田野の薬師堂と三界万霊塔（くろべたののやくしどうとさんがいばんれいとう）15
75． 桑原家住宅（くわはらけじゅうたく）…………………………………………………38

【 け 】
227．下須建築踊り（げずけんちくおどり）�………………………………………………106
65． 下須の庚申塔と地蔵尊（げずのこうしんとうとじぞうそん）………………………32
66． 下須の地蔵堂（げずのじぞうどう）……………………………………………………32

【 こ 】
159．ごあんさん…………………………………………………………………………………79
172．木本神宮（このもとじんぐう）
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【 さ 】
92． 西迎寺（さいこうじ）……………………………………………………………………48
8．　西乗寺（さいじょうじ）…………………………………………………………………10
177．相良義陽公神社（さがらよしひこうじんじゃ）………………………………………90
95． 下り山神社（さがりやまじんじゃ）……………………………………………………50
96． 下り山須恵窯跡群（さがりやますえがまあとぐん）…………………………………50
235．迫・野間臼太鼓踊り（さこ・のまうすだいこおどり）�……………………………109
174．迫の庚申塔（さこのこうしんとう）……………………………………………………89
214．迫の地蔵尊（さこのじぞうそん）�……………………………………………………102
106．佐藤一斎の書（さとういっさいのしょ）………………………………………………55

【 し 】
4．　柴立地蔵（しばたてじぞう）…6
109．下忠ヶ原の淡島社（しもちゅうがはるのあわしましゃ）……………………………56
232．下原女相撲（しもばるおんなずもう）�………………………………………………108
93． 下原の地蔵堂（しもばるのじぞうどう）………………………………………………49
111．下原の釈迦堂（しもばるのしゃかどう）………………………………………………56
166．十三仏碑（じゅうさんぶつひ）…………………………………………………………85
167．焼酎墓（しょうちゅうばか）……………………………………………………………85
5．　新宮寺（しんぐうじ）�……………………………………………………………………7
6．　新宮寺六観音堂（しんぐうじろっかんのんどう）�……………………………………8
12． 新宮神社（しんぐうじんじゃ）…………………………………………………………14
10． 新八幡神社（しんはちまんじんじゃ）…………………………………………………12

【 せ 】
156．西南戦争従軍記念の石灯篭（せいなんせんそうじゅうぐんきねんのいしどうろう）…76

【 た 】
24． 大王三条の庚申堂（だいおうさんじょうのこうしんどう）…………………………20
11． 大王三条の弥勒堂（だいおうさんじょうのみろくどう）……………………………13
228．大王三条棒踊り（だいおうさんじょうぼうおどり）�………………………………107
237．タイ捨流剣法（たいしゃりゅうけんぽう）�…………………………………………109
157．大正初年の耕地整理記念碑（たいしょうしょねんのこうちせいりきねんひ）……77
180．平良の観音堂（たいらのかんのんどう）………………………………………………92
201．平良の庚申塔（たいらのこうしんとう）………………………………………………99
164．平良の地蔵堂（たいらのじぞうどう）…………………………………………………84
134．竜堀の道標（たつぼりのどうひょう）…………………………………………………63
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【 ち 】
178．智源寺（ちげんじ）………………………………………………………………………91
153．長安寺（ちょうあんじ）…………………………………………………………………73
21． 陳宮神社（ちんぐうじんじゃ）…………………………………………………………18

【 つ 】
72． 土屋の観音堂（つちやのかんのんどう）………………………………………………35
107．土屋の庚申塔（つちやのこうしんとう）………………………………………………55
132．土屋の庚申塔（つちやのこうしんとう）………………………………………………63
133．土屋の庚申塔（つちやのこうしんとう）………………………………………………63

【 て 】
165．天子神社（てんしじんじゃ）……………………………………………………………84

【 と 】
198．十日市の阿弥陀堂（とうかいちのあみだどう）………………………………………98
200．十日市の地蔵堂（とうかいちのじぞうどう）…………………………………………98
223．十日市の禅休の供養碑（とうかいちのぜんきゅうのくようひ）�…………………104
162．十日市の大日堂（とうかいちのだいにちどう）………………………………………82
199．十日市の弁財天堂（とうかいちのべんざいてんどう）………………………………98
197．十日市の弥勒堂（とうかいちのみろくどう）…………………………………………97

【 な 】
141．中島の地蔵尊（なかしまのじぞうそん）………………………………………………65
108．中忠ヶ原の地蔵堂（なかちゅうがはるのじぞうどう）………………………………55
53． 永野の庚申塔（ながののこうしんとう）………………………………………………29
99． 中原の阿弥陀堂（なかばるのあみだどう）……………………………………………52
98． 中原の庚申塔（なかばるのこうしんとう）……………………………………………51
118．中原の庚申塔（なかばるのこうしんとう）……………………………………………59
119．中原の地蔵堂（なかばるのじぞうどう）………………………………………………59
120．中原の道標（なかばるのどうひょう）…………………………………………………59
121．中原の道標（なかばるのどうひょう）…………………………………………………60
41． 中福良の観音堂（なかふくらのかんのんどう）………………………………………26
68． 中福良の庚申塔（なかふくらのこうしんとう）………………………………………33
69． 中福良の地蔵碑（なかふくらのじぞうひ）……………………………………………33
70． 中福良の地蔵尊（なかふくらのじぞうそん）…………………………………………33
52． 鍋山の庚申塔（なべやまのこうしんとう）……………………………………………29
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【 に 】
19． 西村神社（にしむらじんじゃ）…………………………………………………………17
150．日露戦争�戦捷紀年碑（にちろせんそう�せんしょうきねんひ）……………………70
173．二宮神社（にのみやじんじゃ）…………………………………………………………88
20． 忍成寺（にんじょうじ）…………………………………………………………………18

【 の 】
215．野間の庚申塔（のまのこうしんとう）�………………………………………………102
216．野間の金剛塔（のまのこんごうとう）�………………………………………………102
194．野間の地蔵尊（のまのじぞうそん）……………………………………………………96
176．野間の聖観音（のまのしょうかんのん）………………………………………………90
217．野間の多宝塔（のまのたほうとう）�…………………………………………………103

【 は 】
77． 八大龍王神社（はちだいりゅうおうじんじゃ）………………………………………40
17． 八幡神社（はちまんじんじゃ）…………………………………………………………16
209．馬場の庚申塔（ばばのこうしんとう）�………………………………………………101
190．馬場の地蔵堂（ばばのじぞうどう）……………………………………………………95
230．浜川太鼓踊り（はまごうたいこおどり）�……………………………………………107
83． 浜川の地蔵堂（はまごうのじぞうどう）………………………………………………44
105．浜川の薬師堂（はまごうのやくしどう）………………………………………………54

【 ひ 】
82． 東方の観音堂（ひがしかたのかんのんどう）…………………………………………43
81． 東方の庚申塔（六地蔵の石塔）（ひがしかたのこうしんとう）……………………43
128．東方の庚申塔（ひがしかたのこうしんとう）…………………………………………62
129．東方の庚申塔（ひがしかたのこうしんとう）…………………………………………62
130．東方の庚申塔（ひがしかたのこうしんとう）…………………………………………62
229．東方棒踊り（ひがしかたぼうおどり）�………………………………………………107
145．東原の庚申塔（ひがしはるのこうしんとう）…………………………………………66
144．東原の地蔵堂（ひがしはるのじぞうどう）……………………………………………66
161．人吉海軍航空隊基地跡（ひとよしかいぐんこうくうたいきちあと）………………81
94． 別府の観音堂（びゅうのかんのんどう）………………………………………………49
137．別府の庚申塔（びゅうのこうしんとう）………………………………………………64
231．平岩太鼓踊り（ひらいわたいこおどり）�……………………………………………107
126．平岩の安心の供養碑（ひらいわのあんじんのくようひ）……………………………61
86． 平岩の観音堂（ひらいわのかんのんどう）……………………………………………45
84． 平岩の庚申塔（ひらいわのこうしんとう）……………………………………………44
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124．平岩の庚申塔（ひらいわのこうしんとう）……………………………………………61
224．平岩の庚申塔（ひらいわのこうしんとう）�…………………………………………104
103．平岩の庚申塔と水神塔（ひらいわのこうしんとうとすいじんとう）………………51
104．平岩の地蔵堂（ひらいわのじぞうどう）………………………………………………54
127．平岩の南無阿弥陀仏の碑（ひらいわのなむあみだぶつのひ）………………………61
85． 平岩の毘沙門堂（ひらいわのびしゃもんどう）………………………………………45
125．平岩の雄辰和尚の碑（ひらいわのゆうしんおしょうのひ）…………………………61
170．平川大王社（ひらこうだいおうしゃ）…………………………………………………87
152．平川地区の"お伊勢講"資料（ひらこうちくの"おいせこう"しりょう）………………72
188．平川の観音堂（ひらこうのかんのんどう）……………………………………………94
208．平川の庚申塔（ひらこうのこうしんとう）�…………………………………………100
187．平川の毘沙門堂（ひらこうのびしゃもんどう）………………………………………94
189．平川の薬師堂（ひらこうのやくしどう）………………………………………………95
148．平野神社（ひらのじんじゃ）……………………………………………………………68
202．平野の安心の供養碑（ひらののあんじんのくようひ）………………………………99
181．平野の観音堂（ひらののかんのんどう）………………………………………………92
203．平野の庚申塔（ひらののこうしんとう）………………………………………………99
204．平野の庚申塔（ひらののこうしんとう）………………………………………………99

【 ふ 】
236．福島虎踊り（ふくしまとらおどり）�…………………………………………………109
123．福島の功徳聚塔（ふくしまのくどくじゅとう）………………………………………60
146．福島の宝塔（ふくしまのほうとう）……………………………………………………66

【 ほ 】
87． 報恩寺（ほうおんじ）……………………………………………………………………46
168．墓碑群（イボの神）（ぼひぐん）………………………………………………………86

【 ま 】
179．松尾神社（まつおじんじゃ）……………………………………………………………91
110．丸目蔵人佐遺品（まるめくらんどのすけいひん）……………………………………56
74． 丸目蔵人佐の墓（まるめくらんどのすけのはか）……………………………………37
102．丸目受宰の墓（まるめじゅさいのはか）………………………………………………53

【 み 】
171．明覚寺（みょうかくじ）…………………………………………………………………87

【 む 】 
32． 無田の原の阿弥陀堂（むたのはるのあみだどう）……………………………………23
33． 無田の原の庚申塔（むたのはるのこうしんとう）……………………………………23
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【 め 】
2．　明神社（めいじんじゃ）�…………………………………………………………………4

【 も 】
207．目郎の庚申塔（もくろうのこうしんとう）�…………………………………………100
131．元忠ヶ原の庚申塔（もとちゅうがはるのこうしんとう）……………………………62
91． 元忠ヶ原の地蔵堂（もとちゅうがはるのじぞうどう）………………………………48
138．本別府の安心の供養碑（もとんびゅうのあんじんのくようひ）……………………64
114．本別府の地蔵尊（もとんびゅうのじぞうそん）………………………………………57
139．本別府の地蔵尊（もとんびゅうのじぞうそん）………………………………………64
140．本別府の地蔵堂（もとんびゅうのじぞうどう）………………………………………65
116．本別府の天子塔（もとんびゅうのてんしとう）………………………………………58
115．本別府の山神社（もとんびゅうのやまじんじゃ）……………………………………58

【 や 】
186．柳瀬堂（やなせどう）……………………………………………………………………94
195．山下の阿弥陀堂（やましたのあみだどう）……………………………………………97
218．山下の庚申塔（やましたのこうしんとう）�…………………………………………103

【 ゆ 】
219．由留木の観音堂（ゆるぎのかんのんどう）�…………………………………………103
220．由留木の庚申塔（ゆるぎのこうしんとう）�…………………………………………103
221．由留木の金剛塔（ゆるぎのこんごうとう）�…………………………………………104
196．由留木の地蔵尊（ゆるぎのじぞうそん）………………………………………………97
222．由留木の念仏碑（ゆるぎのねんぶつひ）�……………………………………………104
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『麻郡神社私考（平成復刻版）』　　�　�青井采女佐大神惟董　平成１９年
『増補改訂　九州相良の寺院資料』　　��上村重次　　青潮社　昭和６１年
『南藤蔓綿録』　　　　　　　　　　　��梅山無一軒　青潮社　昭和５２年
『相良村誌資料編２　歴代嗣誠独集覧』��梅山無一軒　　　　　平成２０年
『郷土』　　　　　　　　　　　　　　��求麻郷土研究会
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　本書は、平成６年５月１６日から１２月１２日までの、
７ヶ月にわたって、当時の錦町文化財保護委員会が、およ
そ２５０件余りの文化財を、実地に調査検証をおこない『錦
町文化財基本台帳』として地区別にまとめあげた記録簿を
基にしている。
　その後の調査や研究によって、更に内容を充実して記載
することにした。
　　更に、伝統芸能文化財（太鼓踊り、棒踊り、建築踊りなど）
や、昔話、伝説などは、町内各地に残る文献を参考にさせ
てもらった。
　なお、関係資料や歴史文献等もいくつか参考にしている。
編纂にあたっては、多くの関係者の方々に、ご協力をいた
だき。各位に心から感謝申し上げたい。

（錦町文化財保護委員長　松岡忠義）
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